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日程第１１ 議案第４８号 平成３０年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正

予算（第２号）について 

 

日程第１２ 意見書第１号 国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意

見書の提出について 

日程第１３ 発議第 ４号 ＪＲ日田彦山線の早期全面復旧と長期的な運行の確保を求め

る決議について 

日程第１４ 発議第 ５号 地方創生検証特別委員会の設置に関する決議案の提出につい

て 



 開  会  

 議  長  改めまして、おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は、９名です。 

 定足数に達しておりますので、平成３０年第１１回東峰村議会定例会を開会い

たします。 

 （９時３０分） 

 開  議  

 議  長  本会議に先立ち、議長の諸般報告を行います。 

 報告は、お配りをしております議案書の最後のページの、議長諸般報告をもっ

て代えさせていただきます。 

 日程第１  

 議  長  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、 

７番 長澤貞義議員、８番 大蔵久徳議員を指名いたします。 

 日程第２  

 議  長  日程第２ 「会期の決定について」を、議題といたします。 

 議会運営委員長に、会議等議会運営委員会の報告を求めます。 

９番 伊藤均議員 

 ９  番  議会運営委員会の報告をいたします。 

 今期定例会の議会運営にあたり、議会運営委員会の協議の結果について、ご報

告を申し上げます。 

 本日招集に係る平成３０年第１１回東峰村議会定例会の運営につきまして、１

２月３日に議会運営委員会を開催しました。 

 まず、議案につきましては、条例改正等議案が３件、補正予算が３件、発議が

２件、意見書が１件、予定されています。 

 会期につきましては、慎重に審議をいたしまして、本日１１日から１８日まで

の８日間と決定いたしました。 

 会期日程につきましては、お手元に日程表を配布しております。 

 まず、議案上程後、村長のあいさつ及び提案理由の説明を聴取し、各課長の補

足説明の後、通告順に一般質問を予定しております。 

 １２日には、引き続き一般質問を行い、１３日には議案の審議、質疑、討論、

採決を予定しております。 

 以上、簡単でありますが、議会運営委員会の協議の概要であります。 

 本定例会が円滑に運営されますように特段のご協力を賜りますよう心からお

願いいたしまして、報告といたします。 

 議  長  ただ今、議会運営委員長より報告がありました。 

 本定例会の会期は、本日１１日から１８日までの８日間といたしたいと思いま



す。 

 お諮りいたします。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認め、会期は、１２月１１日から１８日までの８日間と決定をいた

しました。 

 日程第３  

 議  長  日程第３ 事務局長に議案の上程報告を求めます。 

事務局長 

（事務局長議案上程報告） 

 議  長  事務局長より議案の上程報告が終わりました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 「村長あいさつ及び提案理由の説明」を、お願いします。 

村長 

 村  長  皆さん、改めましておはようございます。 

 本日ここに、平成３０年第１１回東峰村議会定例会を開催いたしましたとこ

ろ、議員各位におかれましては、公私ともにたいへんお忙しい中、ご参集を賜り

誠にありがとうございます。 

 さて、早いもので今年も残すところ２０日となりました。師走に入りますと、

人の動きや車の動きなど、日に日に慌しさを感じる今日この頃ですが、このよう

な中、車の事故や飲酒運転などが発生しやすくなりますので、私たちもコンプラ

イアンスを重視していかなければならないと思っております。 

 また、本年も政治、経済、自然災害など、世界中で大きな出来事がありました。 

 自然災害を振り返りますと、７月５日の日、私たちは、昨年の九州北部豪雨の

追悼式を行っている最中、午後からの雨により６日にかけて、昨年と同じような

時期に甚大な西日本豪雨災害が発生をいたしました。この豪雨災害により、２３

０名以上もの尊い命が失われ、多くの人が被災をされました。 

 師走を迎え、未だに避難生活を余儀なくされている方々に対し、衷心よりお見

舞いを申し上げますとともに、くる年が良い年でありますよう祈念をする次第で

あります。 

 また、私たちの東峰村におきましても、昨年７月の豪雨災害から１年と５カ月

が過ぎました。県並びに各自治体からの派遣職員の皆さんなどの協力により、一

歩一歩災害復旧が進んでおりますけれども、村民の皆さん、職員の皆さんのさら

なるご尽力、そういったものを心から感謝を申し上げております。 

 福岡県で一番小さな村、高齢化率も一番の本村ですが、持続可能な村として、

また、村民の皆さんが元気で今後とも生き生きとした良い村づくりに、私も邁進

していく所存でございますので、引き続き議員各位の皆さんのご理解とご協力



を、今後ともお願いをする次第であります。 

 それでは、本定例会に執行部から提案をしております各議案について、ご説明

を申し上げます。  

 本定例会には、条例の制定について３件、補正予算について３件、合計６件の

議案を提案申し上げ、ご審議をお願いする次第であります。 

 議案第４３号、東峰村残土処理場の設置及び管理に関する条例の制定につきま

しては、平成２９年７月の九州北部豪雨災害復旧に際し、工事にて発生する土砂

を処分する受入地の造成整備を進める中、処分場として今後適切に管理運営を図

るために、必要となる条例を制定するものです。 

 議案第４４号、東峰村ケーブルテレビ施設条例の一部を改正する条例の制定に

つきましては、東峰村ケーブルテレビを視聴するために必要な光ケーブル引き込

み工事の費用を、事業所加入者については、村負担から自己負担へと変更するた

め、条例の一部を改正するものです。 

 議案第４５号、東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び東峰村一般職の任

期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定につきましては、人

事院勧告に準じて、東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び東峰村一般職の

任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正するものです。 

 議案第４６号、平成３０年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第５号）につ

きましては、歳入歳出にそれぞれ１億６６４万３千円を追加し、歳入歳出の総額

を５９億９，１０６万９千円とするものです。 

 歳出の主なものとして、一般管理費として、人事院勧告等による人件費など１，

０４３万円、財産管理費として、庁舎等修繕費など４７０万９千円、光地域情報

通信費として、光ケーブル移設費８１１万１千円、税務総務費として、ふるさと

納税返礼品など１２７万円、国民健康保険事業特別会計への操出金４２２万８千

円、特別養護老人ホーム管理費として、空調更新やボイラー防音工事で１，０６

４万９千円、農地中間管理事業費として、機構集積協力金１８５万８千円、林道

施設費として、付替林道（江川・水浦線）の災害対策工事に係る用地購入・補償

費７８１万６千円、商工振興費として、復興支援プレミアム付き商品券事業３６

１万２千円、学校管理費として、東峰学園の各教室への空調設置４，７３０万円

などを計上しております。 

 歳入としては、国庫支出金、寄附金、基金繰入金、村債などを計上しておりま

す。 

 議案第４７号、平成３０年度簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）

につきましては、歳入歳出それぞれ４６０万７千円を追加し、歳入歳出総額を１

億９，８３９万７千円とするものです。 

 主な歳出として、各浄水場系統の漏水修理に係る経費を計上しております。 

 歳入としては、簡易水道基金を充てることとしております。 



 議案第４８号、平成３０年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第

２号）につきましては、歳入歳出それぞれ１，２５２万２千円を追加し、歳入歳

出総額を３億４，２８６万９千円とするものです。 

 主な歳出として、保険事業に係る給付金８２９万４千円、国県等精算返還金４

１３万９千円などを計上しております。 

 歳入としては、保険給付費等交付金、一般会計繰入金を計上しております。 

 以上、提案理由の概要を説明申し上げましたが、いずれにしても今後の村政推

進上重要な案件でありますので、皆様方には十分なるご審議を賜り、ご議決いた

だきますようお願いを申し上げます。よろしくお願いいたします。 

 議  長  村長の提案理由の説明が終わりました。 

 日程第５  

 議  長  日程第５ 一般質問につきましては、日程第６から日程第１１までの補足説明

終了後に行います。 

 日程第６  

 議  長  日程第６ 議案第４３号「東峰村残土処理場の設置及び管理に関する条例の制

定について」 

 補足説明を担当課長に求めます。 

建設水道課長 

建設水道課

長 

 ３ページ目をご覧ください。 

 議案第４３号「東峰村残土処理場の設置及び管理に関する条例の制定につい

て」 

 上記の条例案を別紙のとおり提出する。 

 平成３０年１２月１１日提出、東峰村長名でございます。 

 提案理由、平成２９年７月九州北部豪雨災害復旧に際し、工事にて発生する多

量の土砂を処分する受入地の造成整備を進めている中、処分場として、今後適切

に管理営を図るために必要となる条例を制定することについて、議会の議決を求

めるものであります。 

 ４ページ目をご覧ください。 

 平成３０年東峰村条例 

 東峰村残土処理場の設置及び管理に関する条例の制定について 

 東峰村残土処理場の設置及び管理に関する条例を次のように定める。 

 東峰村残土処理場の設置及び管理に関する条例 

 目的、第１条、この条例は、村内の公共事業等で発生する土砂等の処理及び再

利用を適正にできるよう東峰村残土処理場（以下「処理場」という。）を設置し、

当該処理場を適正かつ円滑に運営することを目的とする。 

 用語の定義、第２条、この条例において次の各号に掲げる用語の定義は、それ

ぞれ当該各号に定めるところによる。 



（１）土砂等 処理場に処理される公共事業等により発生する土砂、岩石等で、

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第２条第１項に規定する廃棄物以外のも

のをいう。 

（２）処理場 東峰村が運営管理し、村長があらかじめ指定した土砂等を搬入

して埋立て、造成する場所をいう。 

 （３）使用 処理場に土砂等を処理することをいう。 

 （４）使用者 処理場を使用する者をいう。 

 名称及び位置、第３条、処理場の名称及び位置は、次のとおりとする。 

 名称 中尾残土処理場 

 位置 東峰村大字宝珠山３３８７番地 

 ５ページ目をご覧ください。 

 使用の許可、第４条、使用者は、あらかじめ村長に申請し、処理場の使用許可

を受けなければならない。許可を受けた事項を変更する場合も同様とする。 

 ２、村長は、前項の規定により許可する場合は、環境保全及び処理場の管理上

必要な条件を付することができる。 

 ３、村長は、許可する使用者に残土処理場使用許可証及び残土処理場使用票を

交付する。 

 使用の不許可、第５条、村長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、処理

場の使用を許可しない、もしくは使用の制限、中止を行うことができる。 

 （１）処理場の許容量や日当たりの運搬台数など、管理運営上支障が生じると

判断したとき。 

 （２）処理場を使用させることが適当でないと認められるとき。 

 （３）前２号に掲げられる場合のほか、村長が特に必要と認めるとき。 

 変更の承認、第６条、第４条第１項の規定により使用許可を受けた使用者が、

その内容を変更するときは、事前に村長の承認を受けなければならない。 

 使用許可の有効期間、第７条、第４条第１項の規定による使用許可の有効期間

は、１年とする。ただし、村長が特に必要と認めた場合は、期間を更新すること

ができる。 

 使用許可の取り消し、第８条、村長は、使用許可を受けた使用者が、次の各号

のいずれかに該当する場合は処理場の許可を取り消すことができる。 

 （１）使用者が不正に第４条第１項の使用許可及び第６条の承認を受けたとき。 

 （２）使用者が第４条第２項の規定により付した条件に従わないとき。 

 （３）前２号に掲げる場合のほか、村長が特に必要と認めるとき。 

 権利の譲渡、第９条、第４条第１項の規定による使用許可の権利は譲渡するこ

とができない。 

 ただし、相続人及び合併設立法人等についてはこの限りではない。 

 使用料、第１０条、村長は、第４条第１項の規定により使用許可をした使用者



から、別表に定める使用料を徴収する。 

 ２、使用者は、使用料を村長が発行する納入通知書により、指定期日までに納

入しなければならない。 

 使用料の減免、第１１条、村長は、特別な理由があると認めたときは、前条第

１項に規定する使用料を減額し、又は免除することができる。 

 委任、第１２条、この条例の施行に関し必要な事項は規則で定める。 

 附則、この条例は、公布の日から施行する。 

 別表、第１０条関係。 

 区分 土砂等、処理場名 中尾残土処理場、使用料 １，２００円でございま

す。 

 別途補足としてですね、Ａ３資料を補足説明書でお配りしているところでござ

います。 

 Ａ３、１枚目が位置図を示しておりまして、丸印をしておりますけれども、大

字宝珠山字中尾ということで、金剛野橋を渡って日田市のほうに向かう途中にご

ざいます。 

 １枚お開きください。左側のページでございます。 

 造成計画平面図を図示しております。 

 赤い範囲が開発区域でありまして、緑の範囲が盛り土となってございます。 

 左下のほうに総括表を付けておりますけども、約１９万㎥を処分できる造成所

となってございます。 

 右側のほうをご覧ください。 

 センターラインの縦断図を付けておりまして、一番最下段のほうに、一番左側

のほうに赤色で示しているところ、こちらが堰堤施設を設けます。 

 それから、緑色で着色しておりますけども、そちらのほうが順次埋め立ててい

くところでございまして、こちらのほうが約１９万㎥となってございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 日程第７   

 議  長  日程第７ 議案第４４号「東峰村ケーブルテレビ施設条例の一部を改正する条

例の制定について」 

 補足説明を担当課長に求めます。 

企画政策課長 

企画政策課

長 

 ７ページでございます。 

 議案第４４号「東峰村ケーブルテレビ施設条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」 

 上記の条例案を別紙のとおり提出する。 

 平成３０年１２月１１日提出、東峰村長名です。 

 提案理由、東峰村ケーブルテレビを視聴するために必要なケーブルテレビの引



き込み工事費用を、事業所加入者については村負担から自己負担へと変更するた

め、改正するものである。 

 なぜ、事業所加入者の方に引き込み工事の負担を求めるかにつきましてはです

ね、近年工事に係る現場事務所の設置において、このケーブルテレビの引き込み

工事の申請が出されるようになっているところでございます。 

 現場事務所につきましてはですね、既設の電柱からかなり離れているケースが

多く見られまして、多額の引き込み工事が発生する状況にあります。 

 しかもですね、工事が終われば事務所も撤去ということになりますので、村と

しては、事業所に応分の負担を求めたいと考えて、改正をするものでございます。 

 ８ページのほうに、改正の案が示されておりますけれども、現行では、引き込

み工事は村が負担することとなっておりますが、これを改正いたしまして、引き

込み工事を一般加入者と事業者加入者に分けまして、一般加入者につきまして

は、これまでどおり村が負担することとして、事業所加入者の引き込み工事につ

いては、自己負担とするものです。 

 ただし、一般加入者でございましても１００ｍを超える引き込み工事につきま

しては、これまでどおり自己負担をしていただくというものでございます。以上

です。 

 日程第８  

 議  長  日程第８ 議案第４５号「東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び東峰村

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」 

 補足説明を担当課長に求めます。 

総務課長 

 総務課長  ９ページをお願いいたします。 

 議案第４５号「東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び東峰村一般職の任

期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」 

 上記の条例案を別紙のとおり提出する。 

 平成３０年１２月１１日提出、東峰村長名でございます。 

 提案理由、人事院勧告に準じて、東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び

東峰村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正するものでござ

います。 

 これにつきましては、人事院勧告に準じてですね、国の法律のほうが１１月の

３０日に公布されました。これを受けて、村の条例を改正するものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 この条例は４条立てになっております。 

 まず第１条として、一般職の職員の給与に関する条例の一部改正でございま

す。 



 これは、適用が３０年の４月１日にさかのぼって適用される部分でございま

す。 

 第１７条として、宿日直手当、宿日直手当が４，２００円から４，４００円に

改正されるものです。 

 第２０条、勤勉手当がですね、１１ページのほうになりますが、人事院勧告と

いたしまして、月例給について、初任給で１，５００円から４００円程度の月例

給が上がるという部分と、期末勤勉手当が０．０５月。現在、期末手当２．６月、

勤勉手当１．８月の４．４月の支給でございますが、これに０．０５勤勉手当を

追加いたしまして、勤勉手当がですね、１．８５月になるものです。 

 これについて、１１ページの１９条の中段でですね、その０．０５月を本年３

０年度の支給については、１２月に支払うという部分の改正の条文になっている

ものでございます。 

 その下、別表第１につきましては、行政職給料の給料表でございます。それぞ

れに応じて１，５００円から４００円のですね、金額となっているところでござ

います。 

 あと１６ページですね、１６ページからが別表第２医療職の給料表になってお

ります。これも新旧対照表でご覧いただきたいと思います。 

 続いて、２０ページをお願いいたします。 

 ２０ページが、第２条の一般職の職員の給与の一部改正条例でございます。 

 これは、平成３１年４月１日以降に施行されます改正の条例になっておりま

す。 

 これについては、期末手当と勤勉手当、特に期末手当が、これまで６月と１２

月でですね、支給の月数が変わっておりました。これを同率にするということで、

内容としては期末手当をですね、６月、１２月それぞれに１００分の１３０、１．

３月分ですね、掛けるの２で２．６月ということで、期末手当の総額は変わりま

せんが、これまで１２月に多かった分が２回に分けてですね、均等に期末手当を

支給するという割合になっているものです。 

 あと続いて、２０条の勤勉手当、勤勉手当につきましては、先ほど０．０５月

の支給増になった分をですね、６月と１２月に０．０２５ずつ振り分けまして、

１００分の９２．５月をですね、支給するという改正条文でございます。 

 特定幹部職員にあっては、ちょっと割合は変わりますが、期末手当、勤勉手当

の割合は変わりますが、総額の支給割合の４．４５月分というのは変わっており

ません。 

 続いて、第３条、東峰村一般職の任期付職員の採用に関する条例の改正でござ

います。 

 これについては、第７条が第２条第１項、これについては、特定任期付職員と

いうことで、当村で５名採用しております任期付職員については、第３条に基づ



く雇用でございますので、直接うちで今雇用している職員はございませんが、第

７条についての給与月額の改正でございます。 

 あと４項ですね、４項については、特定任期付職員については期末手当とです

ね、その分の支給の割合の変更でございまして、これについては、ちょっとうち

としては該当の職員はいないということで申し添えておきます。 

 次のページ、２３ページ、第８条でございます。 

 第８条が、第３条で採用された職員ということで、うちで５名採用している職

員の部分で、給料月額がですね、それぞれ４００円ずつ上がるということで、給

与表の改定を行うものでございます。 

 第３条につきましては、平成３０年４月１日にさかのぼって適用ということに

なります。 

 第４条については、任期付職員の条例でございますが、平成３１年の４月１日

から施行という形になっております。これも先ほどの３条の条文の中でありまし

た７条の第４項のですね、期末手当支給割合について、割合をですね、変更する

ものでございます。 

 附則、施行期日等。 

 １、この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条及び第４条の規定は、

平成３１年４月１日から施行する。 

 ２、第１条の規定による改正後の東峰村一般職の職員の給与に関する条例の規

定、及び第３条の規定による改正後の東峰村一般職の任期付職員の採用等に関す

る条例の規定は、平成３０年４月１日から適用する。 

 ３、改正後の給与条例又は改正後の任期付職員条例の規定を適用する場合にお

いては、第１条の規定による改正前の給与条例の規定に基づいて支給された給与

（東峰村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例、附則第３項の

規定に基づいて支給された給与を含む。）又は第３条の規定による改正前の任期

付職員条例の規定に基づいて支給された給与は、それぞれ改正後の給与条例又は

改正後の任期付職員条例の規定による給与の内払とみなす。 

 補足説明は以上です。 

 日程第９  

 議  長  日程第９ 議案第４６号「平成３０年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第

５号）について」 

 補足説明を担当課長に求めます。 

総務課長 

 総務課長  ２５ページをお願いいたします。 

 議案第４６号「平成３０年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第５号）」 

 平成３０年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第５号）は、次に定めるとこ

ろによる。 



 第１条、規定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億６６４万３千円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５９億９，１０６万９千円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債

の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債

の補正」による。 

 平成３０年１２月１１日提出、東峰村長名でございます。 

 ２６ページが、第１表の歳入歳出予算補正の歳入の部分でございます。 

 国庫支出金、寄附金、繰入金、諸収入、村債で１億６６４万３千円の補正とな

っております。 

 明細につきましては、事項別明細の中でご説明申し上げます。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算補正の第１表の歳出分でございます。 

 総務費、民生費、農林水産費、商工費、教育費、諸支出金の、合せて１億６６

４万３千円の補正でございます。 

 ２８ページをお願いします。 

 第２表、地方債の補正、変更分についてご説明申し上げます。 

 臨時財政対策債４，９１１万５千円が５，０９９万１千円になっております。

これは、同意額がですね、正式に固まったことによりまして、補正で金額を計上

するものでございます。 

 次の過疎対策事業債、これは、商工債がですね、真ん中辺りになりますが、商

工債が４４０万円から７４０万円に上がっております。これについては、復興支

援のプレミアム付き商品券に係る部分の起債の増額でございます。 

 次の、一般補助施設整備等事業債、これが総務債として１，６８０万円が出て

おります。これについては、地方創生の関係の事業で、岩屋キャンプ場の改修に

ついて、創生の交付金の残余の金額について財源の協議を行っておりまして、起

債のほうがですね、借り入れるということになりましたので、今回、補正で計上

するものでございます。 

この起債につきましては、交付税措置が概ね３割程度ということでございま

す。たぶん過疎債等に比べて低い割合ではございますが、一般財源を使うよりは

ですね、起債のほうを借り入れるという形で選択をしておりますので、この形で

補正を計上させていただいているものです。 

次に２９ページ、学校教育施設等整備事業債、教育債として２，２９０万円を

補正計上させていただいております。これは、歳出の中で、東峰学園の空調設備

の設置工事の財源として記載を起こすものです。 



 国庫補助の残額と、基準額に対する国庫補助の残額の全額が起債に充てられる

ということで、２，２９０万円の起債を行うものです。これについては、交付税

措置として６０％、６割の交付税措置があるということで聞いております。 

 それでは、３２ページをお願いいたします。 

 事項別明細書の歳入でございます。 

 １１款２項４目教育費国庫補助金１，１４７万６千円、これは、冷房設備対応

臨時特例交付金ということで、学園の空調設置についての国庫補助金でございま

す。 

 ５目農林水産費国庫補助金１８５万８千円、これは、機構集積協力金、農地中

間事業に基づくもので、歳出のほうで担当課が説明すると思います。 

 １１款３項２目民生費国庫委託金、国民年金事務費として２７万円、１４款１

項１目寄附金、ふるさと納税として３００万円、１５款２項１目財政調整基金繰

入金９５０万６千円、１２目施設改修等基金繰入金２，８１４万３千円。 

 施設改修等の繰入金については、庁舎等の修繕と小石原庁舎の電話の更新、宝

珠の郷の空調等の交換と学校関係のですね、先ほどの教室等の空調の設置につい

て、基準を超える部分について、基金から繰り入れることとしております。 

 １７款４項１目雑入、水資源機構より７８１万４千円、これは、林道施設費に

てですね、支出をする、付替林道の関係の工事についてですね、雑入として受け

入れるものでございます。 

 １８款１項１目総務債１，８６７万６千円、臨時財政対策債として１８７万６

千円と一般補助施設整備等事業債として１，６８０万円、これについては、先ほ

ど説明したとおりでございます。 

 次、３３ページをお願いいたします。 

 商工債３００万円、これは、プレミアム付きの地域商品券事業についての起債

でございます。 

 教育債２，２９０万円、学校教育施設整備等事業でございます。これについて

も先ほどご説明したとおりでございます。 

 ３４ページからの歳出につきましては、総務課の部分を説明申し上げたいと思

います。 

 まず、２款１項１目一般管理費として、給与、職員手当、共済費をそれぞれ総

額計上しております。これについては、先ほどありました人事院勧告に準ずる給

与改定が主なものでございますが、あとは当初予算で計算ができておりませんで

した通勤手当等をですね、任期付職員等の関係もございますが、この関係で通勤

手当がですね、当初予算よりも必要になっているということで、増額等を行って

いるものでございます。 

 需用費のコピー用紙等については、事務費についてですね、増額の計上をして

いるものです。 



 ２目文書広報費、郵便等通信費については、郵便と通信費について１００万円

ですね。これについては、やはり災害の関係で、非常にそういった通信、郵便等

が多いということで、不足と見込まれる金額をですね、計上するものでございま

す。 

 ５目財産管理費として需用費、設備修繕料、これについては、小石原の浄化槽

の関係、また小石原関係で、何か配管の工事が、老朽化しているとかですね、そ

ういった感じで、ちょっと庁舎関係で老朽化の修繕が必要な部分がございます。

これについてですね、３２０万９千円の計上をしております。 

 １５節として工事請負費１５０万円、これは、小石原庁舎の電話設備の更新工

事でございます。これは、小石原庁舎の電話がもう２０年近く、１０何年かなり

ます。これで、途中で切れるとかですね、そういった状態が起きておりまして、

電話と主装置を更新をするものでございます。 

 ３５ページの下のほうになりますが、３款４項１目災害救助費で災害救助費繰

替支弁金の返還金で２３１万３千円を計上させていただいております。 

 これは、２９年度に概算交付として支弁金を受け入れた部分で、精算する中で、

特に主なものとして、応急修理の関係で対象とならなかった部分、非該当となっ

た部分がございまして、その分の精算としてですね、この金額を国県のほうに返

還という形でお返しする金額を計上しているものでございます。 

 総務課の関連につきましては、以上です。 

 議  長  企画政策課長 

企画政策課

長 

 企画課の所管するところを説明させていただきます。 

 ３４ページ、２款１項２２目光地域情報通信費８１１万１千円の補正をお願い

したいと思っております。 

 内容につきましては、光ケーブルの移設費ということで、災害復旧の工事が本

格化する中で、電柱の復旧と言いますか、どんどん電柱のほうが復旧しておりま

して、ケーブルテレビ、そちらのほうに架設しておりますので、合せて移設工事

を行うというものでございます。１０カ所分ほど入っております。 

 当初予算ではですね、なかなかどのタイミングで移設が必要になるかというこ

とが、なかなか想定できませんので、今後もこの移設費については、補正の中で

対応をお願いしていただきたいと思っているところでございます。 

 それから、その下の２８目まち・ひと・しごと創生事業費につきましては、先

ほど総務のほうから歳入についてのご説明はございましたけれども、財源の振り

替えでございます。以上です。 

 議  長  保健福祉課長 

保健福祉課

長 

 保健福祉課の所管するところの説明をいたします。 

 ３５ページをお願いいたします。 

 ３款１項３目国民健康保険基盤安定費、２８節操出金の４２２万８千円の補正



ですが、詳しく国民健康保険特別会計のところでご説明をしたいと思いますが、

職員給与の操出金１２万円は、職員給与の条例改正に伴う補正でございます。 

 その他操出金としまして、４１０万８千円につきましては、平成２９年度の補

助金の精算に伴う補助金の返還が生じましたので、補正を行うものでございま

す。 

 ７目障害者福祉費、２０節の１００万円の補助ですが、補装具、障害者自立支

援費給付費の不足が見込まれますので、それぞれ５０万円ずつの補正を行うもの

でございます。 

 ８目保健福祉センター管理費、１１節光熱水費１８６万５千円の補正ですが、

電気・ガス代の単価の高騰によりまして、予算の不足が見込まれますので補正を

行うものです。 

 ３款２項１目児童福祉費、２３節ですが、１万２千円です。これは、平成２９

年度の一時預かり事業分の国庫補助金精算に伴う返還金が生じましたので、補正

を行うものでございます。 

 ３款３項９目特別養護老人ホーム管理費、１５節ですが、宝珠の郷防音工事費

の１５２万３千円ですが、宝珠の郷の温水ボイラーの夜間の湯を沸かす燃焼音が

響くとの苦情がありましたので、その防音対策としまして、排気筒の一部、吸気

連動に交換するものでございます。 

 それと１９節の宝珠の郷空調機更新負担金の９１２万６千円につきましては、

宝珠の郷の空調、１・２階分の共有の部分で効率蓄熱方式により運用されており

ましたが、故障してですね、１８年を経過したため部品もなく修理もできないと

いうことからですね、宝珠の郷と協議を行いまして、空調の更新工事を宝珠の郷

が主体となり行い、工事につきましても宝珠の郷と折半で行うということから、

村の負担の分のですね、補正を行うものでございます。 

 以上で、補足説明を終わります。 

 議  長  住民税務課長 

住民税務課

長 

 ３４ページをお願いいたします。 

 ２款２項１目税務総務費で１１節需用費８０万円、これはですね、ふるさと納

税の返礼品に伴うものでございます。 

 １２節役務費２０万円、こちらにつきましては、ふるさと納税の送料になりま

す。 

 １３節委託料２７万円、こちらにつきましては、ふるさと納税の業務委託料と

いうことになっております。総額１２７万円の補正をさせていただきたいと思っ

ておりますが、先ほど歳入のところで３００万円のふるさと納税の歳入、寄附金

ということで、３００万円の歳入を見込んでおります。 

 この１２７万円と申しますのは、いずれも返礼品３割とかですね、送料何％と

かございますが、現時点での予算残額を考慮いたしまして、あくまで寄附金です



ので、いただける額が、これはもうあくまで見込みしかございませんが３００万。

それから、現時点での予算額に対する、予算額を見越しまして、補正をさせてい

ただく額が、１２７万円という形で補正をさせていただいておりますので、その

辺りはご理解をいただきたいと思います。以上です。 

 議  長  農林観光課長 

農林観光課

長 

 ３５ページをお願いしたいと思います。 

 一番下段の６款１項１６目農地中間管理事業費でございますが、１８５万８千

円。これにつきましては、一定地域の農地の２割以上を集積し、中間管理機構に

貸し付けることにより、国の補助金でございます経営転換協力金と地域集積協力

金の合計、合せて１８５万８千円を交付を受けるものでございます。 

 これは、一定地域と今申し上げましたが、大字小石原地域約３３ha を一区切

りとして、７haを集積し、中間管理機構に預けております。 

 その中には５件ほど、農業をリタイアされる方、また経営規模を縮小される方、

こういった方がいらっしゃいますので、そういった方に経営転換協力金というも

のが行くわけでございます。 

 また、地域集積協力金のほうは、農地を集積された、その農地を受託される地

域に協力金として行くことになります。いずれも国庫補助金で全額賄われるもの

でございます。 

 ３６ページ、７款１項１目商工振興費ですが、これは、昨年に引き続き福岡県

の支援を得ることができましたので、復興支援プレミアム付き地域商品券発行を

行うものでございます。発行総額は３，６００万、６００万円がプレミアム分で

ございます。 

 そのプレミアムの６００万の内、１０％を県が負担いたします。残りの３００

万を村が負担することとなります。 

 また、これに係る事務費が発生しますので、６１万２千円を計上しております

が、この額は昨年と同額でございます。以上でございます。 

 議  長  建設水道課長 

建設水道課

長 

 ３６ページ目をご覧ください。 

 ３６ページの上段です。６款農林水産費、５目林道施設費でございます。 

 こちらにつきましては、先ほど総務課長のほうからも説明がありましたけれど

も、現在小石原川ダム建設に際しまして、補償工事として林道整備を水資源機構

にて進めているところでございますけれども、その中で北部豪雨によって災害が

発生し、土砂崩落等が発生した個所のですね、林道整備費として行うものでござ

います。 

 内訳としましては、１２節役務費、収入印紙６千円、１７節公有財産購入費、

こちらは用地購入費でございます。６５９万９千円。 

 ２２節補償補填及び賠償金、こちらについては補償費でして、立木の補償とな



ってございます。１２４万１千円でございます。実質的には歳入にありましたよ

うに、水資源機構によって負担されるものでございます。 

 ３６ページの最下段、１３款諸支出金でございます。 

 １目操出金でございますけども、こちらにつきましては１７万円、職員給与等

に関するものでございます。以上でございます。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  同じく３６ページです。 

 １０款２項１目学校管理費、４，７３０万円の補正です。東峰学園の空調の設

置工事の部分でございます。 

 普通教室が１０教室、特別教室が５教室、特別教室の準備室が３教室、計１８

教室の空調設備を考えております。 

 １３節委託料としまして４３０万円、１５節工事費として４，３００万円。 

 財源内訳としまして、国庫補助が１，１４７万６千円、学校教育施設等整備事

業債が２，２９０万円、施設改修等基金が１，２８７万円、あと一般財源の５万

４千円でございます。以上でございます。 

日程第１０  

 議  長  日程第１０ 議案第４７号「平成３０年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳

出補正予算（第２号）について」 

 補足説明を担当課長に求めます。 

建設水道課長 

建設水道課

長 

 ３７ページ目をご覧ください。 

 議案第４７号「平成３０年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算

（第２号）」でございます。 

 平成３０年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）は、次

に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、規定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

４６７万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９，８３９万

７千円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 平成３０年１２月１１日提出、東峰村長名でございます。 

 ３８ページ目をご覧ください。 

 歳入でございます。 

 ５繰入金としまして、補正４６７万円を計上しております。 

 ３９ページ目をご覧ください。 

 歳出でございます。 

 １総務費、総務管理費として４６７万円を補正として計上いたしております。 



 説明として、４２ページ目をご覧ください。 

 ２歳入、５款繰入金、繰入金としましては、一般会計繰入金としまして１７万

円、水道基金繰入金としまして４５０万円、合せて４６７万円となってございま

す。 

 ４３ページ目をご覧ください。 

 歳出、１款総務費、１目一般管理費でございますけども、こちらにつきまして

は、先ほど説明しましたように、職員の給与等で１７万円計上いたしております。 

 ４目鼓浄水場系統管理としまして、こちらにつきましては、先ほど村長のほう

からも説明がありましたけども、漏水個所等の修繕費用等でですね、１１節需用

費として１００万円計上しております。 

 ７目千代丸浄水場系統管理費、こちらにつきましても、漏水等修理としまして

２５０万円。 

 ８目竹浄水場系統管理費としまして、需用費、こちらも漏水等修理としまして、

１００万円計上いたしておりまして、トータル４６７万円となってございます。 

 以上で、説明を終わります。 

日程第１１   

 議  長  日程第１１ 議案第４８号「平成３０年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳

入歳出補正予算（第２号）について」 

 補足説明を担当課長に求めます。 

保健福祉課長 

保健福祉課

長 

 ４４ペーをお願いいたします。 

 議案第４８号「平成３０年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳出補正予算

（第２号）」 

 平成３０年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

 第１条、規定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，２５２万２千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４，２８６万９千円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 平成３０年１２月１１日提出、東峰村長名でございます。 

 ４５ページをお願いいたします。 

 詳細につきましては、事項別明細書のほうで説明をしたいと思います。 

 歳入です。 

 県支出金、繰入金、補正額が１，２５２万２千円。 

 歳出、総務費、保険給付費、国民健康保険事業納付金、諸支出金で１，２５２

万２千円でございます。 



 ４９ページをお願いいたします。 

 歳入ですが、６款１項１目保険給付費交付金ですが、１節の普通交付税の８２

９万４千円でございます。これは、交付金のですね、確定により補正を行うもの

でございます。 

 １０款１項１目一般会計繰入金、３節職員給与繰入金の１２万円につきまして

は、職員給与の条例の改正に伴い補正を行うものです。 

 ８、その他一般会計繰入金４１０万８千円につきましては、平成２９年度ので

すね、補助金の精算に伴い、補助金の返還が生じたため行うものでございます。 

 ５０ページをお願いいたします。 

 歳出、１款１項１目一般管理費の１２万円につきましては、職員給与の条例の

改正に伴い補正を行うものでございます。 

 ２款２項１目一般被保険者高額療養費、１９節で８２９万４千円ですが、高額

療養費の不足が見込まれますので、補正を行うものでございます。 

 ３款１項１目一般被保険者医療費給付費分で、１９節の負担金で５３万７千円

と、２目の退職被保険者等医療給付費分で１９節の負担金の５万９千円につきま

しては、納付金のですね、確定により補正を行うものでございます。 

 ３款２項１目一般被保険者後期高齢者支援金等分で、１９節の負担金で、マイ

ナスの８万７千円と、２目退職被保険者等後期高齢者支援金等分で負担金１万１

千円、これも納付金の確定により補正を行うものでございます。 

 ５１ページをお願いいたします。 

 ３款３項１目介護納付金、１９節の負担金で、マイナスの５５万１千円の減額

です。これも納付金の確定によりまして補正を行うものでございます。 

 ９款１項７目療養給付費負担金償還金、２３節で３９５万３千円ですが、平成

２９年度の療養給付費補助金の精算に伴いまして返還金が生じますので、補正を

行うものでございます。 

 ９目特定健康診査等負担金償還金の２３節の７万８千円のですね、平成２９年

度の特定健診の補助金の精算によりまして返還金が生じましたので、補正を行う

ものでございます。 

 １０目その他償還金、２３節ですが、１０万８千円ですが、平成２９年度の共

同事業負担金の精算に伴いまして返還金が生じましたので、補正を行うものでご

ざいます。 

 補足説明は以上です。 

 議  長  以上で、補足説明を終了します。 

 休  憩  

 議  長  １０時４５分まで休憩いたします。 

（１０時３７分） 

 再  開  



 議  長  休息前に引き続き、再開をいたします。 

（１０時４５分） 

 日程第５  

 議  長  日程第５ 一般質問を行います。 

 一般質問は、７名の議員より提出されております。 

 なお、一般質問に際し、会議規則において、質問者は質問、答弁者の時間を含

め持ち時間は６０分以内となっております。 

 通告に従いまして、順次一般質問をお願いいたします。 

 答弁者、村長以下執行部の皆さんの明瞭、明確な答弁を期待いたします。 

 それでは、質問に入ります。 

 １番 梶原伯夫議員の質問を認めます。 

１番 梶原伯夫議員 

 １  番  まず最初に、災害復旧工事の着手時にはですね、地権者への説明は分かりやす

くしてもらわないと、なかなか分かりづらいと思うんですが、どのように説明は

やっていますか。 

 議  長  村長 

 村  長  公共災や農災の工事着工時に、関係する地権者へ工事スケジュールや仮設計画

等について、工事担当者及び施工業者から説明をさせていただいているところで

あります。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  施工業者と地権者とですね、話し合いと言いますか、説明の中で、そういうと

ころで分からないところがあるんじゃないかと、私が思ってお聞きするんです

が。 

 災害復旧は、原状復帰が基本だと言われておりますが、原状復帰のとり方もで

すね、ちょっと違うんではないかと。 

 石垣とかやってですね、上のほうの天端のほうなんか７０㎝コンクリをしない

とだめという説明は、自分たちになかったわけですね。そういうところがちょっ

と違うからですね、何と言いますか、地権者の方が現場におって、そこはこうじ

ゃない、こうって説明しないと分からない場面が多々あると思うんですよ。 

 だから、そこのところをですね、もうちょっと丁寧に説明してもらいたいなと

思うんですけど、そこのところ、図面とかですね、自分のところの、何と言いま

すか、畦はですね、６０数ｍあるんですが、ちょうど大体真ん中ぐらいのところ

で、１０㎝高さが違うごとなっとるわけですね。だけど、その説明は全然聞いて

ないわけですよ。 

 それを２ｍぐらいでねぶり付けようとね、ねぶり付けると言うたら分かるんで

すかね、自然と段々と下ろしてくるような、最初感じにしていたから、それでは

困ると言って、１０㎝上げてもらうようにはしているんですけど、まだその工事



は終わってないんですけど、そういうふうなことがですね、よそもあるように

多々聞くんですよ。 

 「私方こげんしてもろて、なんか妙なふうになっとる」とかですね、言われる

から、そこの何と言いますか、説明はもうちょっと分かりやすくですね、丁寧に

やっていただけないかなと思うんですが、いかがですか。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 ただ今、議員のご指摘の件でございますが、やはり公共災、河川の原形復旧と

いうようなことで、背面側というか、農地側にかかる分については、仕上がりの

境界確認が必要となりますので、必ず立ち合いはさせていただいております。集

落ごとの説明会ということはございませんが、ここには境界の復元というか、境

界の確認の必要がありますので、ブロック積みの天端コンクリート、７０㎝の背

面が、これが官民境界となりますというようなことを説明させていただいており

ます。 

 ただ、この７０㎝が幅が大きいとか、あと高さの関係の提示なり説明が足りな

かったというようなところがございます。 

 こちらにつきましても、図面それから丁張をかけた段階でですね、そのような

形になるという説明は担当者からも聞いておりますので、その辺りは異論のない

ようにですね、させていただいているところであります。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  そういうふうに、もうちょっと分かりやすくやっていただきたいなと思いま

す。 

 言ったように、「俺は聞いとらん」、「私は説明した」じゃですね、なかなか工

事も進まないと思うんで、そこのところをよろしくお願いします。 

 次にですね、またそういう工事のところで、査定にかからないようなところが

あるんですよね。石垣があったりとかして、石が１個抜けたとか緩んでるところ、

そこの工事はどうなるんですかね。 

 議  長  村長 

 村  長  査定にかからない軽微な破損箇所につきましてはですね、今の議員の質問を聞

きますと、やはりそこはやっとかないと、また今後ですね、また壊れていくとい

うようなことも考えられます。 

 したがいまして、その辺りについては随時ですね、随時と言いますか、担当課

あたりとですね、連絡を取り合ってやっていただいたほうがいいと思いますの

で、ぜひともまたその辺りご面倒でしょうが、担当課のほうと意見調整等を図っ

ていただきたいと思っております。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  そういうふうになかなかですね、できないと思いますけど、自分たちはですね、

言えばいいんでしょうけど、なかなか言えない人もいるんじゃないかと思うか



ら、自分たちからでも言っときたいと思います。 

 次にですね、今現在行われている工事はですね、種類がいろいろあると思うん

ですけど、業者の選定について、ちょっとお伺いしたいんですが。 

 業者がですね、何と言いますか、土木工事の協会に入らなとか、法面工事協会

に入らないかんとか、なんかそういう選定の場合、そういう規定があるんですか。 

 議  長  村長 

 村  長  工事業者の選定につきましては、副村長を委員長とします東峰村競争入札参加

者選定委員会におきまして、厳正かつ公平、適切に選定をしているところであり

ます。 

 今、議員質問の協会に入っておかなきゃいかんとかですね、そういったところ

につきましても、やはり業者さんも上から下からと言いますかね、力を持った方

から全く力を持たれてない方もいます。 

 そういった中で、いい仕事をやってもらうためにはですね、そういう協会等に

属している業者とか、そういったところをちゃんと適正な判断をさせていただい

てですね、業者等は決めさせていただいていると思っております。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  そういうところ大体分かるんですが、これまでがですね、不落じゃなくて不調

になる工事現場が多々あると思うんです。 

 どの工事でもですね、何と言いますか、土木業者が法面工事はやったことがあ

るとかいう業者だったら、そういうふうに参入させてもいいんではないかと、私

は思うんですが、そういうところはどういうふうに考えていますか。 

 議  長  村長 

 村  長  法面の話なんでしょうか。 

 （１番議員「はい。」の声あり） 

 一般土木業者もですね、法面をするためにはとび工の資格を持っておかないと

ですね、法面のほうには参入できないように、これは建設業法上決まっているか

と思っております。 

 そういった中で、一般の土木工事におきましてもですね、議員ご承知のように、

この事態が続出をしているところでありまして、法面は法面の専門業者がおられ

ますので、そういったところに発注したほうが、より的確に施工ができるかと思

って、法面は法面業者、専門の業者という形で選定をさせていただいているとこ

ろだと聞いています。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  そういういろんな免許のことはですね、あるからなかなかできないとは思うん

ですが、逆に法面業者が土木工事のほうをやるとかですね、そういう方法もある

のかなとは思うんですよね。 

 でないと、言ったように、村内業者がいなくて、次に朝倉に行く、浮羽に行く、



大刀洗に行く、段々広げていけばいるとは思うんですがですね、できるだけ近い

ところの業者のほうがいろんな経費もかからなくて、できるんじゃないかと思う

んですよね。 

 だから今言ったように、土木業者がとび工とか、要するに法面工事をできる免

許者がおれば、協会に入ってなくてもできるとか、そういうふうなのはできるん

ですか。 

 議  長  村長 

 村  長  先ほど申しましたように、建設業法上からいけばですね、とびの工種を申請し

ているところは、一般の業者であってもですね、法面の工事はできるということ

です。 

 ただし、先ほど申しましたように、村発注の土木工事すらですね、現在請けら

れないような仕事量を抱えているというような状況の中で、専門業者に頼んだほ

うが、現在のところスムーズに行っておりますので、この考え方は間違っていな

かったのかなと思っております。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  大体分かりました。 

 でも、今言ったように、できるだけですね、近いところの業者をですね、いろ

んな言ったように、仕事があるからできないと思うんですが、近くの業者を使っ

ていただきたいかなと思います。 

 それからですね、全然関係ないことはないんですが、昨年の災害のときに山が

移ってますよね。ちょうど山というよりも谷のところが、倒木が結構多いと思う

んですが、ああいうところでですね、ちょうど谷が境になっているというところ

であってですね、片っ方の人は片付けると、片っ方の人が片付けないという場合

に、補助金とかなんか、どげんと言いますか、どげんかと言うよりも出るのは出

るんでしょうけれども、分け方とかのまた問題があるんじゃないかなと思うんで

すが、そういうところの指導はどうなっているんでしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  今、議員質問の、谷とかにですね、残された倒木等の処理につきましては、当

初から言われているわけでございますけれども、まだ、今災害により流出をいた

しました１万７千トンと言われておりますけれども、それの約２倍ほどはまだ眠

っているだろうと言われております。 

 そういった関係で、今年の西日本豪雨においてもですね、その流木等が土石流

となって流れ出したところが、宝ケ谷で１カ所ございます。 

 いずれにいたしましても、月日が経つにしたがって流木等につきましても腐っ

ていきますので、そういった意味では非常に今後の対応等に、どうしたものかと、

行政としても思案をしているところであります。 

 朝倉市辺りの場合はですね、聞くところによりますと、義援金を使った形で、



上限はあるんですけれども、そういった金額で流木等の処理を、倒木ですか、倒

木等の処理をやるということはお聞きしておりますけれども、果たして、その義

援金でやるのが妥当かどうかというのは、ちょっと疑問が残るところでありま

す。 

 当初におきましては、村の単独事業でですね、里山保全事業とか小規模治山事

業等の制度を設けておりますので、できればその制度を使っていただいてです

ね、処理等をしていただければありがたいなと思っております。 

 いずれにいたしましても、担当課のほうと話を詰めていただいて、対応をお願

いしたいと思っているところです。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  今のところは大体分かったんですが、この谷のところが言ったように、何と言

いますか、境で、片っ方がして片っ方がしないとかいうところの説明を、ちょっ

とお願いします。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 特に集落等について、公共災の立場から発言させていただきますと、今年度に

入りまして、１１カ所の河川、大肥川、久毛から宝珠山、栗林、松ヶ平から１４

０ｔの流木を掘り出してと言いますか、それをチップ化するなどの処理を既に行

っております。 

 ただ、ご指摘の部分といいますのは、さらに上流部分にあたるのか、私有林と

いいますか、民有林同士の谷あいにある、こちらの谷の所有者は片付けて、こち

らは何らかの理由で放置されてあるということに対しましては、公共災害復旧、

森林保全という立場もございますので、今現在で発言できますのは集落について

でございます。 

 ただ、福岡県とされましても、何らかの新しい制度を創立させるようなお話は

伺っておりますが、何にせよ新年度予算なり新制度でございますので、詳しい情

報はつかみかねているところでありますが、そうした事業で対応できていければ

というふうには思っておるところであります。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  また、そういう利用できるですね、あれができたら説明のほうをまたよろしく

お願いします。 

 次に、ちょっと変わりますが、文化財の保管、整理、管理について、伺います。 

 文化財というものはですね、いろいろ東峰村にあると思うんですが、どこにで

すね、どのようなものがどれぐらい、どのような形で保管されているんでしょう

か。 

 議  長  教育長 

 教 育 長  ご質問の件ですが、前任者の方から、これまで長年培ってきたもの、これにつ

いての整理しているものについては資料としていただいております。 



 それで、小石原庁舎等々の保管庫に、それぞれ整理して入れておるところです

が、現在、文化財担当が古城原の埋没樹木、それから中原の団地造成に伴う発掘

調査にかかっておりますので、十分その有効活用と言いますか、整理等ができて

ないのが現状です。 

 前任者が示してくれているところ、これはこういう形でですね、いただいてお

りますので、こちらのほうでは、何がどこにあるかは一応把握はしております。 

 ただ、１つ１つの発掘されたものの図面を取ったりとか、そういったことがま

だできておりませんし、そういったものをどのように展示するかというような整

理等々については、まだできておりません。 

 また、まだこれまで出て来ていないものの資料等々を調査する必要もあろうか

と思っております。 

 それからですね、今一応整理はしていると言ったものの、きちっとした収納場

所が十分でありませんので、現在いくつかの倉庫に分けて保管しているのが現状

ですので、９月の議会のときにも申し上げましたように、村民の方たちの協力も

いただきながら、やらないといけないかなと思っております。 

 具体的に言いますと、現在、文化財専門委員さんたちを中心に、東峰村の郷土

史愛好会を立ち上げようと今計画しております。来年度以降、その方たちの協力

も得ながら調査研究、そして整理をしていきたいというふうに考えております。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  私がいろいろ、前も同じようなことを聞いて悪いんですが、どうしてもですね、

何と言いますか、文化財を観光に使いたいなと思っているから何回も言うんです

が。 

 いぶき館なり伝産館なりでですね、観光客の方にこういうのがあるとか、見せ

てやりたいなと思うし、伝産館にしてもあんまり入れ替わっていないように見え

るんですよね。だから、そこのいぶき館にしたってずっと高倉健展をやっている

から、その場所を取られているから、他のいろんな、他のができないと思うとこ

ろはあるんですが。 

 だから、観光客にですね、見せられるとかいうようなのを選り出していただき

たいんですよね。 

 言ったように、文化財保護の、いろんな村民の方に協力を仰ぐと言ってるなら

ですね、その人たちがいつでも行って、どこに行ってもその人たちがスッと入っ

て、整理ができるというような状況にしてもらいたいんですよね。 

 言ったように、観光に使えるようなのが、大体自分は数を知りたいんですが。

そういうのを今から整理していってもらいたいんですが、今言ったように、見せ

るところですね、展示場所がまだあんまりないから、いろいろあるとは思うんで

すが、そのような考えはおありですか。 

 議  長  教育長 



 教 育 長  梶原議員おっしゃるとおり、私もその方向で考えていきたいと思っておりま

す。 

 ただ、伝産館にしろいぶき館にしろ教育委員会管轄ではございませんので、何

とも言えませんけれども、その他にも展示場所については、考えればどこかある

んじゃないかというふうに思いますし、先ほども申し上げましたように、何を展

示するのが観光に結び付くのか、そういったところも十分検討する必要があると

思います。今後その辺りも含めて考えていきたいと思いますので、梶原議員も含

めて村民の方たちに協力をいただきたいと思っております。 

 議  長  １番 梶原伯夫議員 

 １  番  できるだけ観光に多く、東峰村がこういうところというのが分かるようにです

ね、そういう文化財とかを展示できるような場所を、早くつくっていただきたい

なと思っております。よろしくお願いしときます。 

 次と言いますか、もう最後の質問になるんですが、今までですね、去年から今

年にかけてもですが、災害があって、いろいろ職員の方もですね、違う仕事とか

いろいろ増えたと思うんですよね。 

 だから職員や協力隊の人も含めてですけど、役場関係者、職員の方の何と言い

ますか、体のケアまたメンタル面ですね、心のケアのほう、どのようにしている

のかというのが、ちょっとこっちが心配になるんですよね。 

 なんか長期に休んだりすれば、今少ない人数でやっているこの東峰村ですから

ですね、他の人にも仕事の割合がまた増えて大変だろうと思うわけです。 

 だから、休まなくてもちょいちょい今度はそういうふうな理由で休んだりと

か、いう人がおったら非常に困るんですよね。だから、ストレスも溜まると思い

ますし、いろいろあると思うんですが、それはもう上司の方も一緒だと思います。

下の職員の方がいろいろ悩んでいるというのは、なかなか見抜けなかったりする

とは思うんですが。でも、こういうときだからこそですね、上に立っている上司

の方はですね、職員の方の何と言いますか、心にしても体にしても気遣ってやる

のが上司だと私は思っています。 

 だから、そういう今言ったように、休んだりとかされると非常に困ると思うか

らですね、そういうところも併せてですね、健康面にしろメンタル面にしろ、ど

ういうふうにやっているかですね、上司の方で、どなたでも結構です。執行部の

方がですね、見解があれば教えていただきたいと思います。 

 私は別にそれをどうのこうのというのはありませんので、どういうふうに心の

ケアなり体のケアなりやっているかということを、最後にお聞きして、私の質問

は終わらせていただきます。 

 議  長  村長 

 村  長  議員質問のとおり、やはり昨年の７月の豪雨災害後ですね、災害対応とか災害

復旧工事等におきましてですね、査定の段階では朝の５時半辺りまでやっていた



というようなことも聞いておりますし、職員の健康管理というのはですね、十分

注意をしているところではあります。 

 そういった中で、毎月の朝礼におきましても、職員の方々には私のほうから、

直接そのような健康管理等につきましてはお願いをしているところでもありま

すし、また庁議それから、庁議は月の初めにあります。それと中間的にブレスト

会議というまた会議があるんですけれども、その中でも度々ですね、職員の健康

管理、それはやはり管理職たる人たちが、ちゃんと課員の健康状態等把握し、そ

して明るい職場づくりをつくってくださいということはですね、お願いをしてい

るところであります。 

 そういった中で、その職員等がですね、そういった中でもストレス等を感じて

いる。これは現在のところ、本当にですね、災害復旧が主になっておりますけれ

ども、他の業務等もやっていかなければなりませんので、頑張っていただきたい

ところではありますけれども、職員の方々のメンタルヘルスにつきましては、当

然行政のほうでも執行部のほうでも職員に対して行っておりますので、その状況

等についてはですね、担当課であります総務課長のほうから答弁をさせていただ

きたいと思っております。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  人事のほうを担当しておりますので、全体的な部分について、まずご説明を申

し上げたいと思います。 

 昨年７月の災害以降ですね、やはりメンタル面、職員の体調については、非常

に心配されるという助言をいただきまして、特に朝倉保健福祉環境事務所の担当

者の方等とですね、被災直後から打ち合わせ等を行っております。 

 その中でメンタルケアということで、昨年になりますが、昨年は１０月にです

ね、第１回の心と体の健康相談、今年になりますが２月にですね、第２回心と体

の健康相談を実施しております。 

 これについては、第１回目については、役場の一般職員、正職員になりますが、

正職員全員対象にですね、保健福祉環境事務所の相談員さんによる面接を行いま

した。 

 まず、事前にアンケートを行いまして、そのアンケート結果に基づいて、それ

ぞれ全職員ですね、個別の面談を行って、その結果をもとに面談を行って、その

後ですね、経過を確認するという意味合いをもって、２月に２度目の相談を行っ

ているところです。 

 ２度目については、１回目のときに要フォローというか、ちょっと気になる職

員さんをピックアップした形で相談事業を行っているところでございます。 

 また、昨年については、２月の２２日になりますが、メンタルヘルス対策支援

専門員という、東京都、中央でやられている制度がございまして、それの制度を

活用いたしまして、管理職とですね、係長以下それぞれ立場が違いますので、そ



の対象者に分けて２回ですね、これについては心の健康セミナーという形でセミ

ナーを行わせていただきました。 

 これは、ちょっと非常に２月、年度末も近いたいへん忙しいということもあっ

て、参加については半分くらいだったんですけど、これについても参加された方

についてはですね、やはりそれなりというか、きちんと得るものがあったのでは

ないかなというふうに思っております。 

 また、今年はですね、毎年今、村のほうでもストレスチェックというのを行っ

ております。これについて、本年については、大体１２月という話なんですけど、

今年については１０月に行いました。これについて、ストレスチェックを行いま

して、それについて、評点と言いますか、点数の比較的の高い職員についてです

ね、それについて産業医、診療所の先生になりますが、産業医の方と、今回につ

いては２名、直接面談を行わせていただいております。 

 この結果と言いますかですね、そういった中で、それぞれ職員の健康面、メン

タル面、またそういった部分をですね、総務課としては人事として把握をさせて

いただいているところでございます。 

 また、質問の中にもございましたが、上司としてですね、所属長として、どう

いった職員のですね、把握等をされているかという部分については、これについ

ては私見というか、自分の意見にはなるんですけど、自分としては正直言って、

今、災害の関係で、災害対策等が重点施策になっておりますので、はっきり申し

上げて、各課本当に１名はですね、減っている体制の中で、それぞれみんな仕事

の補完をしあいながら業務に携わっているところでございます。 

 その場合についても、やはり経常的にちょっと２時間、３時間仕事を引きずっ

ているところがございますが、体調面については、常に声かけをしたり、また来

客等の対応で、自分としては、それぞれ職員がですね、電話対応等を行う部分の

やり取りの中で、仕事上の悩みがないかとか、引っかかっているところがないか

とかですね、そういった部分を把握していきながら、助言とかサポートをですね、

行っていくというのを、常に気を付けているところでございます。 

 ちょっと代表的な部分ですけど、自分としては主にそういったところでめくば

り、気配りしているということでご理解いただければというふうに思っておりま

す。以上です。 

 議  長  続きまして、３番 黒川隆康議員の質問を認めます。 

３番 黒川隆康議員 

 ３  番  私は、風倒木の処理、それと学校教育のタブレットを活用した授業についてで

すね、２つについて行っていきたいと思います。 

 倒木の処理については、先ほど梶原伯夫議員がですね、いたしまして、だぶる

ところが、結構重なるところはあると思いますけれども、よろしくお願いいたし

ます。 



 まずですね、再確認をしたいと思います。 

 この倒木の処理についてですね、村として今まで検討したというようなことは

あるんでしょうか。お尋ねします。 

 議  長  村長 

 村  長  先ほど梶原伯夫議員の質問等で述べましたように、朝倉市のほうがですね、災

害の義援金において、一定程度の金額にて処理をするというような情報もありま

したので、その件につきましては、村としてもどうするかという議論はさせてい

ただいております。 

 そういった中で、先ほども言いましたように、村としては村単独のですね、山

里保全事業とか小規模治山事業等がありますので、そういったところで対応をし

ていただきたいと思っているところであります。 

 しかしながら、やはり村といたしましても、配布物とかそういったもので、住

民の皆さん等には周知をしているつもりではございますけれども、なかなかやは

り村民の方、みんながそれを理解しているのかと言うと、難しいところがあるか

と思っております。 

 それで今後におきましても再度ですね、東峰テレビとか、そういったものも活

用しながら周知を図っていきたいと思っておりますし、また、議員の皆さん方に

おかれましてもですね、そういう相談等を受けた場合には、村としてのこういう

事業があるよと、いうようなご紹介等も併せてお願いをできれば、また、住民の

方の周知も図れるのではないかと思っております。 

 議  長  ３番 黒川隆康議員 

 ３  番  今、里山保全事業とか小規模治山事業、そういったものがあるということなん

ですけれども、これ規模的にですね、大きくやっぱり中に、山の中に入って行き

ますと、大きく壊れているところ、崩れて倒木がすごく倒れているところという

のが結構あるんですよね。 

 だから金額的に、それでじゃあ足りるのかと考えるときにですね、これが個人

負担がたくさんかかると思うんですよね。 

 先日でしたかね、テレビを見ていましたら、北海道地震によって山がすごく崩

れています。それを復興というか、山を元に戻すためにはですね、すごいお金が

かかるんだと、個人で。 

 個人の被災された費用というのは何百万かも分からないんだけれども、それを

じゃあ元に戻すためには何千万かかるということは言ってました。ですから北海

道の各自治体は、じゃあ支援をしようというようなことを今協議しているんです

よね。 

 うちのほうも災害復旧等が今進められて、たいへんなときではありますけれど

も、ただ、このまま倒木をですね、放っておくと、先ほど村長の答弁の中にもあ

りましたけれども、やっぱり大雨等によってですね、流出する可能性があり、そ



の流出した流木によって災害がまた発生する可能性があるわけですね。ですから

私は、このままこの倒木を放っておくわけにはいかないと思うわけですね。 

 この倒木を、じゃあどうしたらいいのかとなると、これは民有地ですから、や

っぱり基本的には個人で処理しないといけないのでしょうけども、でも個人とな

ると、先ほど申したように、個人で片づけてくださいと言うと、倒木、たぶんこ

のままの状態で終わる可能性が高いと思うんです。 

 ですから、再度また確認しますけれども、この倒木の処理に対して、公的な補

助とか支援というのは、はっきりした支援ですね、そういうものはあるんでしょ

うか、ないんでしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  現在のところその件につきましては、補助等はありません。 

 議  長  ３番 黒川隆康議員 

 ３  番  今ですね、はっきりしたところでは、今の現状では公的な支援はできないとい

うことです。 

 ただ、この多くの倒木がこのままやっぱり放置されると、先ほども言いました

ように、災害が発生する恐れがある。 

 それでは、この災害を起こさせないためにですね、村としてやっぱり何か力を

入れていかなければいけない。そのためには、じゃあどうするかと言ったら、や

っぱり単費を使う、単費でやっぱり補助ということを考える必要もあるかも分か

りませんけれども、なかなか難しい面もある。 

 そうなれば、やっぱり国とかですね、県のほうに要望していくことが必要じゃ

ないかと思うんですね。できるだけ多くの補助なり支援をいただけるように、国

とか県に要望するお気持ちは、お考えはございませんか。 

 議  長  村長 

 村  長  先ほど災害対策室長が申されましたように、私ども機会あるごとにですね、福

岡県並びに県議会議員等を通じてですね、実情等は訴えをしております。 

 そういった中で福岡県のほうもですね、まだ未確定ではございますけれども、

荒廃林再生事業等の形で、何らかの支援をしていかなければというような段階に

なっているのではないかと、今、私は推測をしております。 

 議  長  ３番 黒川隆康議員 

 ３  番  どうなるのかはっきり分からないというところが、村長の気持ちなんでしょう

けども。ただ、やっぱり努力するという気持ちが、僕は必要だと思いますね。 

 個人にすべてを押し付けるだけではですね、安心して暮らせる村づくりという

のはなかなか難しいのかなと思いますので、できる限りですね、そうした支援を

していく方法を考えていただきたいと思います。 

 今は災害復旧のことで頭がいっぱいだと思うんですけれども、やっぱりほった

らかしにされている倒木というのが、これから大きな問題ができてくる恐れがあ



りますので、ぜひともですね、このことはしっかりと考えていきたいというふう

に思います。 

 議  長  村長 

 村  長  これは倒木に限らずですね、現在の山の状況をどうしていくかということに

も、根本的にはかかわってくることだと思っております。 

 やはり木材価格の低迷、それから木材の使用形態のですね、変更によりまして、

木材の需要というのが以前と比べてですね、相当環境的には悪くなっているとい

うのが実態であろうかと思います。 

 そのために山の手入れはしない。したがって、そういった中で今回の、昨年の

７月の豪雨でも同じですけれども、一旦土石流等が起きますと、それがたやすく

流木となって流出をするというようなことが考えられます。 

 そのことにつきましては、林野庁を含め林野庁長官にも直接お話をさせていた

だいておりますけれども、山をやっぱり変えていかなければ、この災害というの

は収まりませんよということは言わせていただいております。 

 しかし、その変えていく方法をどうするのかということになりますと、どうし

ても予算面の問題等が、国におきましても村におきましてもあります。 

 村の単費でどうかと言いますけれども、実際どのくらいかかるのか、相当な金

額を覚悟しなければならないじゃないかと。そういった段階におきましては、や

はりもう少し住民の皆様方の近くの工事を最優先にまずはやっていって、それか

ら山に入るのが妥当かなということも思われるところであります。 

 いずれにいたしましても、来年度から国による森林環境税、これが発効、実施

ということになります。しかしながら、その金額が当初考えているよりもずっと

少ないんですよね。そういったこともありますし、なんとかこの山を守るという

か、山の手入れをしていただけるような人材の育成とか、そういったものを今後

真剣にやっぱり考えていく、そういった中で村の単費も使っていく、そういった

手法をとる。 

 それともう１点は、やはりその民有地が相当の量、この東峰村の８６％が山林

であり、その２０％が国有林ということであれば、残りはすべて民有林でありま

すので、民有林をお持ちの方々が手入れができるようなですね、山づくりを今後

変えていかないと、せっかくの自然があるわけですから、やはり循環型社会を今

後は考えていき、そして山の価値も上がるような政策等は当然考えていかなけれ

ばならないかと思っております。 

 いずれにいたしましても、実際どのくらいの金額が必要かというのは算出もし

ておりませんし、感じ的には相当な金額がかかるのではないかと思っております

ので、単費等につきましては、なかなか単独ではやっていけないというのが、今

の考えであります。 

 議  長  ３番 黒川隆康議員 



 ３  番  ありがとうございます。 

 私もですね、今、村長言うように、総合的にやっぱりいろいろ考えながら取り

組む必要があると、これからですね。 

 今は民家の近くからしていっているわけですが、ただそれをじゃあ奥だから、

上のほうだから今は考えなくていいんじゃなくて、今からやっぱりそのことも考

えていく必要があるというふうな提案をしておきたいというふうに思います。 

 この件については、以上で質問は終わりまして、次に移りたいと思います。 

 東峰学園におけるですね、タブレットの活用について、お尋ねしたいと思いま

す。 

 私はですね、１０月３１日にうきは市の千年小学校の研究発表会に、学校運営

委員会の教育推進部会の委員としてですね、ここにいらっしゃいます高橋議員、

それから井上教育委員さん、それから学校からも何名かみえました。 

 特に私たちは６学年のですね、授業を見させていただいたのでありますが、そ

のときにですね、ＩＣＴを活用した授業でですね、モーターカーを前後に動かし

てですね、決められた位置に停止し、そして後進の際、バックする際にモーター

カーの赤いライトが光るようにプログラミングする授業でありました。 

 本当に子どもたちはですね、楽しく興味をもって取り組んでおりましたし、見

ている私たちもですね、本当に興味を惹かれる授業でありました。 

 こうした授業というのはですね、児童生徒に意欲を持たせることができると思

いますし、またこれからの社会ではＩＣＴの活用は必要不可欠であります。子ど

もたちにとってですね、ＩＣＴ活用の基本的な知識の習得に必要なものであると

いうふうに思っております。 

 こうしたＩＣＴを活用した授業に取り組んでいる学校は全国に多々広がって

おります。多くですね。そしてまた、文科省においても２０２０年にはプログラ

ミング授業に取り組むことが示されております。 

東峰学園でもタブレットを購入して、本格的に取り組んでいこうとしておりま

すが、まだまだ活用までには至っておりません。できる限り早期にですね、取り

組むべきだろうというふうに思っておりますが、教育委員会として今後どのよう

に、このことを進めていこうとしているのか、お伺いしたいと思います。 

 議  長  教育長 

 教 育 長  ありがとうございます。 

 今、議員おっしゃったプログラミング教育については、２０２０年度からとい

うことでありますけれども、それに向けて、まず整備すべきこともございます。 

 文科省のほうでは、ＩＣＴ化に向けた環境整備５カ年計画を２０１８年度から

２０２２年度までに、これだけは準備しなさいというようなものが示されており

ますので、まずそこからスタートかなというところも考えております。 

 まず、具体的にはですね、７点あるんですけれども、学習者用コンピュータを



３クラスに１クラス分程度、それから指導者用コンピュータ、授業を担任する教

師１人１台、大型提示装置が１００％、実物投影機、各普通教室１台、特別教室

用として６台、超高速インターネット及び無線 LAN１００％、統合型校務支援

システム１００％、ＩＣＴ支援員４校に１人配置というようなことを、整備して

いきなさいというような指導がなされているんですが、このことについて今取り

組んでいるところを紹介したいと思います。 

 まず、学習者用コンピュータですが、コンピュータ室にはそれぞれ、これまで

用意していただいた分がございますが、今おっしゃったタブレット、これは昨年

と本年度で２３台購入していただいております。これで当分の間は何とかなるの

ではないかと思っています。 

 それから、指導者用コンピュータは授業用のタブレットということで、来年度

購入したいと考えております。 

 大型提示装置については、これは大型テレビのことだと思いますので、全学級

揃えております。 

 実物投影機は、今後検討していきたいというふうに思っております。 

 インターネット及び無線 LANについては、昨年度一部設置していただいてお

りますけども、まだ要領とか、あるいは使い勝手の悪さ等もありますので、来年

度中には完備させていきたいというふうに考えております。 

 それから、統合型校務支援システムについては、既にもう入れているものもあ

りますけれども、これから学校側と検討しながら準備を進めていきたいというふ

うに考えております。 

 ＩＣＴ支援員については、ＩＣＴを活用した授業づくりについては、詳しい方

を講師に招いて、本年度より学校のほうで研修という形で職員研修等々も進めて

おるところです。来年度も年間を通して来ていただく中で、職員のＩＣＴ活用事

業を推進していきたいと考えております。 

 また、将来的にはＩＣＴの支援だけでなく学校運営協議会のコーディネーター

など、地域とともにある学校づくりに向けて取り組みができる人材を学校に常駐

できたらいいなというふうに考えておりますので、議員の皆様のご理解をよろし

くお願いしたいと思います。 

 議  長  ３番 黒川隆康議員 

 ３  番  ありがとうございます。 

 ＩＣＴと言いますと、私たち高齢者になると何のことか分からないというよう

なところもあるんですが。 

 ＩＣＴとは、インフォメーション アンド コミュニケーション テクノロジ

ーの頭文字を取ってですね、インフォメーションのＩとコミュニケーションのＣ

とテクノロジーのＴを取ってＩＣＴと言っているそうでございます。 

 ただこれは、情報通信技術のことで、それをいかに活用するかということであ



りますので、ただですね、このＩＣＴを活用する授業を進めようとする中には、

課題がたくさんあると思うんですよね。 

 今、教育長、教育委員会としてですね、どんな課題があるかをつかまれていた

ら教えていただきたいと思います。 

 議  長  教育長 

 教 育 長  将来的に考えられる課題も含めて５点、今のところつかめているところであり

ます。 

 まず初めが、先ほど述べました学習環境をきちっと整えるということ、児童用

と教師用のタブレットを整えて、どの教室でも使えるWi－Fi環境をまず整えた

いというのが１つあります。 

 ２点目が、今もちょっと言いましたけど、授業者がうまくこのＩＣＴ機器を使

いこなすということが大事ですね。ＩＣＴを使うことが目的ではありませんの

で、あくまでもこれは、授業が分かりやすい授業づくりをするということのツー

ルの１つとして使えるようになるということですので、支援員になる講師の先生

方の研修でですね、先生方が使いこなせるようにすること。 

 ３つ目が、セキュリティの問題です。 

 今でもそうですけど、インターネットを自由に使うようになると、いろんな情

報が漏れるということ、それから子どもたちが知らない間に犯罪に巻き込まれる

可能性もあるということで、この辺りのセキュリティをしっかりやることが必要

だと思っております。 

 ４点目は、ＩＣＴなどの機器が便利になると簡単に何でも手に入れることがで

きる。 

 今年もですね、先生方がいろいろな、多忙なために、なかなか子どもたちに付

けないとか、教材研究をする時間が足りないとかいうような現実もありましたの

でですね、インターネットで調べたら、授業の指導案とかもすぐ出てくるような

状況です。 

 それを安易に使うことで、先生たちの技量が、授業力を含めて落ちることがな

いようにしないといけないということが４つ目です。 

 それから、５点目が教育の一本化と言いましょうか、資料がインターネットで

いっぱいあるようだけども、それをみんなが使うと一本化になってしまう可能性

があるというようなところで、やっぱり読み物、資料とかですね、いろんなもの

を使うというところで、インターネットにあんまり頼り過ぎないようにするとい

うようなことも、課題の１つして考えております。 

 以上のようなことを今後の課題として、学校のほうと連携を取ながら進めてい

きたいと思っております。 

 議  長  ３番 黒川隆康議員 

 ３  番  課題と今からの取り組むべきことですね、はっきり、しっかりとお答えいただ



きました。 

 まずですね、このＩＣＴに取り組むためには、まず、はじめにすることは、全

教室で使えるようにする。千年小学校はですね、体育館でも運動場でもどこでも

使えるような設備をしていました。先生たちが勉強するためには、やっぱりどこ

でも使えるような環境を作っていってあげることが必要だと思いますね。だか

ら、廊下でもですね、千年小学校の場合、いくつか付けていましたよね。 

 だから、そういうふうなことをしっかりと作っていくことが大事じゃないかな

と。 

 それから、セキュリティのことに、今先ほど、お話がありましたけれども、こ

れはやっぱり子どもたちに、パソコンを使うとこういう危険性があるんですよと

いうことを、やっぱりしっかり知らせる必要があると思うんですよね。 

 基本的なことを教えていくいい機会ではないかなというふうに思いますので、

そういうところもしっかりですね、取り組んでいっていただければというふうに

思います。 

 一番大きな問題は、やっぱり教える先生ですよね。技量がそれだけないと教え

ていくことはなかなか難しいと思いますので、この職員の研修について、今どう

いうふうな取り組みをされようとされているのか、ちょっとお尋ねしたいと思い

ます。 

 議  長  教育長 

 教 育 長  講師が、浮羽でも頑張っておられる先生ですが、この方にまず来ていただいて

ですね、実際に今の環境で、こういう授業中に、パソコンはこういうふうに使っ

たら、より子どもたちが興味を引きますよとかいうような具体的なところを、職

員研修で行っているのが今の現状です。 

 今後はそれに加えて、逆に先生たちが使うときに、この単元、この勉強で、こ

ういうふうに使いたいんだけどというような、具体的なものを逆に質問していく

ような形で研修を行えるようになるといいなと思っております。 

 議  長  ３番 黒川隆康議員 

 ３  番  先生たちをどこか送り込むとか、研修のための、そういうことはされてないん

ですよね、考えてもいらっしゃらない。 

 議  長  教育長 

 教 育 長  先日、さっき議員さんおっしゃったように、他校の研修、研究発表会ですね、

それには全員ではありませんが行ってもらっておりますし、これから講師を迎え

ていく中で、勉強会を重ねていきたいというふうに思いますし、先ほど申しまし

たように、ＩＣＴ支援員的な方が学校に常駐できるようになるといいなと思って

いますので、その方向もちょっと学校のほうと協議をしていきたいと思っていま

す。できたら常駐できるような方を準備したいと言いますか、選びたいと思いま

す。 



 議  長  ３番 黒川隆康議員 

 ３  番  ありがとうございます。 

 この事業を進めていく上ではですね、学校とのやっぱり連携が大事だと思うん

ですね。ただ学校だけに任すと言いますかね、すべてを、じゃあ機械はどうする

のかとか、自分たちの取り組みだけをしっかりやれとかいうんじゃなくてです

ね、教育委員会としてやっぱりリーダーシップをとって、こういうふうにやって

いこうじゃないかというような、引っ張っていくようなことを考えていただきた

いと思うんですが、そこのところの思いをちょっとお聞かせいただければと思い

ます。 

 議  長  教育長 

 教 育 長  今ご指摘いただいたような形で進めていきたというふうに思います。ありがと

うございます。 

 議  長  ３番 黒川隆康議員 

 ３  番  ぜひですね、この事業をしっかりと取り組んでいただいて、将来を担う子ども

たちをですね、健全育成のために努力していただきたいというふうに思いまし

て、私の質問を終わりたいと思います。 

 休  憩  

 議  長  １３時まで休憩いたします。 

（１１時４７分） 

 再  開  

 議  長  休息前に引き続き、再開をいたします。 

 （１３時００分） 

 議  長  日程第１において、会議録署名議員の指名を行いましたが、長澤議員が本日欠

席のため、９番 伊藤均議員を会議録署名議員として、追加指名をいたします。 

 ５番 高橋弘展議員の質問を認めます。 

５番 高橋弘展議員 

 ５  番  今回３点の一般質問をさせていただきますが、まず、災害復旧関係について、

お尋ねしたいと思います。 

 その中で、大きく農災、農業・農地・農業施設災害と公共災についてなんです

けれども、まず農災のほうについて、お尋ねいたします。 

 １１月末にかけて各地域等でですね、農地・農業用施設災害復旧の事業説明会

も行われて、だいぶこの農地の復旧に関しては、住民の方に周知ができてきてい

る状況かと思う中で、その際、説明の中でも色分けをして、濃い赤色のところは

国の補助災害、要は、国の査定が通った災害の復旧事業、そしてピンク色の部分

に関しては村が行う事業ということで、ある程度説明があったんですが。 

 その中で、赤色の事業に関しては、ある程度の目標であったり時期的なものと



いうのは示されておりますが、ピンク色の部分、要は小災害であったり、その他

付随の工事にかかって行われるような農地復旧に関して、少しあまりスケジュー

ル等々分からない部分があったかなと思います。 

 そういった部分、対応とスケジュールを説明をいただけますでしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  ピンク色というのは小規模災害のことだと思っておりますけれども。 

 まずは、今、公共災ですね、を中心に全力を挙げてやっているわけでございま

す。 

 当然、農業災のほうも公共災との絡みがあるところは、もうご承知だと思って

おります。 

 ただ、４０万円以下、１３万円以上の農地災害、それから、それ以下の農地災

害等につきましては、村のほうの単費を使いまして、農地自力復旧事業補助金と

いうのをですね、活用していただけたらと思っているところであります。 

 しかしながら、なかなかその補助金等を使ってやるにいたしましても、業者さ

んがいないとかですね、そういったところはお聞きしているところでありますけ

れども、前提につきましては、やはりそういった復旧事業の補助金を使ってほし

いというのがあります。 

 しかし、その補助金ではとてもやはり足りないというようなご意見等もいただ

いておりますので、またこれは、議員の皆さんとの協議等をさせていただきたい

と思っておりますけれども、補助金等の金額のアップと言いますか、そういった

ことも考えている段階であります。 

 いずれにいたしましても、やはり農地が早く復旧するということは、農家の皆

さんにとりましては、非常に大事なことでありますので、何らかの形で村として

も頑張っていきたいと思っておりますし、また、一般の土木業者と言いますか、

の方々が、なかなかそこまで入れないような、仕事ができないように今、手一杯

の段階であります。 

 そういった中で、この公共災害等が、改修等が終わった後にということになり

ますと、これは相当また年数を費やすということになりかねませんので、これは

ぜひとも農家の皆さん方が自力で復旧をしてでもということであればですね、そ

のところには単費を使ってでも、村としては応えていきたいと思っているところ

であります。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  ぜひ、早期の農地復旧に向けて、村独自の部分もですね、進めていっていただ

きたいと思っております。 

 １つ確認になりますが、その小災害と言われました１３万以上４０万未満の工

事に関しては、おそらく今、もうリストアップというか地図上にも落とされて、

住民の方も把握されているかと思います。 



 それ以下の１３万未満に当たる部分というのは、図面上、要は、住民への説明

というのは、まず行われている状況であるかどうか、お尋ねします。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 当初受け付けた段階でですね、１３万以上が対象というようなことであろうと

思いますので、そこは地図には表記がなされておりません。 

 今年の４月に、今の現状若しくは見込みをですね、個々にですね、耕作者若し

くは農地の所有者にですね、どういった事業で復旧しますという通知はさし上げ

ておりますので、１３万未満、自力復旧ですと１０万以上ですが、受け付けの段

階の、ちょっと私事情を把握しておりませんので、どういう状況で受け付けたか

分かりませんが、４月の段階で個々の農家若しくは耕作者にはですね、対応を通

知しているという状況であると思います。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  ということは村の事業として、その部分はしていただけるということでよろし

いんでしょか。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 今、現状でありますと、村長が申しましたように、１３万以上というようなと

ころで、それを３年間でですね、３２年の３月までに完了するというふうに目指

しておるところでございますが、それ以下につきましては、今現在では、参加い

ただいた方には分かると思いますが、航空写真で赤、ピンクと緑というような表

示でされております。それ以外は、今のところ手立てがないというのが現状であ

ります。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  ということは、この１３万未満の方というのは、もう自力で復旧をお願いしま

すということで通知をされたということなんでしょうか。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 はい、繰り返しになって申し訳ございませんが、受け付けの段階で１３万未満

若しくは１０万未満の事業費となるだろうと思われるものを受け付けたかどう

かも、ちょっと私把握しておりませんので、申し訳ありませんが、小災害対象と

なるべきものは、そういうふうに通知をさせていただいております。 

 もとより対象とならないものに対して受け付けしたかどうかは、ちょっと調査

の上回答をさせていただきたいと思います。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  おそらく申請された方というのは、たくさんの農地の地目というか地番とかを

一斉に申請されているので、どれがどうなっているかというのは、たぶんあまり

分からないのかなという部分もあるので、ちょっとその辺はよく精査をしていた

だきたいなと思います。 



 それで、やはり農家さんも通知がなければ、やはり申請が通っているものでは

ないかなと思われている部分もありますので、もう少し噛み砕くと、先日もちょ

っと１点あったのが、申請しているんだけども、この農地はしてくれるのかな、

どうなのかなと、一応申請は出したんだけどもという事案もありました。 

 それで、要は農地災害の復旧事業に当たらない、それは小災害でも当たらない

という部分の通知というのは、しっかりと行われているのでしょうか。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 対象とならないものと言いますか、につきましては、通知が行ってないかと思

われます。 

 ただ、今回１１月から１２月にかけて、１２カ所においてですね、説明会を開

かせていただいたおりに、ここは色が塗ってないと。 

 例えば取水口につきましても、水利組合のですね、代表者のほうが本来被害届

を出すところですが、それを出さずに取水口に土砂が堆積して、色が付いてない

というのが洗い出されたような事案もございました。 

 ですので、そうした事案は適宜対応していきたいというか、改めて確認が取れ

たという状態でありますので、村の単独予算を使ってのですね、対応になろうか

と思います。 

 １つだけ補足させていただきますと、以前８月、９月にかけて農災の説明会を

開きまして、次回は集落ごとに開かせていただくということで、説明会を行いま

した。 

 次は筆ごとにですね、確認できるような対応をしていきたいということで、全

体には告知できませんでしたが、ぜひ、筆ごとにですね、対応ができるようなこ

とを図っていきたいと思っております。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  やはり１１月の説明会でも、思った以上に参加できたところと参加できなかっ

た場所もありますので、ぜひ、個別の対応というのをお願いしたいと思います。 

 そこで、説明会の次第の中でも出て来ていた全件の件数で、ちょっと先ほどの

小災害とかとの兼ね合いの件数がよく分からなくて、ちょっとお聞きしますが。 

 国の事業として実施というところで、２１０カ所というのは前々から言われて

いる国庫補助、国の補助を受けての補助災害だと思います。 

 村等の事業として実施、受益者負担２．５％、これが小災害にあたるものと考

えてよろしいでしょうか。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 はい。お見込のとおりでございます。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  あと、その他事業として実施の４００件というものに関してが、少し説明を受



けたんですが、あまりよく理解がならなかったんですが、ここをもう一度説明し

ていただいてもよろしいでしょうか。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 確かに細かくですね、もう少し分かるように例を表記して説明すべきだったと

思います。 

 村が行うべき事業は単災ということで１３万から４０万と。それから、その他

と言いますのが、大肥川、宝珠山川、若しくは村が管理する公共土木施設の災害

復旧事業に隣接するところで、その事業と併せて農地を復旧するというものでご

ざいますので、どれにも当てはまらないという形になります。 

 これは、県が行う工事であれば、５年間かけて１級河川等のですね、復旧を進

めていく中で、その護岸に隣接する農地の復旧、それから公共災も、村が行うも

のについては３年以内にというのが原則でございます。その辺りがその他という

ふうになりまして、その折に復旧する個人の負担金、分担金につきましては、明

記しにくいものでありましたので、分担金は空白というふうに表記しておりまし

た。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  敢えて受益者負担がかけない部分というのはいろんな理由があるかと思いま

すが、概ねどういった割合でくるのでしょうか。 

 この２．５％を上回る部分があったりするのか、あるいはそれ以下で、大体目

安として何％とか、そういった部分は今の時点で、確実な部分明言はできないで

すが、どのラインかはお伝えできないでしょうか。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 その他につきましては、受け付けができているという、先ほどの１３万未満で

はないというところで色付けがされてありますので、２．５％を、明言はできま

せんので、ちょっと検討の１つの指標というか、糧としていただきたいと思いま

すが。 

 隣接するものと一緒にすれば分担金がゼロになる可能性もありますし、２．

５％からゼロの範囲ではないだろうかと思われるというふうに、回答させていた

だきたいと思います。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  その分担金等はどのタイミングで分かるようになるんでしょうか。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 その隣接する別の災害復旧事業が完了若しくは進行中に、どういった対応にな

るというのが判明した段階で、農家にお話をさせていただきたいというふうに思

います。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 



 ５  番  まず、その説明をしっかりとしていただくのと、農家さんたちには、要は、村

の事業として行う２．５％を超えることは、ほぼないかなということで、考えて

いただいてよろしいということで思わせていただきます。はい。 

 その中で、やはり村の事業として実施の部分というのが、本当にこの３２年の

３月、繰り越しも行うのも想定されているとは思いますが、やはり効率的に進め

ていくためには、次の質問に入っていくところですが、公共災と隣接する小災害

の農地等ですね、その公共災害のほうであたられている施工業者さんとの連携と

いうか、そういった部分がかなりの率になっていけば、スムーズにいくのかなと

いう部分、確かに公共災の施工業者さんも次々いっていただかないと、なかなか

また公共災も進まないという現状がありますが、村長常々おっしゃっている、面

的な復旧という部分の一番根幹を握る部分かなと思います。 

 そういった部分で、現状時点での取り組み、こういう公共災との連携の現状を

お聞きしてもよろしいでしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  村内の業者さん、それから朝倉市郡のですね、建設業組合長さん等は色々と話

をさせていただいております。 

 そういった中で河川ですね、例えば県管理の大肥川、宝珠山川の河川改修につ

きましては、その横の農地についても村からの発注等でやっていただきますよと

いうのは話しておりますし、先般も朝倉市郡の建設業組合長さんとの話では、そ

こまでの話を再度させていただいております。たぶん間違いないだろうと思って

おります。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  他事業として実施の、さっきの４００件の部分に関しては、おそらくもう公共

災と一緒にその工事を行わないといけないという事業があったりするとは思い

ますが、少し離れた、１０ｍ、２０ｍ離れた部分というのは、直接的には公共災

と関係ない形なので、もう実際に工事業者が先に行こうと思えば行けてしまう環

境もあるかと思うんですよね。 

 そこで、やはり公共災と農地災害の連携というのがすごく密に必要なのかな

と、その対策室としてですね。 

 定期的な、要は、調整の会議等を行われているというのはお聞きしております

が、実際のところ農家さんとしては、もう隣接する公共災がですね、河川工事や

道路工事が行われていたら、もうそこはしてもらえるかなと思っといていいもの

なのか、隣接している工事が始まっているから、それはもう役場に行って、これ

は何とかしてもらわないかんというのを、言いに行かないとしてもらえないの

か、ちょっとその辺をはっきり回答をお願いいたします。 

 議  長  村長 

 村  長  あくまでも公共災にですね、くっ付いたものと言いますか、表現の仕方、その



横にあるものでありまして、例えば、それがどこで切るのか、ちょっと判断がし

かねるんですけれども、１０ｍ離れてればオッケーなのか、５０ｍ離れてれば駄

目なのかというようなところもあるかと思います。 

 ただ、一般的な考え方といたしましては、やはりできるだけその河川改修とか、

そういったところに近い範囲だということで、双方と言いますか、建設組合さん

のほうも、それから村のほうもですね、私としてはそういう気持ちでいます。 

 ただ、そこに行くまでの道路辺りが公共災にどうしても左右されますので、そ

ういった関係におきましては、公共災の完了をもってそこのところに入るという

ような形で、どうしても遅れてくるのは歪めないことかなと思っておりますし、

もう１点だけ言わせていただきますと、とにかく農地災害のほうがですね、なか

なか進まないというのは、積算上の問題もあるというようなこともありますけれ

ども。 

 とにかくやはり何と言いましても、最大の原因は、業者さん手一杯というとこ

ろが最大の原因であります。 

 したがいまして、先ほど言いましたように、自力復旧をできるようなですね、

再度体制を組み直していきたいなと考えているところは、そういった面を含めた

形で、今後動いていきたいなと思っているところであります。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  ぜひ、その自力復旧も絡めた形でですね、考えていただきたいのと、あとこの

小災害がなぜいうかと言いますと、やはり業者が手一杯、もちろんそういうとこ

ろなので、その公共災が入っているタイミングを逃してしまうと、おそらく農地

の小災害の普及個所というのはかなり後回しというかですね、入って来るタイミ

ングを失ってしまうので、やはりそのタイミングを失わずにできることであれば

ということで申し上げさせていただきました。 

 なかなか心苦しい部分もちろん承知しているところなので、ぜひ、そういった

共有会議と言いますか、調整会議のほうをですね、しっかり行っていただいて、

農家さんがある程度の目安というのが分かる形でしていただくと、農作業のです

ね、目安がはっきりしますので、ぜひ、その辺よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、公共災について、お聞きしたいと思います。 

 公共災についても、補助災害の部分に対してはだいぶ説明等を行われてきてお

りますが、村が行う一般単独災害復旧事業であったり、小災害復旧事業等々につ

いては、まだまだ状況がはっきりしてこない部分があるのですが、そういった災

害復旧事業にあたる部分の対応状況、スケジュールについてお伺いいたします。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 公共災につきましては、今、５０％を超える発注率ということで、小災害につ

きましては、昨年の７月に発災をして、まずは公共災の国庫を受けるものという

ことで、実施設計等を組んでですね、昨年度末から発注させていただいておりま



す。 

 今現在の小災害の流れといたしましては、その小災害の実施設計が、今、大体

組まれてきているという状況がありますので、それを個々が発注していくという

ようなことになります。 

 できるだけ近接したところなりエリアをまとめてということもあるんですが、

なかなかエリアが広くなってしまうと、発注者側としては、できるだけ一括して

発注したいということがございますが、受注者側としては、やはり個々に受注し

たいというような思いもございますので、なかなか発注不調というような原因に

もなりかねますので、その辺りの調整をしながらですね、進めていくというよう

なところでございます。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  この単災、小災害に関しましても、補助災害、国の査定を受けた者に関しては、

復興計画等、住民協議会等でも説明は出てきているんですけれども、なかなか単

災、小災害で直していただける部分の個所というのが分からなくて、この個所は、

じゃあどう復旧していただけるのでしょうか。特に小さな河川ですよね、集落内

を通っている河川等々に関して、これはいつ、どう作業を受けるのか。 

 よくよく調べてみると、上に砂防ができたり、そういった部分も絡んでて、状

況がよく分からないという部分も見受けられます。 

 そういった県との工事が絡む部分、若しくは元々その補助災害を受けれないよ

うな、要は、単災でやらないといけない事業に関して、どういった要は、復旧個

所が発生しているのかについて、お尋ねします。 

 議  長  災害対策室長 

災害対策室

長 

 昨年発生しました小災害、単災につきましては、約６０カ所前後のリストアッ

プと県のヒアリングを受けまして、県及び財務支局のヒアリングを受けまして、

その認可を受けているところでございます。当然被災の原因となったもの、それ

から被災の状況、復旧工事費というようなことを査定を受けておりますので、そ

れは公表できるかと思います。 

 ただ、住民への周知なり告知については今のところ考えてはおりませんで、何

らかの機会でですね、お知らせできればとは思います。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  おそらくこの住民の方々が一番不安に思われる個所ではあるとは思うので、早

めのやはり周知がないと、ここは本当に工事をしていただけるのであろうかとい

う部分、はっきりしない部分があるので、なかなか設計が固まらない時点で改修

しまうとは言い切れない部分もあるでしょうが、その辺の周知という方法をちょ

っと考えていただきたいなと思います。 

 あと、次の質問にもなるんですけども、やはり見ている中で、なかなか小さい

河川等について、そのままの形で原形復旧をしたとしても、ある程度の雨が降れ



ば流量を確保できないというのが、見て分かってしまう。要は、暗渠部分に関し

ても、そこが結局入り込まなかったからオーバーフローしてという部分も見受け

られて、もう住民の方々重々承知している中で、そういった個所については、そ

もそも改良を前提として話を進められるのか、あくまでも単災を利用して進めら

れるのか、どういうふうな方向性でもって、その辺の改良を含めた形というのが

検討されているのでしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  まず基本から言いますと、壊れたところにつきましては、査定なり村の単災で

やりますよと、いうところが大前提であります。 

 先ほど砂防のお話をされましたけど、砂防等が入りますと、当然、その下の流

路工というのは、砂防に絡めてやらなければいけないというところで、その整備

はやっていきたいと思っております。 

 それからもう１点、小さい小川と言いますかね、これにつきましては、やはり

流量の断面を計算しますと、当然足りないところは多々にやはりあります。そう

いったところにつきましては、今のところまだそこまでいっておりません。 

 理由はですね、やはり災害を受けた個所を先に、優先的に直すというのが大原

則でありますので。 

 ただ、今、議員言われるように、ヒューム管でも今回の流量は絶対足りておら

ないところは、ある程度はつかんでおります。そういったところを地域住民の方

から吸い上げるような形は、やはり今後も取らざるを得ないと思っております

し、そうでないと、また次の個所が災害に遭うというようなこともあるかと思い

ます。 

 それから、もう１点、そういう中小の河川につきましても、どうしてもやっぱ

りこの形状はおかしいねというようなところについてはですね、やはり村として

も単災を使ってまでも、そこは改修等は図っていきたいと思っておりますし、前

回も申しましたと思いますが、河川のないところでもですね、これは、やはり河

川を新たな放水路的なところをつくらないと、将来的にはやはり大きな問題にな

るというところにつきましては、現状では２カ所なんですけれども、それについ

ては、現在、設計等もかけておりますので、私どもも皆さん方からの事情聴取と

か、そういったところについてはやっていきたいと思っておりますので、ぜひ、

住民の方からもですね、村のほうに相談等をしていただきたいと思っておりま

す。 

 将来に禍根を残さないようなやり方というのはやりたい。しかしながら、どこ

までやるのか、それには当然村のお金がかかってきますので、その辺りで判断を

せざるを得ないということに、最終的にはなるかと思っております。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  村長、先ほど言われた３カ所の、要は、改良というか放水路的な考えというの



は、小石原のえびす川であったり、蔵貫、あと山の神のほうで、今年の予算で設

計の部分、今進んでいるかと思うんですけども。その辺に関しては地域からの要

望書というのも出されて進んでいった経緯もあると思います。 

 どういうふうに要は、改良を要望していけばいいのか、そういう機会がまた与

えられるのか、あるいはもう去年しっかりやってきた住民協議会で出た意見とい

うのが、もうしっかりと、要は、改良個所に反映されていくのか、ちょっとそう

いった方向が見えないので、やっぱり住民としては１回言ったのにな、次のちょ

っと質問に書いている「九大のまち歩き」でも先生といろいろ話して、こうやっ

たらいいなというのも言ったけども、どうかなという部分もあったりして、住民

の人たちにとってはどういうふうに村に言っていけばいいのかというのが、やっ

ぱり分からない部分というのがあるかと思います。 

 また、住民協議会というのが行われるケースがあるのか、それが特化して、や

はり地域の防災面というのを考えて、そういう要望を特化して行うような場を作

るのかどうか、そういった部分をぜひ検討していただきたいと思いますが、何か

住民の方がどういうふうに要望をしていったらいいのかという方法を、ちょっと

お考えいただきたいのですが。 

 議  長  村長 

 村  長  今の質問で２つあるなと思っております。 

 １つは、役場のほうに来ていただいて、総合窓口辺りに何でも相談をしていた

だければと思うところです。 

 それからもう１点は、地域の職員ですかね、地区担当職員ですね。 

 地区担当職員というのは必ず大体３名程度配置しておりますので、そういった

方々にも言っていただければ、それがまた役場のほうに伝わり、そして現場の現

状を把握するとか、そういったところも出てくるかと思います。 

 何せ今、災害復旧でバタバタやっておりますし、その辺りは当然ご理解をお願

いしたいと思っているところなんですけれども、とにかく役場のほうに相談をし

ていただくというのが一番確実な方法かと思いますし、もう１点は、その要望書

等をですね、やっぱり出していただくとか、そういったところをぜひお願いした

いと思っております。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  ぜひ、どういうふうに要望というかですね、地域の方の要望、たぶん住民の方々

でまとめないといけないと思います。そういった、要は、流れというのが分かり

やすいように、ぜひ、住民の方に広報等を通じてですね、周知をお願いしたいか

と思います。 

 地区担当職員等については、この後同僚議員のほうから質問があっていますの

で、そういった部分でお聞きしたいなと思います。 

 次の質問にまいらせてもらいます。 



 ふるさと納税の取り組みについて、お尋ねいたします。 

 現在ふるさと納税、全国的にもだいぶ認知されるようになって、国の総額のこ

のふるさと納税額がだいぶここ数年に比べたら倍増以上の増え方をしているか

と思います。 

 本村においても昨年の災害時にはふるさと納税、かなり多額のですね、ご寄附

をいただきありがたい限りでございます。災害が落ち着いてきて、これからがふ

るさと納税の勝負の時期かと思います。 

 現在、村としては事務委託として、「さとふる」だったと思いますが、業務委

託をして、そのサイトを活用してふるさと納税の周知等を行っているかと思いま

すが、その経緯と現在の状況、どれぐらいの寄附量、そういった部分に関して、

まずお尋ねしたいと思います。 

 議  長  村長 

 村  長  今年度になりまして、福岡大学の木下教授が結構支援をしていただいておりま

す。やはり特産品、そういったものを、ぜひともふるさと納税の返礼品を増やさ

ないことにはなかなか、ちょっと魅力的なこともできないのではないかというこ

とで、以前から特産品であります焼物等につきましては、陶器組合等にお願いを

いたしましてやってた段階でありますけれども、なかなか応じていただけない

と、応じていただけないというか、末端まで知れ渡ってないというようなところ

もありました。 

 そういった中で、もう個々にピックアップをいたしまして、それで今返礼品等

もですね、相当焼物等につきましては増えているような状況であります。 

 こういった形で、やはり魅力ある返礼品を増やしていく中でふるさと納税とい

うのは、やはり成り立っていくのかなという考えは持っております。 

 したがって、今後このようなところについては、また村としても木下先生等と

一緒になってですね、開拓をしていきたいと思っております。 

 詳細につきましては、担当課長のほうから説明をさせます。 

 議  長  住民税務課長 

住民税務課

長 

 若干前からのですね、経緯と言いますか、そういうことになるかと思いますが、

申し上げさせていただきたいと思います。 

 まず、平成２８年にですね、東峰村ふるさと納税推進委員会を立ち上げており

ます。この第１回会議の中で今後の取り組みといたしまして、ポータルサイトへ

の登録についてご提案をさせていただいたというところでございました。 

 その協議の結果ですね、サイトへの登録を進めていこうという方向になりまし

て、平成２９年度の当初予算に計上をさせていただいたと、まずはこういう形で

させていただいております。 

 「さとふる」との契約ということでございますけれども、何分初めての試みと

いうことでございましたので、ふるさと納税事業者の６社にプロポーザル方式で



のプレゼンをお願いして、その中から１社選定を行い、業務委託を行うというふ

うに考えておりました。 

 しかしながらですね、この６社中４社から辞退届の提出がありましたので、参

加意向のありました２社にプレゼンをお願いいたしまして、その結果、審査の結

果、株式会社さとふるに決定をさせていただき、契約を行う予定にしていたとこ

ろでございました。 

 ただ、その後ですね、直後に、昨年の７月に災害が発生してしまいました関係

で、返礼品の調達等事務的な処理がですね、難しくなりましたことから、約６カ

月間ほど中断をしておりました。が、今年の２月にですね、返礼品を再開すると

同時に「さとふる」と正式な契約を行いまして、受け付けを開始したという次第

でございます。 

 現在の状況につきましては、「さとふる」を通じて今年２月から１０月までの

ご寄附いただいた実績といたしましては１３１件、１９６万４千円のご寄附をい

ただいております。 

 これとは別にですね、村への直接寄附ということでいただいた件数が３１件、

１００万２千円を村のほうにご寄附をいただいております。 

 現状その「さとふる」に、今返礼品として掲載をさせていただいている、ご協

力をいただいている事業者はですね、８事業者、件数にいたしまして２８件を返

礼品として「さとふる」のサイトのほうに掲載をさせていただいているという状

況でございます。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  推進委員会のほうでいろいろ検討されて、そのポータルサイト、そして事業委

託で、返礼品の品数もちょっとずつですね、増えてきて、なんとか選べるという

ところまできているのかと思います。 

 その間に、やはりふるさと納税を取り巻く環境というのが大きく変わってきて

いるのが現状で、やはりその最初６業者というところで、今もその業者数あまり

変わりはないと思うんですが、そのシェア数と言いますか、要は、業者が取り持

っている自治体数にかなり格差が出てきているのが現状かなと思います。 

 その中で、あまり業者を言ってしまうとあれなんですが、シェア１位のところ

ではもうほぼ全体の各自治体を網羅しそうなぐらいのですね、シェアも持ってい

るところもあるかと思うので、納税者というかふるさと納税する側の事を考える

と、やはり選べるようなサイトであったり、よく訪れやすいようなサイトのほう

が寄附が集まりやすいという現状があるのかなと思っております。 

 そういった部分を考えてポータルサイトというのになるのか、要は、事務委託

の部分を増やすのか、そういった部分あるかと思いますが、取り扱うサイトとい

うか、事業者を増やす考えはないのでしょうか。 

 議  長  村長 



 村  長  先ほど住民税務課長の答弁にもありましたように、当初、初めてのことなので

１社という形でですね、「さとふる」のほうと契約し、実行しているわけでござ

いますけれども。 

 その各社ですね、いろんな特典と言いますか、を持っておりまして、ポイント

が付くとかですね、いろいろな特典を持っております。 

 そういった中で、やはり目標は何かと言いますと、ふるさと納税をしていただ

く環境づくりというのが大事だと思っております。 

 そういった中でポータルサイトとかですね、そういったものについても今後順

次増やしていきたいなと思っております。その節はまたよろしくお願いしたいと

思っております。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  ぜひ、やっぱ対外的な流れというのをよく読んで、この辺はされていただきた

いなと。 

 ふるさと納税自体もやはりかなり過熱感が出てきておりますので、一応その３

割という返礼率というのも定められておりますが、今後何年続くかというのも、

やはり保証された部分でもないので、やはり流れに乗るという部分も考えなが

ら、ぜひ事業者選定を行っていただきたいと思います。 

 その次に、なかなかその「さとふる」と契約をしましたが、やはり返礼品のほ

うが増えていかないという現状があります。 

 なぜかと言うと、やはりプロモーションを行う写真撮影であったり、商品の紹

介を書いたり、そういった部分にやはり労力がかかってしまう。でもそこをしっ

かりすれば、要は、納税していただきやすくなるという反面を持っておりますが、

そういった部分に対して、やはり二の足を踏まれている業者さんも多いのかなと

いう部分もあるかと思います。 

 それで、さっき村長が言われましたように、なかなか裾野に浸透していかない

という部分がある中で、やはりそういったプロモーション自体への対策というの

は、その担当課や推進会議等ではご検討はされているのでしょうか。 

 議  長  住民税務課長 

住民税務課

長 

 そういったプロモーション部分につきましては、当然出品していただく方の中

には、そういったものをクリアされている方というのもいらっしゃいます。 

 その推進委員会の中で、そういったプロモーションも含めて今後やっていこう

というか、今すぐでもやりたいという思いはあるんですけれども、ちょっとまだ

一旦推進委員会がストップしたような状況もありましてですね、これは、あんま

り災害のせいにはしたくないんですが、そういうこともございまして、改めても

う一度この推進委員会を早急にですね、開催しまして、先ほど村長がありました

が、大学の先生からもそういったご指導なり助言をいただいておりますので、そ

ういうことを含めて、早急にその部分については、担当課としてはしたいなとい



うふうには思っております。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  ぜひ、前向きに検討していただきたいなと思うのと、やはりその推進会議自体

は、たぶんアイデア等は出せると思うんですが、なかなか事務的な部分というの

が推進会議でできるかというと、そうではない部分があると思いますので、そう

いったプロモーション部分に関するものを、例えば村内の商工会等を、そういっ

た何か代わりに事務的な部分をしていただけるようなところに委託であったり、

そういったプロモーションに係る部分というのを、うまくそのふるさと納税をし

ていただいた分を原資にしてですね、補助というか、出される部分で補助して、

逆にふるさと納税が増えてくればいい形になるので、そういった部分でうまく、

なかなか役場だけですべてできるというものではないと思うので、いろんなその

力を活用しながらしていただきたいと思います。そういった部分も検討いただけ

ますでしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  先ほど言いましたように、ふるさと納税をしていただくということは、もうそ

れが一番大事なことでありますので、そういった面も含めましてですね、事務の

面、それから返礼品の面も含めまして、今後検討をさせていただきたいと思って

おります。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  大体最初に、村長、ふるさと納税を総括いただいているんですが、最後に、今

現状としても、ちょっとここ数日ふるさと納税の偽サイトという話も出てきてお

ります。これからのふるさと納税の対策も含めた上で、現状の偽サイトへの対策

というのも、もし分かる範囲で状況が分かりましたら、ご回答いただけますでし

ょうか。 

 議  長  住民税務課長 

住民税務課

長 

 すみません。最近のお話でですね、ちょっとそういった問題が出ているという

ことで、新聞報道にも、これはもう新聞報道のまんまですけれども。 

 福岡県の古賀市のほうでですね、ポータルサイト楽天ふるさと納税の画像や返

礼品名を不正にコピーし、正規金額の３５％を割り引いた額で返礼品が貰えると

表示していたということで、他にも嘉麻市で、こちらのほうで聞いたところでは、

筑前町のほうでもそういった被害と申しますか、偽サイトが見つかったというこ

とでありました。 

 うちのほうでは、実際に「さとふる」さんを通してとか、実際村にそういった

被害に遭われたという通報とかですね、そういったのは今のところございません

が、村としては今、行けるのが、村のホームページから「さとふる」のホームペ

ージと、もう１つは直接「さとふる」のホームページからという２つの方法を取

っております。 



 それ以外は直接電話で、うちのほうで受け付けをして、寄附をいただくという

ことで取っておりますので、そういうことが決してあってはいけませんので、そ

の辺は重々注意をして、注意喚起なりをさせていただきたいとは思っておりま

す。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  ぜひ、その辺の監視等もですね、含めて対策を練っていただきたいなと思いま

す。 

 最後の、空き家バンクの状況と移住者の関係について、という質問に移らさせ

ていただきたいと思います。 

 １つちょっと、この前にあった事例と言いますか、を紹介させていただきたい

なと思います。 

 これに関して、誰かの責任を問うというものではなくて、やはりちょっと皆さ

んに、耳に入れて、一緒に考えていただければなと思うことで、ちょっと知らせ

ていただくと。 

 ある地域ということで、ちょっと地域名を言うといろいろあると思うので、伏

せさせていただくと、今年の８月ぐらいから集落内にある空き家に、知らない人

が出たり入ったりし始めたと。そこの空き家というのが、もう大体５年ぐらい住

まわれてないような形の家だったんですけれども。 

 すると近所の方というか、同じ地区の方から、あそこは何か空き家バンクに出

てるらしいぞという、後から聞くような話でですね、なってしまって。その家と

いうのが川を渡らないといけないような家だったんですけれども、昨年の災害で

そこの玄関に繋がる橋のほうが落ちてしまって、もう１本ある家の裏に繋がって

いる橋しかないような状況でした。その橋自体は村の集落の方々で共同で架けら

れた橋で、その橋を渡って、ある集落の方の畑を通らないと家に行けないような

形でした。 

 だったんですけれども、その畑の方には一切話もなく、「どういうこっちゃろ

うね」という話で。 

 その家なんですけれども、元々駐車場というものがない中で、でも出入りされ

るときに集落の人たちが消防道路と思っている、使っている場所に車が止まって

いたりして、実際これはどういった話になっているんだろうなと思っていた矢先

に、そのお家を管理される親族の方が、その集落内の数軒に、新しい方に貸すこ

とになりましたという報告があったというところで、もう集落内はどういう話に

なっているんだろうなということになってしまって、ちょっと混乱した経緯があ

りました。 

 集落内の方に集まってもらったり、家主さんに集落の方に説明したり、あと入

って来られる方も全く情報がなかったものなので、伝い聞きでうわさ程度で、あ

あいう人が入って来るよという話もあったので、集落内の方を集めて、新しく住



む方に自己紹介というか、説明をしたりして事なきを得たんですけれども。 

 やはり今の話を聞いていただく中では、「うーん、不安だな」という形になっ

てしまうのが現状かなと思います。 

 元をたどると登録された方自体が親族、その持ち主さんの親族の方にはなるん

ですけれども、その家に住んだこともなくて、何十年か前に子どもの頃とか小さ

い頃に遊びに来たぐらいだったんですよね。 

 なので、もちろんその駐車場の件も分からないし、橋も昔は木でつくった橋や

ったけど、何か今はきれいになっていましたというぐらいしか状況が分からなか

ったのが現状でした。 

 極論的に言うと、やはり登録される前に地域の方への説明というか、あると全

然違ったのかな、この話し方違うのかなという部分を感じて質問に入りたいと思

うんですけれども。 

 おそらくこういうふうに空き家バンクに登録されるお家というのは、もちろん

村内に所有権というか管理をされている方が登録されるというケースもあるか

と思いますけれども、もうやはり村から出られたという方がこれから多くなって

くるのかなと思います。 

 それで、そこで住まわれた経験があるならまだしも、もう全く管理する方が違

うというケースも往々にして出てくるのかなという部分で、ここを解決していき

たいなと。 

 この空き家バンクを登録する際に、住宅とか周辺の状況等はですね、どういう

ふうに家主さんも含め、今行政として確認を行っているのか。また、今までの話

はいいとしてですね、今後どういうふうに行っていくべきなのか、ちょっとお尋

ねいたします。 

 議  長  村長 

 村  長  率直に言って、本当に誠に申し訳ないなという感であります。 

 村といたしましても移住・定住を、片や言いながら、現実的にはそういう問題

があったということは非常に残念でありますし、またその間、移住コーディネー

ターあたりも設置をしておりますし、役場のほうも企画政策課が窓口となってお

ります。 

 そういった状況の中で、やはり今後につきましては問題等が生じないようには

していきたいと思いますし、また空き家の、どういう空き家か登録されているか

というのはホームページ等を見ればですね、ある程度は出ているんですけれど

も、それが一般の方はそういったことの情報としては、入手できないという面も

あったかと思います。 

 今後の対策といたしましては、やはり区長さん等を通してですね、そういった

話は集落の方にも周知を図っていただくようにしたいと思っておりますし、今後

そのようなことがなく、そして、しかも移住して来られる方が、やっぱり気持ち



よくですね、移住して来られるような環境づくりというのは、行政が責任をもっ

てやりたいと思っております。 

 詳細については、担当課長のほうから答弁をさせていただきたいと思っており

ます。 

 議  長  企画政策課長 

企画政策課

長 

 今、村長が申し上げましたので、私のほうからはあまり特にないんですけれど

も。 

 ちょっと言い訳めいたことを１点言えばですね、家の状態はですね、屋根から

外壁、基礎の部分について、大工さんに一緒に行っていただきまして、住めるか

どうかのチェックはさせていただいております。 

 周辺につきましては、バンク登録をしていただくときに、一緒にですね、空き

家バンク登録カードというのを記入していただくようになっております。 

 今回の件、ちょっと調べさせていただきましたけれども、登録をされる方が駐

車場ありのところにチェックが入っていたものですからですね。先ほど議員さん

から指摘がありましたように、地元の方であれば分かるんでしょうけれども、何

年も住んでらっしゃらない方が家の管理をした場合には、そういうところについ

ては、不確かな内容もそのカードの中に記入される可能性があるというようなこ

とが、今回分かったわけでございます。 

 そういうことであればもうきちんと、バンク登録に書かれた内容が合っている

のかどうかについての調査をきちんとしていきたいと思っているところでござ

います。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  そういった空き家を取り巻く環境というのを、どういうふうに把握していくの

かというのが結構大事なとこだと思うんです。 

 たぶんチェックシートに書いていくのはすごく簡単な話で、それはすごく登録

者の主観的なものになってくると思うんですけれども。 

 でも、そのお家はたぶんご近所の関係がずっと何十年も続いてきているので、

いろんなその、要は道の関係であったり、橋の関係とか、いろんな関係があるの

で、おそらくそれをたぶん登録で書かれる方というのは、そこまでご存じの方と

いうのはなかなか少ないと思うので、解決策としましては、やはりそのチェック

シートの中に「住民の方とお話されましたか」という項目を付けてですね、そこ

にチェックを入れてもらえるような仕組みというのもあっていいのかなと。その

確認を得て、初めて空き家バンクになると、なぜこれがいいかというと、やはり

もう東峰村の人口が減っているというのはもう皆さん重々承知の話で、やはりど

うやったら移住者の方が入って来るのかなという皆さんすごく真剣に考えられ

ている中で、ようやく自分たちのところにもやはり新しい方を受け入れるという

準備、第一段階に繋がるかと思います。 



 なので、そこを住民の方と一緒にするという作業を、ぜひ、加えていただきた

いなと思いますが、いかがでしょうか。 

 議  長  企画政策課長 

企画政策課

長 

 本当に住民の方を迎え入れるということを考えればですね、きちんとしたそう

いう登録内容というのは必要だと思いますので、そのような形で進めさせていた

だきたいと思います。 

 議  長  高橋議員、あと時間が３分になっておりますのでご注意ください。 

５番 高橋弘展議員 

 ５  番  その前段の部分ができるのであればですね、１番目、２番目、３番目の質問と

いうのは特段必要なくなってくるかと思います。 

 そこで４番目の質問をですね、移住コーディネーター、先ほど村長からもご発

言ありましたけれども、移住コーディネーターと行政、だからこのタッグをうま

く組んでいかないと、解決できない問題というのは多々出てくるかと思います。 

 やはり空き家バンクを進めるだけでもやはり住民との繋ぎ、それから移住者の

方のフォローというのはなかなかできにくいかと思います。 

 この移住コーディネーター、行政と、あと地域住民と移住者、この４者ですね、

うまく結べるような仕組み、形というのをもう一度制度設計と言いますか、どう

いうふうに話を進めていったらいいかというフローチャート等をですね、しっか

りと作っていただきたいと思いますが、最後の質問とさせていただきたいと思い

ます。 

 議  長  村長 

 村  長  先ほども申しましたように、移住・定住というのは、少子高齢化の本村におき

ましてもたいへん重要なことであります。今回このような事案が起きたというこ

とは、本当に反省すべき点は大きいかと思っております。 

 何よりも移住して来られる方が、それからまた受け入れをする集落の方が、や

はり気持ちよくですね、やっぱりできるというのが一番大事なことであると思い

ますので、今後については、今回の質問等を受けて、再度見直しを行いながら進

めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思っております。 

 休  憩  

 議  長  ２時１０分まで休憩をいたします。 

（１３時５９分） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、再開します。 

（１４時１０分） 

 議  長  ９番 伊藤均議員の質問を認めます。 

９番 伊藤均議員 



 ９  番  質問に入ります前に、皆様方にお断りをしておきたいと思います。 

 ちょっと喉の調子が悪くて咳き込む場合があります。その場合についてはです

ね、申し訳ないですが、ご容赦をお願いをしたいと、前もってお願いをしておき

たいと思います。 

 それではですね、通告書に従い質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、住民と行政の協働について、地区担当職員の配置と構想について、お尋

ねをしたいと思います。 

 まず初めにですね、現在の職員数について、お尋ねをしたいと思います。 

 １１月末現在でですね、一般職員とそれから任期付職員、それから臨時職員、

それから応援職員等の職員数ですね、このことについてお願いをしたいと思いま

す。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  職員の状況についてですね、詳細な数字をちょっとここに持ち合わせてはいな

いんですが、一般職員としては現状今５４名でございます。あと任期付職員が５

名でございます。あと災害関係で応援等来ていただいている職員がですね、概数

ですが、民間からの方も含めて約３０名弱になります。 

 あと嘱託職員と臨時職員については、申し訳ございません。ちょっと手元に資

料がございませんので、数字については、後ほどでよろしければお答えしたいと

思います。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  臨時職員さんについてはですね、後でも構いません。 

 その中でですね、これちょっと外れるわけなんですが、任期付職員、契約では

３年という形のものであったかと思います。 

 それで、現在災害が起きて、その中で入札等いろいろ不調等あってですね、災

害が進んでないという中で、この任期付職員並びに応援職員さんですね、この方

たちについて、今後については契約予定期間がですね、終わった場合について、

どのように今後については考えているのかということを、まずもってお教えいた

だきたいと思いますが。 

 議  長  村長 

 村  長  応援職員等につきましては、県から来られている方、それから市役所、各自治

体から来られている方、こういう言い方はたいへん失礼なんですけれども、ある

程度の目途がつけばですね、当然県のほうも出す必要ないという考え方で引き上

げるようなことになるかと思います。 

 しかしながら、来年度につきましても村といたしましては、現在いる職員をぜ

ひ、確保してくださいというお願いはしているところであります。 

 また、他の民間あたりから来ていただいている職員等につきましても同じよう

なことが言えますが、発注をいたしましても、工事の施工監理といったようなこ



と、それから変更設計等もございますので、発注したといってすぐに減らそうと

は考えておりません。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  そうしますと、結局任期付職員が３年ですので、３１年度で一応終わりという

形になりますよね。今災害等からしますと３２年、３３年程度までかかるんでは

ないかというような形のものがありますね。 

 先ほど村長の答弁の中にもありましたとおり、ある程度のものが進んでいかな

ければ、そのものはなかなか応援職員さんにもまたお願いをせなならんというよ

うなことで言われてありますので、それについては、そうしますと、その一応任

期付職員さんについては３年というのがありましたので、これについてはまだ更

新ででもやっていくというようなお考えなんですかね。 

 議  長  村長 

 村  長  目的は、早期の災害復旧というところが目的でありますので、その手段がやは

り目途がつくまでは、延長ということもですね、考え方を持っていきたいと思っ

ております。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  村長言われるとおりですね、災害復旧がまず一番ということですので、そうい

うこともあり得るということで、認識をしておかなければならないということな

のかなと思ったところです。 

 その中でですね、地区別担当職員、この割振りですね、これについては、どの

職員までを地区の地区担当職員としての割振りの対象とされてあるのか、現在こ

のいろんなものを入れますと１００名以上になりますからですね。でも、これ全

員ということではないかと思います。 

 それで、今現在としてのですね、担当職員の割振りですね、このものについて

はどのようになっておるですかね。 

 議  長  村長 

 村  長  地区担当職員の割り当てにつきましては、ちょっとまた表現が悪いかと思いま

すけれども、従前から役場に勤務しておられる方、東峰村で雇っている、雇用し

ている方と言ったほうが適切かなと思いますけれども、保育所、学校を含む職員

５２名で１５行政区を担当をしております。 

 リーダーといたしまして、係長も含みますけれども、管理職を割り当てており

まして、各地区大体３名から４名の人員を配置しているというのが現状でありま

す。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  管理職は外してあるとですかね。管理職からでしょう。管理職と一般職員と。 

 村  長  全部です。管理職も含めてです。 



 ９  番   それで、今先ほど５２名と、なんか２名違うんですけど、先ほど課長が言った

のは、一般職員５４名おるということで言ってありまして、ちょっと２名違うん

ですが、その違う分は多少は結構です、もう。そのことについていろいろしゃべ

る予定ではありませんので。 

 それでですね、この担当職員が、じゃあ地区の皆さんに周知ができているのか

と。なかなか地区座談会のときには他の職員も来ますよね。 

 ちょっと世話しよるとが何人かおりますけど、その方たちが、じゃあ私が地区

担当職員ですという、年度初めのときにもご説明はなかったです。「あんた担当

職員ですか」と言ったら、「はい、私はそうです。」というぐらいの話なんですよ

ね。 

 それで、先ほど同僚議員からですね、災害の要望も担当職員に言ってもらえれ

ばということを言っておられましたけども、実質誰が担当なのかも分からないの

に、そういう要望は出ませんよね。この辺りのところはですね、非常に今のとこ

ろ分からないと。 

 それから、村長はこう言うばってん、実質村民の皆さんが分かっているかとい

う話なんですからですね。ここがやっぱり一番の問題かなと。 

 それとこの担当職員と地区とのかかわりですね、このことについても何か規定

するものがあるのでしょうか。内規ないし何にしても、結局どういうところまで

やりなさいとか、どういう形で何をしなさいとかいったようなことが、規定らし

きものがあるんでしょうかね。 

 議  長  村長 

 村  長  まずですね、１番目の質問ですが、地区担当職員が分からないということなん

ですけれども、最初の区長会のときにですね、地区担当職員は各地区こういう人

ですよという文書等はですね、さし上げています。 

 したがって、その後区長さんがどのようにするのかというのが、１つ問題があ

るかと思いますけれども、やはり区長さんは、地区担当職員は「今年はこういう

人げな」というような話をまずしていただいたらと思っておりますし、広報等で

もですね、新年度からは地区担当職員、これは載せていきたいと思います。 

 次に、地区担当職員として何をやらなきゃいかんのかということもありますけ

れども、まず地区担当職員を置いています目指すものですね、地区担当職員に対

して目指すものにつきましては、住民と行政の協働体制の確立ということがあり

ます。 

 それから、住民の自主的な地域づくり、活動の助長、それと地区ごとの課題の

把握とその解決、この３点を目指そうということで地区担当職員を設置をしてい

るところです。 

 具体的な活動といたしましては、地区の会合への出席、地区からの要望等への

対応、地区行事等への参加、証明書の代理申請、それからその他といたしまして、



地区の人たちから提出文書の預かりとか地区と役場の連絡調整、相談、そういっ

たものを地区担当職員を置く意味合いを定めているところであります。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  村長のほうからそういう目的というか、規定というか、そういうもので会議と

か要望とかいうようなことで、後でまた話をさせていただくような自助、共助、

公助ですね、この関係にかかってくる問題なのかなという形で思っておるところ

なんですけれども、現在ですね、この担当職員さん、災害等でたいへんお忙しい

ということはあるかと思います。 

 しかしながら、また昔のように希薄な感じになってきているんじゃないかと。

地域とですね、地区とのかかわりが、地元におられる方についてはですよ、それ

はいろいろなもの、会合等にも出てこないけませんので、あれなんですが、地区

外におられる方、また、あまり長く経験されてない方等、少し一緒にやらなきゃ

いけないということに関して、希薄になっているんじゃないかということを非常

に感じるわけなんですね。 

 敢えて、ですからこういうことについて、私はお尋ねをさせていただいており

ますし、このことについて将来ですね、もう今のままじゃちょっとね、困るかな

という形で思っておりますので、これについて、今の私の意見を聞いてのお答え

でも結構です。これから先どういうふうにやっていきたいというようなものをお

聞かせいただきたいと思いますが。 

 議  長  村長 

 村  長  先ほど言いましたように、地区担当職員をなぜ配置するのか。それは目的、そ

れから活動ということを村のほうでは定めているわけでございますので、議員言

われるように、確かに遠方から来ている職員等ですね、いろいろおられます。 

 そういった中でもやっぱり行政マンとして、役場の職員として、きっちりとそ

の辺りは地域と役場を結ぶ絆となれるようなところはやっていただかなければ

なりません。再度この点につきましては、周知徹底を図っていきたいと思ってお

ります。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  ありがとうございます。 

 一生懸命やってある方はやってあるんですよ。ただ格差があるということがあ

りますので、特にこのことについてはですね、お願いをしておかないかんのかな

と。また、災害等もあったおりにもですね、このことが一番大事なことになって

きますので、村長言われましたとおりですね、ひとつ徹底してやっていただきた

いなと思います。 

 それでは、次のですね、質問に移らせていただきたいと思います。 

 文化・スポーツ振興ということで、観光プロモーション事業といきいき基金事

業ですね、この棲み分けについて、お尋ねをしていきたいと思います。 



 まず、この観光プロモーション事業ですけれども、これの基本的なですね、要

旨についてご説明をお願したいと思いますが。 

 議  長  村長 

 村  長  まずご質問の、観光プロモーション事業の目的と基本的な考え方について、答

弁をさせていただきます。 

 観光プロモーション活動に関する団体との共同事業補助金交付要領では、総合

戦略に位置づけられている事業を実施するために、村の交流活性化や人口増を目

的として、東峰村まち・ひと・しごと創生事業に要する経費について、補助金等

を交付すると定めております。 

 交付対象団体といたしましては、村の観光等による交流人口の増加を図るため

の村のＰＲや観光客の呼び込み活動を企画立案し、実施した団体、村内在住の構

成員５人以上であるものに限ると定めております。 

 端的に言えば、この観光プロモーション事業を使うことによって、入込客の増

加を図る、そういったところをしていただくということでやっておるわけでござ

いますけれども、今までの実績といたしまして、モニターのバスツアーや祭り、

イベントなどに観光プロモーション事業が使われているというところでありま

す。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  この中のですね、観光プロモーション事業の趣旨というのものが、地方創生総

合戦略の中で高い位置のＫＰＩに示されておると。 

 その中で、そういう事業を行う団体等に村長が予算の範囲内ということでなっ

てあるかと思います。 

 それで、この総合戦略の中でですね、規定がされているんですが、あまりにも

広いエリアと言いますか、捉え方ででき過ぎるのかなと。 

 プロモーション事業はですね、補助金受付簿等を見せていただくと、不採択と

いうものもあるみたいです。まだ予定をしても実施を、今年度ですよ、実施をさ

れてないというものもあるみたいですよね。 

 それで、実質中身を少し見させていただくと、先ほど村長が言われたことに少

し合わない点が、観光プロモーション事業の中にも入っているような気がするわ

けですね。 

 また、後でお尋ねしますが、いきいき基金との兼ね合いがですね、何かはっき

りしない。プロモーションが駄目だったらいきいき基金だ、いきいき基金がだめ

だったらプロモーションだといったようなですね、感じを受けるのが、この頃ま

た私委員になって感じるところなんですよね。 

 この辺りの棲み分けをですね、じゃあ、どういうふうにはっきりするのかと。

趣旨上は別々にそれは書いてあります。しかし中身を見てみますと、あまりはっ

きりしない分もですね、また同じようなものが何度もあるといったものもあるの



かなと。 

 ただ委員会の中でですね、これは継続的なものもやりますよというような説明

は受けておりますが、なかなか少し首をひねるようなですね、案件もあるのかな

と思っております。 

 それで、もういきいき基金事業ですね、趣旨についてはもうお尋ねしませんが、

このあたりの棲み分けはどんなふうに村としては考えてあるのか、いうところを

ご説明お願いしたいんですが。 

 議  長  村長 

 村  長  観光プロモーションといきいき資金との関連でございますけれども、目的とし

ては、観光プロモーションには先ほど言いましたように、その交流人口の増加を

図る、そのための村のＰＲや観光客の呼び込み、そういった企画立案等が観光プ

ロモーションでございます。 

 いきいき資金といいますのは、これは、村の振興、活性化を図る人材を育成す

る、そういったところについて助成を行っているということでありますので、端

的に言えば人材育成か交流人口かというようなことで言えるかと思います。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  確かですね、２７年頃私、これのことについて、いきいき基金について意見を

申し上げたかと思います。 

 それで、何でもかんでもいきいき基金に上がってきとると。なかなか審査委員

会のところですね、上がってきてしまえば、それを断るというのは非常に難しい

と。しっかりそれを受け付けるまでですね、断るなら断る、趣旨に合わないもの

は合わないという形でやってくださいという話を、もうそれこそ２７年頃したか

と思うんですよ。また今度久しぶりにやったら、またそれとあんまり変わらんな

と。 

 ですから、観光プロモーションにしてもそう、いきいき基金にしてもそう、し

っかりその趣旨のあるものにですね、合わないものは外していくと。横に流すと

かいうようなことのないようにですね。 

 １個か２個は、こっちが駄目やったからこっちというような、出ている分もあ

りますし、疑義のある、私から言わせると疑義のある点のものもあったりします。

しっかりその辺りのところは、もう事務局サイドの中でですね、きちっとした線

引きをしていただいて、補助金は出すということに心掛けていただきたいと思う

んですが、いかがですか。 

 議  長  村長 

 村  長  今年度におきましても、１つそういう案件があったと伺っております。 

 つまり申請者の方は観光プロモーションかいきいき資金かというのが、なかな

か把握しきれないで観光プロモーションのほうで申請をしましたと。しかし、こ

れについては観光プロモーションではないですよ。やはり人材育成の場面に当た



るんで、いきいき資金事業のほうで申請をし直してくださいと言ったケースはあ

りました。 

 確かにこのいきいき資金につきましては、事業の選考委員会がありまして委員

の方がおられます。今後につきましては、現在９名の委員がおられるわけでござ

いますけれども、あまり判断に苦しまないような条件を整えたいと思っておりま

す。 

 したがって、受け付けの段階でその辺りについては精査をし、各割り振ってい

くというような形を、今後取らせていただきたいと思っております。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  あまり何度もそういう話をしたくないんですけど、なかなかですね、頭を変え

て中身は変わらんという件も見受けられますので、その辺りのところはもう少し

しっかり精査してですね、やっていただきたいと思いますので、よろしくお願い

をしておきたいと思います。 

 次にですね、防災安全対策について、お尋ねをしたいと思います。 

 九州大学三谷教授が一生懸命頑張っていただきまして、今回防災マップをです

ね、作成されました。 

 それで、これは私のところの防災マップです。それで、これを個々に配られて

ありますよね。このことについては非常にありがたいとは思っております。 

 しかしながら、これをあまり信用し過ぎてというか、こればっかりに頼って、

災害があったおりのですね、じゃあ、どの範囲はこれでやるんだというものにつ

いては、詳細な規定というものが何もないんですよね。 

 協議会等いろいろ出させていただきました。いろんな話はして、こういうもの

ができ上がったんですが、心配するのは、そのところをどこまでの範囲なのかと

いう認識的なものはですね、全体としてはないのかなと。会議のおりに来られた

方については、ある程度踏まえてあることはあると思います。 

 でも、これは村民全員が来てですね、やったわけでもありません。地区にやっ

たときにも、じゃあ、全員が来たかと言えば、そういうことでもありませんよね。 

 そうした場合に、これは非常に、心配するならこれ行きなさい、避難しなさい

と、避難時はこうしなさいというものについては、非常にありがたいものではあ

るんですが、いざ災害が起きた場合に、どの程度までがどういう形でやるとかい

うようなものもちょっとお示しをしなければ、このもの自体が逆に災害を助長す

る形にもならんと、全くは言えませんよね。 

 その辺りのところを心配するのに、頼り過ぎても困るんですけど、大事なもん

だというところはあるんですけれども、この辺りのですね、まず見解をお尋ねし

たいんですが。 

 議  長  村長 

 村  長  やはり防災マップの目的は何だったのかということが、整理をしておかなけれ



ばならないと思います。 

 この目的は、地域の危険度の把握でありまして、いざというときにどこに避難

するのか。もう１つは、どうやって避難をするのか。端的に言えば、この２つで

あります。 

 それを見える化したのが、その防災マップということで、先月の１５日のです

ね、全戸配布のときに配らせていただいたということになっております。 

 今、議員が心配されますように、これでもう大丈夫なのかということでありま

すけれども、そうではありません。今後、まだ現在取り組んでおります防災シス

テムの構築、Ｇ空間防災システムと今呼んでおりますけれども、そういったもの

やＧ空間の防災システムによって、そういうのをまた重ねていくことによって、

やはり災害時にどこに逃げる、どうやって逃げる、それから、こちらのほうの防

災無線を聞いていただいて、そして行動をとるというような、その行動をとらせ

るための状態の把握のために、このＧ空間システムとか、もっといろいろＧ空間

はあるんですけれども、そういったところを今後整備をして、やはり今後の災害

に対しまして、犠牲者が出ないような対応というのは取っていきたいと思うとこ

ろであります。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  それはですね、大事なことだろうと思います。 

 ただ、私が言っておるのは、この防災マップがせっかくできて、じゃあ、今は

この準備でですね、避難するようなことをですね、意識を持ってくださいとかい

うようなことででもね、何か放送等で利用する形を取らないと、ただ、これはあ

った。今度は避難警報を出したとかいうようなことでは、やはり村民の皆さんの

認識がですね、いろいろ違うから、その辺りのところをしっかり、やっぱり考え

ておく必要がありはしないかということを、強く申し上げているところです。 

 それで一昨日ですよ、私、八女市黒木町に行ってきました。２４年災害で、あ

そこも多大なる災害を受けておりました。 

 それで災害については、今４年を経ったけれども、まだ全部は終わってないと。

そして災害について、まだあと１、２年かかるでしょうね、という話の中の説明

がありました。 

 それで、その中でやはりあったのが、４年経ったら、今の地域住民の意識は元

に戻ってしまったと。なかなか雨が降るから危ないからですね、避難してくださ

いと言っても避難しないと。 

 ２４年災害のときは、もう本当に危ないと思って、村民の皆さん、避難しない

という人も無理やり連れて行って避難させたと。でも、やっぱり１名の方が亡く

なった。 

 やはりずっとおられる年寄りやらは、今まであったことがなかったからです

ね、そういう形になったろうと思います。 



 今、東峰村の村民の皆さんも意識は非常に高いと思います。ただ、これが数年

したらですね、黒木町のほうがなっているような意識になるんではないかとい

う、この心配事も多いわけなんですね。 

 そのためにも今のマップ等でですね、例えば、前にこうしなさいよ、こうしな

さいというようなものをですね、やはり周知する、また放送して行うというよう

なことを考えることは大事なことじゃないかと、私自身思っているんですけど、

いかがですか。 

 議  長  村長 

 村  長  やはり防災対応につきましては、まず真っ先に上げられますのが、自分の命は

やはり自分で守るという自助の話だと思っております。 

 今回の豪雨災害におきましても、村も避難準備情報、避難勧告は出したんです

けれども、それが結果的に、その情報を聞いて避難をされた方は２０％以下でし

た。これは非常に行政、執行部としても、そんな数値なのというような形であり

ました。 

 しかしながら、今回の、今年の防災訓練につきましては、やはり村の過半数の

方が防災訓練等にも参加をしていただいているような状況であります。 

 したがって、やはり月日が経つに従いまして、風化というのはどうしても避け

られないというのは、これはやむを得ないことかなと思っております。そういっ

た中で、今回九大の三谷先生のご協力も得まして、災害の伝承館等も開設をでき

た運びとなりました。 

 そういったところのことを、いかに村民の方が忘れないでいてくれるのか、こ

れが一番大事なことだと思っておりますし、そういったやはり強制等はですね、

やっていかなければならないと思っております。 

 昨年の豪雨災害についても、自分の家は大丈夫というところで、やっぱり逃げ

なかった人もいますし、やはりこれは通常と違うなと思って、避難をされた方も

います。 

 最終的に、一番大きく何が原因で避難をしたかというと、やっぱり自分の身の

危機を感じたとか隣の人に誘われたとか、やっぱりそういった自分たちの判断で

避難をされた方が多かったということであります。 

 議員今言われますように、月日の経つことによって風化は避けられないと思っ

ておりますけれども、やはり我々といたしましても、今までの教訓をいかに風化

させないか、そしてやっぱり災害の教訓を伝承していくのか、そういったところ

に今後は重点等を置いてですね、今後の災害に備え、１人の犠牲者も出ないよう

な取り組み方というのは、全力を尽くしてやっていかなければならないかと思っ

ております。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  村長、今言われますとおりですね、しっかりそういうものに対しては取り組ん



で、継続的にですね、お願いをしておきたいと思います。 

 それで、最後にですね、防災士ですね、防災士の養成について、ちょっとお尋

ねしたいと思います。 

 ご承知のとおり、防災士とは自助、共助、公助を原則として、社会のさまざま

な場で防災力を高めることが期待され、そのため十分な意識と一定の知識、技能

を習得したことを、日本防災士機構が認証したものの方を防災士と示すようにな

っておるかと思います。 

 それで今、全国や地方自治体、また大学等でですね、この研修の取り組みをな

されているかと思います。 

 それで、近隣である日田市もですね、この取り組みを２９年災害以降に今やっ

ておると。防災士の講習会に各昔の町村、今では行政区だと思います。そういう

中で３名程度を防災士の教育にやっておるというようなことを、今取り組んでい

るそうです。 

 それで、こういうことに関しては非常に大事なことかなと。ただし、費用の要

る話がありますし、これは試験を通らんと防災士にはなれないといったような、

ちょっと難しい点はあるかと思うんですけれども、このようなものについてです

ね、村長として、この村で取り組むような考えがあるのか、伺いたいと思います。 

 議  長  村長 

 村  長  やはりこの災害を克服するためには、先ほどから言っています自助が大事であ

りまして、次が共助かなと思っております。 

 しかし、そういった中でも地域の防災力、つまり地域のコミュニケーションが

いかに取れているかによって、また大きくこの被害等も、人的被害等も変わって

くるのかなと、私は考えております。 

 現に、今回大きな災害ができた宝珠山地区におきましても、今までの地域力、

つまり地域の人々のコミュニケーションが果たした役割というのは、非常にこれ

は評価されるところではないかと思っております。 

 そういった中で、その地域力の中に防災士がいれば、もっと成果的には上がっ

ていくのではないかと考えております。村といたしましてもこの問題は、各地域

に最低１人は防災士をと思っております。 

 現に日田市の話が出ましたけれども、日田市は今４６１名の防災士がいるとい

うことを聞いておりますし、この防災士の方々が、やはり地域の防災力のアップ

になれば、先ほど言われました、費用が大体１人６万かかると言われております。

そして２日間の講習を受けなければならない。そして試験に通らなければになら

ないというような制約はあるにいたしましても、地域の中からの防災士というの

は、今後は整備を図りたいと思っているところでありますので。 

 しかし、一番不安になりますのが、どの年代の人がなるのかというのが、ひと

つ一番問題でありまして、できれば将来がまだあります中年の方あたりがなって



いただけると、非常にありがたいなと思っておりますけれども、ともあれ防災士

を希望する方は、各地区最低でも１名は配置するというような体制で、今後は取

り組んでいきたいと思っておりますので、またご協力のほどをよろしくお願いし

たいと思っております。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  そういうことでてすね、いろんな公助、共助等でですね、取り組みながら地域

を安全・安心する村づくりということを一番にですね、こういうことも今から村

長も取り組んでいきたいということでございますので、しっかりその点お願いを

しまして、私の質問を終わりたいと思います。 

 休  憩  

 議  長  ３時まで休憩します。 

（１４時５０分） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、再開をします。 

（１５時００分） 

 議  長  先ほどの一般質問で、９番 伊藤均議員の質問に総務課長のほうから答弁があ

るそうですので、答弁を許可します。 

総務課長 

 総務課長  先ほど冒頭の伊藤議員の質問にございました職員数の件についてですね、自分

のほうが、応援等でいただいた職員の数字に、村の職員と任期付職員の数字も入

れてしまっていたということもございましたので、数字についてですね、改めて

報告をさせていただきます。 

 村の職員につきましては５３名、その中で地区担当職員との１名の差について

は、医師職の方がですね、１名名前に入ってないということでございます。 

 任期付職員については５名、県や他自治体から等の応援に来ていただいている

職員が１９名で、嘱託職員が３０名で、臨時職員が１３名、このような職員の構

成になっております。ご報告と訂正をいたします。 

 議  長  ２番 梶原光春議員の質問を認めます。 

２番 梶原光春議員 

 ２  番  それではですね、私は復旧工事の進み具合について、お尋ねします。 

 各地区の説明会のときに、まず８月頃までの発注状況、それから不落、不調、

そういったものについてはお尋ねして分かっておりますが、９月、１０月、１１

月までにですね、どのくらい発注されて、どのくらい受注されたのか、また、不

調、不落はどのくらいあったのかをお尋ねします。 

 議  長  村長 

 村  長  まず、発注件数が２１カ所、事業費ベースで４億８，９００万円となります。 



 ９月時点で、発注件数ベースで、全体の発注件数ベースで言いますと４１．

２％、１１月時点で４４．８％、金額ベースで言いますと、９月が４０．７％に

対し、１１月時点では５３．１％ということになります。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  分かりました。 

 この例でいきますと、このくらいの発注ペースでいけば、村長がいつも３２年

度までには発注は終わりたいと、工事も終わりたいと言っていますけど、その見

通しはどんな具合でしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  あくまでも積算をし、入札にかけたのがすべて受注をしていただければ、３１

年度には発注できると見ておりました。 

 しかしながら、先般の例を取りますと、１４件発注をする中で４件しか請けて

いただけない状態であります。こういったところがどんどん残っていきますと、

発注には非常に支障になってくると言わざるを得ないかと思っております。 

 そのための対策等は、一応業者の範囲を広げようと、順次やっておりますが、

随意契約でいけるようなところがあれば、まずは工事を取ってもらうというのが

大事でございますので、そういった手法も今後考えていきたいと考えておりま

す。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  それではですね、続きまして、林道災害等はですね、ほぼ発注されて、たぶん

受注されていると思うんですけども、それはもう全部終わっておりますか、受注

は。その辺お伺い申し上げます。 

 議  長  村長 

 村  長  林道災害１００％発注もしておりますし、完了も次々に上がってきておりま

す。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  その前提のもとに、今からお尋ねします。 

 同僚議員の皆様方がですね、細かいところは全部質問していただきますので、

私は別なことを質問いたします。 

 そうしますと、林道が終わったということは、次になるのが、査定外の農道及

び里道、それから林道に付随する作業道ですね、これ等の工事、そういったもの。

例えば査定外のものもあろうと思います。これから出てくるだろう思います。 

 その辺のですね、対応をどういうふうになっていく考えか、お尋ねします。 

 議  長  村長 

 村  長  まずは査定をされている部分についての早期発注、早期完了を目指していきた

いと考えております。 



 それから、またいろいろとその横に付随しているところにつきましても、その

査定の工事に絡めた形でやっていきたいということは、先ほど述べたとおりであ

ります。 

 いずれにいたしましても単災で、最終的にはまだまだいろんな工事箇所が残っ

てくるものと考えております。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  そうしますとですね、当然間に合わなければ小規模農地は村がやるということ

ですけれども、これは先になって、何年先か分からないという、先ほどからの村

長の答弁でございましたけども。 

 仮に自力復旧でですね、水路、例えば水のないところだと、どうしても林道の

側溝とか、非常に道路を流れて来る水でさえ私たち竹地区は非常に水がなくて、

それも非常に集水のためにですね、集めていくような知恵を使ってですね、やっ

ております。ため池等に入れるのは。 

 当然それしか水がないんで、川がないんですから、自力復旧のですね、その上

で、前提条件で申し上げますと、自力復旧のですね、先ほど村長は考え直してい

きたいということでしたけども、自力復旧のですね、現在は１０万以上４０万ま

では５０％ということですけども、この割合を見直す考えはないでしょうかとい

うことですね。 

 と言いますのは、今ほとんどの方が自力復旧でやっている人たちは、全部先に

自分が手出しをしているわけですね、５０万かかろうと１００万かかろうと。そ

の後に自力復旧で認められた分だけが返ってくると。あと残りの半分は自分で手

出しをせないかんというような状況なんですよ。 

 当然何年か待てば、それは当然村がやってくれるんだけど、仮にそこまで待っ

たときに、農業の意欲がどんどん失われてしまうだろうと思うんですね。もうそ

こまではせんでいいと、３年も４年も経ったら、年が７０代であったら、もう７

５、６になると、もう辞める頃ですよね。 

 ですからその辺のことを、１日でも早くやってくれたら、やっぱり村としても

ありがたいし、地域としても活性するし、なんとか、じゃあ田んぼにまたやろう

かという気持ちになると思うんですよ。 

 ですから、それはよく聞く話なんでですね、その辺の割合の見直しをですね、

先ほど村長もしたいということでしたので、やるとすれば今年度からやっていた

だけるかどうか、その辺をお尋ねします。 

 議  長  村長 

 村  長  やる方向で進めたいと思います。 

 そして、今年度からじゃなくて、過去にやったところにつきましても、当然変

更するんであればさかのぼって、その点は、金額等の補完はやらせていただきた

いと考えておりますが、まずは議会の建設常任委員会、そういったところに説明



をさせていただいて、議員の皆さん方の採決をいただきたいと思っているところ

です。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  ぜひ、その方向でですね、１日も早い割合の見直しを行っていただければあり

がたいと思います。 

 実際にやりたくてもそこまでお金がないと、例えば４０万と言って、その内の

２０万は自分で手出しをせないかんわけですから、待ってればいいんですけれど

も、やっぱりそこまでですね、年を取って改めてやろうかという人はなかなか少

ないだろうと思います。ぜひですね、やっていただきたいと思います。 

 その上で次に移りますが、これから大型工事が発注されます。スリットダウン、

それから法面の、法面というか災害発生地点のですね、大型山腹吹付工事が始ま

りますが、現実に、特に岩屋駅から上はそうなんですけど、今、岩屋駅から上の

屋椎地区に行くところの橋も今補強しよります。とてもじゃないけど、大型が通

るだけの耐重性 はありませんのでですね、やっておりますけども、非常に道幅

が狭もございます。みなさんご存じのようにですね。一番遅れているところでご

ざいますけど、そこで、いつも上から下ってくる、若しくは下から下ってくる作

業車とのですね、大型じゃなくても４ｔ車ぐらいでも離合というか、離合という

言葉は方言だそうですけれども、すれ違いのときができないと。どっちかが下が

るとなると、やっぱり地区の人が下がらなきゃいかんとですよね。これは乗用車

だったら軽トラでございますので。また、してもらっているというような引け目

というわけじゃないけどですね、もう遠いところに来てしてもらっているという

ありがたさもあるんでですね、どうしても下がるんですけど、やっぱりこれは解

消せないかんと思います。これからまだ１年、２年では終わるとは思えませんの

でですね。その辺の対策は、村としては考えておられますか。 

 議  長  村長 

 村  長  当然、梶原議員おっしゃるように、竹地区それから岩屋地区の道路については

狭隘なところが多いです。したがいまして、これはもう既に県の県土事務所のほ

うとは再三話をさせていただいております。 

 したがいまして、どういう方法かと言いますと、まずは岩屋地区から上に上っ

ていくような状況になりますけれども、まずは５２号線の、何と言いますか、整

備、それを棚田の福祉館がありましたですね。あの辺りまでは早急にやってくれ

ということで、現在工事をしているところでありますし、それから上につきまし

ても、棚田交流館から上につきましては、砂防等いろいろ計画をされております

けれども、道幅を単純に広げるということは、なかなか難しいということであり

ました。 

 こちらのほうは仮設でもいいから離合できるような道路にしてくれとお願い

をしていたんですが、なかなか災害でないんで、県の道路整備のほうの金を使っ



てやるのでなかなか難しいと。 

 じゃあ、そうであればどうするのですかというので、県の朝倉県土の所長のご

提案では、各所に離合場所をですね、設置をしたいということでございましたの

で、現在のところその離合場所の設置というところで、竹地区については地元車

優先の考え方をとっていくような形で、進めさせていただきたいと思っておりま

す。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  それではですね、それが間に合わない場合はですね、業者等にですね、受注さ

れた方たちに、やっぱりガードマンとは言わなくても信号等は設置するように要

望していただきたいんですけども、いかがでしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  地元車優先になるような対策というのは、当然打っていきたいと思っておりま

す。 

 また、信号なのかガードマンか、できればガードマンのほうをですね、設置し

たほうが待つ時間が短いのではないかと思っておりますので、そういったところ

につきましてもですね、今度県土事務所のほうと詰めさせていただきたいと思っ

ております。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  それでは、次にまいります。 

 一番村の中で、非常に県を巻き込んで、非常に新聞、マスコミ等を賑わせてお

りますけれども、ＪＲ日田彦山線の復旧についてですが。 

 １０月にですね、ＪＲの青柳社長との各首長さんと県知事さんとで、別府で会

議が行われたと思います。 

 その後ですね、それはそれで結構な話だったんですが、具体的な工事の中身及

び協議はですね、事務レベルでも結構ですので、今日までになされましたでしょ

うか。 

 議  長  村長 

 村  長  まず、会議の回数でございますけれども、今、復旧会議ということで首長、県

知事が入った会議が１つあります。これは先ほど議員言われるように１０月の２

８日ですか、第２回目の復旧会議があったということです。その他に事務局レベ

ルの会議、それから検討委員会という会議があります。 

 １０月２８日以降、ＪＲ九州、福岡県、大分県の事務局レベルの会議が５回行

われております。 

 それから、福岡県であります、福岡県内の福岡県、東峰村、添田町の会議が１

回行っておりますし、また、今月の２７日にもう１回行うような形となっており

ます。 

 結果を申しますと、青柳社長は、第２回目の大分でありました復旧会議の中で



は、鉄道での復旧はやりますと言っておりますけれども、継続的な運行がなけれ

ば工事をやらないということも言っております。 

 したがいまして、この継続的な運行、例えば今、ＪＲのほうが言っております

のが、添田・夜明間が毎年２億６千万の赤字だということを言っております。鉄

道軌道法改正法案を使いましても、今、大体２０億弱の金額になろうかと思って

おりますが、それを小さな自治体であります東峰村が４分の１の負担等になるわ

けでございますけれども、それはちょっとなかなか難しい。 

 今、問題視しておりますのが、今年の災害におきましても筑豊線ですね、筑豊

線、それから日豊線も一部やられているんですけれども、そういったところにつ

いては、継続的な運行なんて言ってないわけですよね。 

 なんで日田彦山線だけにＪＲ九州はそういうことを言うんですかということ

をですね、議題として今後やっていきたいと考えているところです。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  分かりました。 

 もちろんそういう不安のもとにですね、日田彦山線が本当に復旧できるかとい

うのは、地元の人たちも半信半疑で不安な気持ちで今やっています。 

 それでもやっぱりいつかは復旧するだろうということで、１０月には岩屋地区

の人たちがツツジの下草刈りをしております。それから、金剛野橋のところので

すね、懸念でありました橋のところの杉林も、水害が起きたからやったわけじゃ

ないでしょうけれども、切っております。 

 ですからそういったですね、地元住民の方たちのですね、非常にこれは私ども

だけじゃないと思います。添田もそうですし、日田もそうでしょうけども、非常

に待ち望んでおりますので、まして４月までに、このときに明言されてますです

ね、青柳社長は。４月までにはっきりと道筋をつけると。 

 ９月のときにも長澤議員がですね、ある程度はお互いに、分けるところは分け

るべきじゃないかというような質問をされておりました。 

 その辺のことはですね、私たちも少し考えて、全面的にもちろんＪＲがしてく

れればいいんですけれども、ある程度は、多少はですね、地元もやっぱりそれな

りの努力をしなきゃいけないんじゃないかなと思っております。 

 ですから、その辺は村長と多少意見の食い違いはありますけれども、ぜひです

ね、その辺の、地元住民の意向もくみ取ってですね、会議は１カ月に１回とか定

期的なあれじゃなくても、しょっちゅうですね、今月の少し話は変わりますが、

１２月には議長をはじめＪＲ本社に行かれるということですので、ぜひですね、

その辺のことを踏まえてですね、協議に臨んでいただきたいと思います。 

 議  長  村長 

 村  長  このＪＲ日田彦山線につきましては、ＪＲの青柳社長の定例記者会見で、上下

分離方式だのバスだの、いろんなことを言っておりますので、これについては厳



重に福岡県、大分県も抗議をしました。 

 １０月２８日の会議のときに、冒頭青柳社長は、その件につきましては陳謝を

したところであります。 

 また、福岡県の９月の定例議会におきましても、自民党それから緑友会、共産

党の議員の方々が、福岡県の小川知事の政治姿勢をかける気持ちでやれと。それ

で発言をきっちりせろというようなことで揉めた結果、小川知事もその終わった

後早々にですね、国交省並びに各大臣のところとかを回りまして、要望書等を手

渡したところであります。 

 村といたしましても、同じ福岡県の添田町と色々話をする中で、今月の１８日

にはもう一度国のほうに上がって要請活動を、議長、副議長と一緒に行ってです

ね、要請活動をやろうということでやっておりますし、また２０日の日には県議

会の自民党の県議団会長、それから、福岡県自民党県連会長とも面会をするよう

にアポが取れておりますので、そういった段階で、何はともあれ金銭的な負担は、

これは、村としては、私はできないという形で臨みたいと思っております。 

 しかしながら、それではなかなかＪＲのほうも納得しませんでしょうから、そ

の観光客を呼び込む、つまりＪＲ日田彦山線の利用客が多くなるような形での施

策というのは、これは村では将来的にわたってもできますので、そういったとこ

ろも含めまして、ＪＲのほうとは交渉をしていきたいし、また、県の交通指導課

のほうにもそういうお話はさせていただいております。 

 したがいまして、ＪＲが継続的な運行をやらないと、復旧作業もやらないと言

っていることにつきましては、あくまでも金銭ありきではありません。極端に言

えば乗降客を増やせば、それは当然採算が取れるわけでございますので、そうい

った面について、村としても最大限の努力で取り組まなければならないと思って

おりますし、１日も早い復旧を成し遂げるためにも、そういった村の基盤を整備

をしていきたいと思っております。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  分かりました。 

 ぜひ、その方向でですね、努力していただければと思います。 

 それでは、最後の質問になります。 

 復興住宅について、お尋ねします。 

 現在、中原地区でですね、今造成工事が坂本組さんによって行われております。 

 問題は、２年間という仮設住宅の期間がありますけども、これが仮に１年延ば

せたとしても、３年延ばせれば何とか間に合うんじゃないかと思いますけれど

も、仮設住宅の終了するまでの期間で、その後復興住宅がすぐ住めるようになる

のかどうか、それをお尋ねします。 

 議  長  村長 

 村  長  この埋蔵文化財、このことが非常に気になっていたところであります。 



 当然、今までの私の経験として文化財が、埋蔵文化財が出てきますと６カ月は

最低でも遅れます。 

 そういった中で、本当に良かったなと思っているのは、県の県営住宅課のほう

にこれは委託をさせていただいております。そういった中で、県のほうも話を進

めさせてもらっている中で、当初予定の、来年の７月の完成に向けてはぜひとも

努力したいと言っておりますので、今のところ県のほうのそういった姿勢に対し

てよろしくお願いしますという形で、工期内には工事が終了するようなところを

お願いしているというところであります。 

 議  長  ２番 梶原光春議員 

 ２  番  分かりました。 

 そういうことであれば私どもは安心して、そういう話し合いを進められると思

います。 

 これで私の質問を終わります。 

 散  会  

 議  長  これをもちまして、本日の会議を終了いたします。 

 明日１２日は、午前９時３０分から開会します。 

 本日は、これにて散会します。 

 （１５時２７分） 
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日程第 １        一般質問 



 

 開  議  

 議  長  おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は、１０名です。 

 定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

 議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

（９時３０分） 

 日程第１   

 議  長  日程第１ 昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 ７番 長澤貞義議員の質問を認めます。 

７番 長澤貞義議員 

 ７  番  私の質問はですね、観光の振興についてでございますが、質問事項として

はゲストハウスについて、それと高齢者の福祉に関する質疑をしたいと思い

ます。 

 まず、１番のですね、ゲストハウスの入札が何回か行われたと思いますが、

落札が今までにできてないという問題が起きておりますが、全協のときにも

村からの説明いろいろございましたが、一番ですね、根本的にこういうふう

に落札ができないということの原因ですね、これは村としてどう捉えている

のか、お伺いいたします。 

 議  長  村長 

 村  長  一番の原因はですね、設計の業者と建設業者との積算額のかい離だと思っ

ております。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  そのかい離している原因というですかね、普通入札にかける物件の金額と

かは大体ある程度の見積もり金額を出すときにですね、普通一般の単価です

ね、これを参考にして入札する金額なんかを、設計の金額なんか決まってい

くと思うんですが、これがかい離があるということはですね、そもそも設計

の段階で金額的な、何というですかね、間違いというですか、入札にかかわ

った業者の方の話もちらほら聞きますと、ちょっと開きがあり過ぎるという

ことを聞いておりますが、設計段階の金額の見積もりの仕方ですね、これは、

村としてどう捉えておりますか。 

 議  長  村長 

 村  長  村としてどう捉えているかじゃなくて、契約の中にですね、７千万以内と

いうことでありますので、それを設計士としては、守ることは契約上当然の

ことだと思っております。 



 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  ７千万という上限がある中で設計の見積もりが出たと思うんですが、実際

入札をしてみると、それ以上のお金がかかるから、入札にかかわった業者の

方は落札ができないということになったんだと思いますが。 

 ではですね、設計士の方がそういう金額、７千万で金額を出したものをつ

くれるんであれば、設計士の方に、これをつくってくださいとかいう、何と

言うですかね、話にはならないんですかね。あなたが見積もった金額でやれ

るんであれば、あなたが指定した業者とかでやれるような話にはならないん

ですかね、これ。 

 議  長  村長 

 村  長  議員も契約がですね、どのように行われているかというのはご存じだと思

います。そういったことはできません。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  契約上そういう制約はあると思いますが、現在の状況であれば、もう来年

の３月までには完成が難しいと。他にも設計を、見積もりを頼んだけれど、

辞退をされたとかいう話が出ておりますよね。 

３月までに完成期限が迫っておりますが、この中で補助金のですね、話に

なりますけれど、補助金が３月までに、この建物が完成できなければ、補助

金等はどうなっていくんでしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  本事業はですね、事故繰越しをした拠点整備交付金を使おうとしたもので

ありまして、これは今年度内に完成をしなければ拠点整備は使えません。 

 したがって、申請の取り下げを行うことになるかと思います。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  とすると、最初はそういう拠点整備交付金が使えるから、ゲストハウスを

使って、地元にそういう観光客を呼び込もうという計画であったと思うんで

すけれど、この３月までにできなかったら、最後の期限後に建設するという

話も絡んでくるんですが、結局使わなければ、交付金は入ってきてないので、

そのまま消えるというですかね、交付金は入ってきてもいないだろうし、そ

のままこの計画が消えるということになれば、交付金の返還とかいうことも

ないということでしょうかね。 

 議  長  村長 

 村  長  補助金はですね、返還じゃなくて取り下げという形になります。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  取り下げということになりますと、非常に村としてもせっかく計画したで

すね、こういうゲストハウスの物件がですね、なくなってしまうということ



に対して、村としてはどう考えますか。結局入札ができなかったために、こ

の期限までにできないということですね。 

これを入札に携わった人たちのあれは、やっぱり今のままでは落札ができ

ないということでございますので、結局責任と言いますかね、一番の、これ

はどういうふうになってきますかね、責任関係は。 

 議  長  村長 

 村  長  反問権、よろしいですか。 

 議  長  質問に徹してください。 

 村  長  内容がちょっとよく分かりませんので、もう少し分かりやすく説明をお願

いしたいと思います。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  期限までに完成ということで計画されていたことですが、結局期限までに

は完成ができないということになりますと、この計画ができなかったための

原因の責任ですね、これは設計士にあるのか、発注した村にあるのか、それ

から設計士に対する設計料ですね、こういうことの支払い等もどうなってく

るのか、今後ですね、それをお伺いします。 

 議  長  村長 

 村  長  ゲストハウスの事業につきましては、地域の活性化のためにですね、重要

な案件であります。 

 当初、予定どおりにはですね、完成をしないということになりますけれど

も、この件につきましてはですね、継続事業として取り組んでいきたいと思

っております。 

 それから責任問題なんですけれども、弁護士ともですね、設計事務所の関

係についてはいろいろと相談をしておりますが、なかなか結構立証的な問題

等は厳しいかなというところが現状であります。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  全協の中で説明されたときに、最初の設計の中身と金額とが相違があると

いうことで、結局中身の作り方ですかね、それからいろいろ金額を下げるた

めに設計士も努力をしたと思うんですが、一番最初にイメージされていた完

成のモデルのケースを思いますと、なんかこうあの中で削減するしかないな

ということで、薪ストーブとかもなくすとかいう話を聞いておりますかが、

せっかくつくるのであれば、やっぱり当初の完成イメージのモデルですね、

こういうものをつくらないと、何のためにつくるのかなということが思える

んですが。 

 村長、どうですか、あの全協の中で下げるしかないということで、薪スト

ーブも削ろうという話になったんですが、完成、最初のモデルイメージとか



け離れてくるような建物になってくるんですよね。 

 落札ができないから、そういう中身を下げるということになったら、やっ

ぱり来られるお客さんはですね、やっぱりそこに来て、普通の生活とは違う

イメージですね、そこを体験したいわけですよね。そういう思いで来ると思

うんですね。やっぱりこういう田舎に来て、田舎の良さを味わいたいと。 

 だから、やっぱりある程度のレベルのものをつくらないと、もう民宿に近

いようなものであれば、そんなに金かけなくてもいいんですけれど、最初の

モデルイメージとしてはですね、やっぱりそういう高級感を出して村にお客

さんを呼び込もうという形であったんですが、そこの差異が出てきたんです

ね。村長どう思いますか、最初のモデルと、どんどん金額を下げていって、

中身を下げていって、そういうものをつくろうという話になったんですが、

私はやっぱりつくる以上はですね、ある程度のレベルのものをつくらないと

駄目だと思うんですがね。そこはどうですか。 

 議  長  村長 

 村  長  設計上のコンセプトはですね、これにつきましては、やはりできるだけ壊

さないようにということは、今、議員が言われるように、最初のコンセプト

は何だったのかというようなことになるかと思います。 

 したがいまして、そういったコンセプトは大事にしながらですね、設計の

方法等もまた見直しをしていく、そういったところに最終的にはなるんじゃ

ないかと思っております。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  設計の見直しをやりたいんでしょうけれども、結局期限までにはもう完成

は到底見込めないと思いますが。 

 その段階でこの計画がですね、できてきたのは、そういう補助金が使える

ということでスタートしたんだと思いますが、使えなければ、結局あとは自

前でやるしかないという話になると思うんですよね。 

 あと何かこう、別な補助金が出るような形で計画できるんですか、この建

物を。今の拠点整備交付金が駄目になったら、次に別な何かそういう補助金

等は付けられて、そういう建物は完成できる見通しというのがあるんです

か。 

 議  長  村長 

 村  長  この事業そのものは補助金ありきの事業ではないということは、先ほど申

し上げたとおりであります。これは、その地域を含めた活性化のためにやる

ことでございますので、その辺りはぜひともご了承をお願いしたいと思って

おります。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  私は、補助金が出るからこういう計画をしたんではなかったかと記憶はし



ておりますけれど。 

 でないと、昨年の大豪雨災害が出てですね、道路も寸断された状態で、ま

ともに道路が通行できない状況でこの計画が始まっていったわけですけれ

ど、やるならですね、もうちょっと災害の工事が落ち着いてから、やっても

よかったんではないかという気持ちは持っていました。 

 これを村長としては、じゃあ、補助金がなくてもやろうという気持ちがお

ありなんですか。 

 議  長  村長 

 村  長  この件につきましては、地域の活性化、そういった観点を考えますと、先

ほどから申し上げておりますように、補助金と言いますか、それを目的にや

ったわけではないということはご承知をお願いしたいと思っております。 

 あくまでもこれは村単独でも地域の活性化のためにはやらなきゃいかん。

そのために拠点整備交付金が使えるということで、まずはやったわけでござ

いますので、補助金ありきの事業ではないということは、ご承知をお願いし

たいと思います。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  そうなるとですね、お金はほとんど村費を使ってやるということになりま

すよね。 

 であれば、もうちょっとですね、何と言いますか、せっかく設計コンペま

でして設計士を選んで計画を進めてきたものが、ちょっと言えば頓挫するわ

けですよね。完成は未だに見通しが立たないもので。 

 ほんと言えば、私は地元の、この周辺の設計士の方に頼んでいればですね、

こんなことにはなってなかったんではないかと思うんですよね。地域の設計

の方であれば周辺の事情も分かっていますし、材料の選定に対してもきちん

として、今現在の相場に合った見積もりが出てくると思うんですね。そこの

ところがやっぱり何と言いますか、現在の設計の設計された段階で、そこが

私は失敗だったんではないかと思うんですがね、村長はどうお考えですか。 

 議  長  村長 

 村  長  村長はどう思われますかということでございますけれども、これはやはり

地域の活性化をするためにこのゲストハウスをつくる。そのためにはやはり

皆さんから、やはり喜ばれると言いますか、そういったものをつくろうとい

うことで、広くこれは公募したわけでございますので、そのこと自体が間違

っていたと、手法が間違っていたというのは思っておりません。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  そう村長がお答えになるのであれば、現在の設計した方とのですね、村と

の問題になると思うんですが、どういうふうに解決をしていくのか。もう３

月までに完成ができなかった場合ですね。できないというのはもうほとん



ど、大体分かっているんですけれど。 

 村と設計された方との責任の持ち方ですね、これはどう解決を図っていき

ますか。 

 議  長  村長 

 村  長  先ほど来その件につきましては回答していると思いますので、それをよろ

しくお願いします。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  いえ、もう１回ですね、きちんとお答えしていただきたいと思います。 

 村と設計士とですね、弁護士等も入れてですね、どういうふうに解決を図

っていくのか、それをもう一度お伺いいたします。 

 議  長  村長 

 村  長  やはり設計コンペのですね、コンセプトを壊さないような、できるだけ尊

重したような形での設計の見直し、それを今後図っていきたいと思っており

ます。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  図っていくというより、現在の設計をされた会社と村がですね、こういう

ふうになったそもそもの原因ですね、落札ができないという、金額にかい離

があるという、この原因ですね。これをやっぱり村としては設計士に追求を

していくべきではないかと。 

 私はそれが原因で落札できなかったと思うんですね。一番根本の原因は、

やっぱり７千万で見積もった設計でありますけれど、実際の中身はとても７

千万ではできない設計をしていたと。一番の根本の原因はそれだと思いま

す。 

 だから、村と設計士の方と、やっぱり設計料を払っていかなければならな

いし、この計画ができなかったということ、やっぱり村としても損害を被る

わけですよね。 

 村長が村費でもやりたいというお気持ちであれば、補助金が失われること

になるんですよね、３月に完成しないということで。そこのところの設計士

と村との責任の取り方ですね、これをもう一度お伺いします。 

 議  長  村長 

 村  長  そういったことも含めて、先ほど来回答しておりますとおり、弁護士等に

も相談をさせていただいているというところであります。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  今後ですね、弁護士を入れて、どういった解決方法になるのか分かりませ

んけれど、私はこの結果によって、村はやっぱり損害を被るんじゃないかと

思うんですね。結局使えるはずの交付金が使えなくなってしまうと。これが



一番の村としては損害だと思うんですね。 

 でなければ、交付金を使えて完成されたのであれば、交付金の分だけはや

っぱり村が助かるわけですね。期限後にまた建設をするということであれ

ば、村単独の事業費を出さなければならないことになりますので、ここの交

付金が失われるということのですね、本当に、どう村長としては考えますか。 

 私はですね、３月までに完成してれば、交付金をちゃんと貰えて村の出費

も少なく済んだはずなんですね。 

 これがやっぱり設計の金額の、何と言うんですかね、相違が出てきたもの

で完成が難しくなったということで、やっぱりそこの村としてもですね、ち

ゃんと損害が発生するんだという認識を持っていただかないと、私は駄目だ

と思いますが。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  それで、その損害の分をですね、それは請求はできないでしょうけれど、

でも、実質に損害が出るわけですよね、交付金が使えないから。 

 そこのところをちゃんと設計士にやっぱり話をしてもらって、あなたのお

かげでこういうことになって、期限までに完成ができなかったんではないか

ということは、ちゃんと村としても言うべきではないかと思いますが。どう

ですかね。 

 議  長  村長 

 村  長  設計事務所等には、その件はもう伝えております。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  それで、まあ向こうがどう答えるのか分かりませんけれど、村の言う条件

ですね、そういう伝えているということであれば、設計士の方がそれにちゃ

んと村の問いかけに答えられなかった場合はどうしますか。向こうがです

ね。 

 私は、やっぱりある程度の損害を請求してもいいと思うんですよね、村と

して、こういうことになったということはですね。向こうがそれに応えなか

った場合はどうされますか。 

 議  長  村長 

 村  長  仮定のですね、議論を今はっきりと申すことはできませんので、またその

ときは、そのときでの対応をしていきたいと思います。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  ちゃんとした解決をしていただきたいと、私は思います。 

 本当に地域のためになるので、これがですね、ゲストハウスが地域活性の

ためになるのであればですね、ちゃんとしたものをつくって、村外からのお

客さんを呼び込む施設として、それは私もつくっていただきたいと思いま



す。 

 しかし、こういうふうに、何と言うですかね、当時と違ったイメージで、

もう下げてつくらなきゃしょうがないという、これがもう一番の、何と言う

んですが、せっかく設計した当初との考えとですね、どうでもこうでもその

中身を下げてしなきゃいけないという、こうなった、つくった原因ですね。

これはやっぱり設計の段階で、設計のあり方ですね、それが一番私はそう思

うんですね。 

 設計士が見積もりを出す段階で、たぶん普通の設計するところであれば、

地域のそういう材料を取り扱っているところに見積もりを出して、いくらで

できますかという話になるんですよね。 

 今回の場合はとても、７千万で村は設計をしてくださいと頼んだんですけ

れど、実際はとても７千万ではできないという話なんですよね。そこにやっ

ぱり、そういう設計見積もりを出したことに一番の問題があるんですよね。 

 これはやっぱり村としても、やっぱりそこのところをですね、ちゃんと追

求をしていってください。 

 議  長  村長 

 村  長  先ほどからもうずっとその件については申しておりますので、先ほど回答

したとおりでございます。 

 村としてもこの案件につきましては、重要事項として捉えておりますの

で、それなりのまた対応策は取っていきたいと思っております。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  これはもう村長以下村当局にお任せするしかないんですけれど、議会とし

てもですね、やっぱりこの案件に関してはですね、やっぱりどうしてこうい

うことになったのかということで、一番関心を注がれている事案でございま

すので、しっかりそこのところをですね、議会も納得いく解決策を出してや

っていってください。 

 次の質問に入ります。 

 高齢者の福祉の充実について、暖房対策についてでございます。 

 もう本当に冬に入りまして、特にここ４、５日寒い毎日になっております。

私の周辺の高齢者の方はですね、ちょっと家にお伺いすると、やっぱり最近

の灯油、油製品の値上がり問題等でですね、灯油がかなり前から見ると上が

っております。高齢者の方はですね、寒いのを我慢して、やっぱり炬燵だけ

で過ごしている方がおられるんですね。 

 高齢者が生活するために、風邪を引かないためにも、余裕をもって灯油ス

トーブを使えるような支援がですね、村からできるかお願いしたいんです

が。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 



 ７  番  だから高齢者の方はですね、我慢してストーブをつけないで生活してるん

ですね。やっぱり灯油が高いということで。 

 今年の夏があまりにも暑すぎて、九電は高齢者がいる世帯に対しては、電

気料金を下げる契約をできますよということで来てました。手紙がですね。

私の家も高齢者を抱えておりますので、契約をお願いして、電気料金は暑い

間ですかね、これは下げてもらう契約になりました。 

 村としてもですね、うちの村はですね、特に小石原地区は、特にまた寒い

地域でございますので、高齢者の福祉に対してですね、村長、どういうお考

えをお持ちですか。 

 議  長  長澤議員、それから村長、この一般質問の最初に書いているように、村か

ら補助ができないのかという質問で、最初に行っていただきたいと思いま

す。 

村長 

 村  長  最近のですね、急冷な冷え込みにつきましては、やはり高齢者の方も含め

てですね、たいへんご苦労されているかと思っております。 

 今、議員の質問にありますように、灯油等の支給等はできないのかという

ことでございますけれども、現在のところ村としては、そういった考えは持

ってないということでございます。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  例を出したらちょっと違いすぎるんですけど、北海道辺りはですね、やっ

ぱりもう寒くて暖房がなければ生きていけないということでございますけ

れど、ちょっと中途半端と言いますかですね、でも毎日が寒い折になります

と、やっぱり風邪を引いてもらわないためにもですね、暖かく過ごしてもら

うためにもですね、今の村長のお答えでは、そういう支給をすることはでき

ないということですが。 

 村長も周辺の高齢者の方のお家を回ってですね、高齢者の意見を聞いてい

ただきたいと思いますが。 

 今後のですね、やっぱり病気にならないためにもですね、風邪を引かない

ためにも、こういった取り組みを私は少しでもいいから、やっていただきた

いと思うんですよね。そういう考えはないですか。 

 議  長  村長 

 村  長  福祉の問題というのは、非常にやはり際限がないというところは、もう議

員ご承知だと思います。 

 できるだけですね、高齢者の方には寄り添った形での行政運営はやってい

きたいと思っておりますけれども、この辺りが逆に言いますと、どのくらい

の予算規模等になるのかですね、それから、また村といたしましても、今災

害復旧の形で、査定でいただいたお金では足りないというような状況であり



ます。 

 そういった中で集落支援員がですね、ストーブのタンク辺りも、何と言い

ますか、入れられないというような方もおられたということで、そういった

ところにつきましては、集落支援員が行って補助しているというようなこと

も聞いておりますので、そういったことであれば、また集落支援員等もです

ね、活用していただければと思っております。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  現時点では簡単にはできないというお答えと解釈します。 

 これからもですね、寒い冬が続きますので、高齢者の方たちにはですね、

健康に気を付けて生活をして、今の話はですね、また別な機会にでも、また

出していきたいと思います。また、他のやり方もあるのかなという気持ちで

もおります。 

 集落支援員さん等も参加していただいて、高齢者の福祉を充実していく取

り組みですね、これも一緒にやっていかなければならないかなと思っており

ます。 

 私の質問は、これで終わります。 

 休  憩  

 議  長  １０時２０分まで休憩いたします。 

（１０時０９分） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、再開します。 

（１０時２０分） 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員の質問を認めます。 

６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  私はですね、産業の振興についてということで。 

旧小石原小学校の再生が豪雨の関係で一旦中断しておりましたけれども、

やっと動き出したようでございます。 

 先日検討委員会が行われたようでございますけれども、行政として、これ

からどのように進めていくのかをお伺いいたします。 

 議  長  村長 

 村  長  旧小石原小学校の活用につきましては、平成２６年度から２８年度の３年

間、プロジェクト委員会のメンバーで整備内容などを議論していただきまし

た。 

 その中で、最終的に施設の運営をどうするのか、といったところが最終的

に残りまして、それで、指定管理委託をするのか、それとも賃貸借契約でや

るのかというのが議論をされてた中でございます。 



 先ほど議員言われましたように、昨年豪雨災害がありまして、その会議等

が中断をしておりましたので、今年度になり再度委員会等を立ち上げてです

ね、この運営の方法についての議論、それからまた運営の方法の仕方により

ましては、現在の計画どおりの平面計画でいいのか、そういったものも含め

まして議論をしていただくということになっております。 

 やはりダムの水特法の関係でやることでございますので、来年度までの余

裕の期間を貰っております。そういった中で今年度中には、指定管理者の大

体目途もつけまして、そして来年度に再度設計の見直しなり、どういった具

合に運営をしていくのかというのを決めた段階で、３２年度には工事を着工

し完了をしたいと思っております。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  今、村長が詳しく説明していただきましたので、もう２番のほうに入らせ

ていただきます。 

 検討委員会の資料を見せていただきましたけれども、以前からほとんど変

わってないのじゃないかと思っております。 

 これは先ほどの、ちょっと設計も変更あるという村長の意見ではございま

したけれども、これは今まで入っていた同じコンサルさんというんですか、

企画会社ということで続けていくつもりなのかを、ちょっとお伺いします。 

 議  長  村長 

 村  長  現在入っているコンサルの方は、長崎県の波佐見の西の原地区のまちづく

り再生などで非常に大きな実績を残しているコンサルでございます。 

 この業者さんが波佐見焼全体も含めてですね、再生をしたということでご

ざいますので、今年度につきましてもこのコンサルのほうにお願いをしたい

と思っております。 

 また、設計等につきましては、今まで図面等を書いていただいたコンサル

等が一番やはり内容的にも周知しているんじゃないかと思いますので、これ

もまた今までのコンサルさんにお願いをしたいと思っております。 

 先ほど申しましたように、今回のメンバーの中で、本当にやはり運営をど

うするのかということをですね、きっちりと詰めていただいて、しかも、で

きれば運営の主体も決めさせていただきたいと思っております。 

 その運営をされる方のご意見等をやっぱり入れて、そして賃貸借契約によ

る運営に持っていきたいと考えているところであります。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  ちょっとこの中にはないんですが、今、村長が運営ということを、運営を

してもらうということでございますけれども、こういう運営をしていただく

という人たちは、また公募か何かでするわけですか。それともこちらから指

定とか、そういうふうな感じになるわけですか。 



 議  長  村長 

 村  長  現在のところ公募をですね、考えております。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  ちょっとコンサルの話が出ましたので、ここからちょっとコンサルとか企

画のことについて、お聞きいたしたいと思います。 

 今までですね、東峰村にはですね、コンサル関係の方や企画の方々がたく

さん採用されて、村のためにたくさんの企画などを出していただき頑張って

いただいたかなと思いますが、今の現状を見るとですね、なかなか結果が出

ている施設はないと考えております。 

 今の現状を、大体どのようにお考えてになっておるのかをお聞きしたいと

思います。 

 議  長  村長 

 村  長  現状をどのように認識しているのか、ということと思いますけれども。 

 やはり先ほど長澤議員の質問にありましたゲストハウスについても当然

のことでありますけれども、やはりこの村の組織におきましては、技術屋と

いうのがいません。 

 そういった中で、こういう改修工事とかいろんなものにつきましては、コ

ンサルに頼らざるを得ないというところは分かるんですけれども、それをや

はり管理と言いますかね、それを指導していくという人材もいません。 

 そういった中で、やはりこちら側からのコンセプトをちゃんとやっとかな

いと、今質問にありましたように、なかなかつくったけれども、それが予定

どおりには活かされてないというような現状があります。 

 そういった中で、やはり施設の、最終的には運営をどうするのかというの

が一番大事なこととなるかと思いますので、今回につきましては、その運営

面につきまして、まずは運営者を公募し、そして選定した段階で、運営者が

逆に建物をどのように使いたいのか、それも含めてですね、議論をさせてい

ただければと思っております。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  今まで私もですね、コンサルはだいぶ批判をしてきたところでございま

す。私もそんなに深く考えもせず、質問とかもしないでですね、反省しなけ

ればいけないかなと考えております。 

 村で採用しているコンサル会社等について、ちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

 コンサル会社の採用基準というのは、どのようにして決めておるのか。一

度決まったら、もうそのまま半永久的に同じ会社に任せるんですか。そこの

ところはどのようになっておりますか。 

 議  長  村長 



 村  長  その発注する業務によってですね、コンサルは変わっております。 

 例えば、土木の工事等のコンサルにつきますと、その専門の業者、それか

ら、当然建築ですと建築専門の業者、それから、こういった施設の改修等に

つきましては、やはり今までそういった施設を改修し、運営がきっちりとな

されているような業者、そういったところをコンサルとして選んでいるとこ

ろであります。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  コンサルをですね、今のように決めるときにですね、企画案とかそういっ

た意見を聞いて、その案がいいと思って決められているのだと思いますが、

今までいろんな企画とかコンサルとかで、結果がどのように、良いほうに出

ているところがあるのかを、ちょっとお伺いしたいと思います。 

 議  長  村長 

 村  長  土木等につきましてはですね、それは結果は、当然良い結果と言いますか、

それは出ているかと思います。 

 ただ、議員もご承知のように、過去の話をしますと、いぶき館とかですね、

それから、今回のゲストハウス、そういったところにおいては、やはり問題

があるのかなと、私は認識をしております。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  では、２番のほうに行きます。 

 本村に観光客を呼び込むために、何か考えているのかということでござい

ます。 

 昨年からですね、災害ボランティアとして私たちの東峰村に福岡の団体が

来てくれました。それこそ身銭を切ってですね、いろいろな活動をしてくれ

ました。また、しております。 

 ご存じの方もおられると思いますけれど、昨年１０月から１２月までつづ

みの里の第２駐車場にコンテナを設置して、無料のカフェを開設しました。

また、小さなお子様も遊べるほどのキッズコーナーなども開設してくれまし

た。たくさんの村民の方、また、小さなお子様を連れた若いお母さんたちの、

本当に癒しの場所になったと考えております。 

 また、昨年１１月初旬に開催したつづみの里秋まつりにはですね、民陶祭

を上回るようなたくさんのお客様が来ていただきました。この秋まつりに

も、この団体がいろんな企画やアイデアを提供してくれました。あれだけの

集客があったのも、この団体の協力があったからだと思っております。 

 また、この団体はですね、東峰村のことを本当に真剣に考えております。

自分たちの生活のすべてをこの村にかけております。それだけこの東峰村の

魅力に引きつけられて、この村の素晴らしさを全国に、世界に発信したいと、

いつも熱く、熱心に話しております。村長もそのことはよく分かられておる



んではないかと思っております。 

 そのような方たちがいるということに対してですね、村長はどのように考

えておられるのかをお聞きしたいと思います。 

 議  長  村長 

 村  長  昨年の豪雨災害以後ですね、多くの方々に復興支援をいただいていること

につきまして、この場をお借りいたしまして、改めて深く御礼を申し上げた

いと思っております。 

 議員の言われている団体というのは一陽来復の皆さん方ではないかと思

っておりますけれども。一陽来復の皆さん方につきましても、先ほど議員が

紹介をしていただいたように、つづみの里第２駐車場のカフェをはじめです

ね、岩屋神社を含めた宝珠石祭り、それから小石原のほうでは、また大きな

イベント等もしていただきました。このことにつきましても、非常に心から

感謝を申し上げたいと思っております。 

 また、議員が言われるように、名前を出していいかどうか分かりませんが、

三輪さんをはじめですね、スタッフの方々には、この村をなんとかしたいと

いう思いで、一生懸命頑張っておられます。 

そのことに対しまして、村のほうから十分な支援等ができてないというこ

とにつきましても、私、反省をしているところでありますけれども、やはり

そういったベントに対しましても、予算組み等をきっちりしておかないと、

なかなか支援等もできない。ただ、お金だけの支援でいいのかと言いますと、

やっぱりそうじゃないと思っております。 

 そういった中で、今後ともですね、いろんな方が東峰村でイベント、それ

から来村をしてくれるわけでございますので、この村のやはり暖かさと言い

ますか、魅力を包んでいけるような村づくりを今後ともやっていかなければ

ならないかなと思っておりますし、また、そのことがイベントをやっていた

だいている方々に対しての、１つのお礼となるんではないかと思っておりま

す。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  私がこの後言おうかと思っていたんですけど、村長が先に言ってしまいま

したけれども。 

 ７月にですね、予定するつもりでおりました宝珠石祭は大雨のために延期

となりました。しかし８月にはですね、岩屋神社で宝珠石祭セレモニーを実

施いたしました。岩屋神社総代さんをはじめ多くの関係者にご参加いただ

き、Ｔ－ＢＯＬＡＮ森友嵐士さんの国歌奉納、墨書画奉納、また比叡山延暦

寺からは５名の御坊様に来ていただき、神職とともに復興祈願をしていただ

きました。 

 その後、いずみ館で行った行事の中で、岩屋神社をメインとしたビデオを



流しましたが、あの映像を見て、村長はどのように思ったのか。 

 あのビデオの映像は英語でも説明書きがされております。国内のみならず

世界にも発信できる映像だと、私は思っておりました。村として、譲り受け

てでも村のホームページ等で紹介はできなかったのかと思っておりますが、

そこのところはいかがでしょうか。 

 議  長  村長 

 村  長  森友嵐士さんをはじめですね、いろんな方にご協力をいただきました。ま

た、素敵なビデオ等も作っていただいております。 

 なかなかそれが村としても活用されてないということでございますけれ

ども、現段階では、やはりホームページ上の YouTube とか、それから今、

伝承館もできておりますので、その伝承館の中の映像の１つとして、利用さ

せていただきたいなと思っております。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  なるべくですね、やはりあれほどのビデオですので、東峰村の本当の宣伝

になると思いますので、ぜひ、利用をしていただきたいと考えております。 

 そしてですね、先月延期しておりました宝珠石祭イベントも開催いたしま

した。２日間で１千人ぐらいの方々に来場していただきました。このイベン

トにもですね、Ｔ－ＢＯＬＡＮの森友嵐士さん、そして大黒摩季さんにも来

ていただき、会場を非常に盛り上げてくれました。このイベントは、７月開

催予定だったイベントが延期になったため、非常に予算がなくてですね、テ

ントは窯元さんたちの方々にお願いして借りて、窯元さんたちのテントを借

りて設営をいたしました。また、タレントさんの控室が近所にありませんで

したので、村民の方の家を借りて、そこを控室にしていただきました。 

 このようにですね、村民の方々が協力してくれたのも、この団体の熱い思

いがあったからだと、私は考えております。 

 また、後片付けにはですね、職員の皆さんに非常にお手伝いをしていただ

き、これは本当に感謝するものであります。また、村長にも職員の派遣をし

ていただき、これも感謝いたしております。 

 このようにですね、東峰村のために、この村の良いところを本当に真剣に

考えている人たちは、そんなに村内にもいないのではないかと私も考えてお

ります。私もこの方たちに引っ張られながらいろんなお手伝いはしてきまし

たけれども、一議員がどんなに頑張ったところでたかが知れてるなと思って

いるところであります。 

 これからですね、やはり行政がこの人たちの企画やアイデアを利用して、

新しい発想を取り入れた村として、活性化に繋がるような村づくりをしてい

ただきたいと思いますが、そこのところはいかがでしょうか。 

 議  長  村長 



 村  長  高倉議員言われましたように、議員もですね、陰日向になり、そして後ろ

を支えていただいたおかげだと思っております。 

 こういった人たちというのは、非常にこの地域の活性化、ましてや東峰村

の活性化につきましても、たいへん有意義だと思っておりますので、今後と

も話を進めさせていただきたいと思っておりますし、できれば年間計画みた

いな形でですね、事前に計画性のあるような形でご提案等をいただきます

と、またそれなりの対応の仕方がちょっとあるんじゃないかと思っておりま

すので、こういった点につきましても、話をですね、させていただきたいな

と思っておるところであります。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  次の質問に入ります。 

 義援金と書いておりますけど、寄附金も入るかなと思います。自分はちょ

っと義援金と寄附金のあれがよく分かりませんでしたので。 

 今までですね、本当にたくさんの方々から義援金、寄附金、いろんな形で

いただいておると思いますが、今までどのような使われ方をしてきたのか

を、ちょっとお伺いいたしたいと思います。 

 議  長  村長 

 村  長  義援金、寄附金にいただきましても、この豪雨災害後ですね、全国各地並

びに企業の皆さん等から支援をいただきましたことにつきましては、また、

この場をお借りいたしまして、厚く御礼を申し上げたいと思っております。 

 義援金と寄附金の関係は違うということでございますので、義援金につい

て、どのように使われているのかと言いますのは、担当課長のほうから説明

をさせていただきたいと思っております。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  先ほど村長が言いました寄附金と義援金の関係。 

寄附金につきましては、一応総務課というか、村の災害復興の支援という

形で、村のほうで会計で受け入れて、村の予算として支出をしているもので

ございます。あくまで直接法人とかですね、応援していただいている方から

ですね、村長室なりに応援に来ていただいて、そのときに寄附金という形で

お受けしております。 

 これについては、２９年、３０年受けておりまして、それは、やはり村の

復興にかかる分、また、災害の応急復旧とかですね、いわゆる補助金とかが

ない部分についてですね、大切に使わせていただいているものでございま

す。 

 義援金につきましては、担当が住民税務課のほうになります。これについ

ては、それぞれ口座等をですね、開設をいたしまして、広くホームページ等

で義援金のお願いという形で呼びかけをいたしましてですね、そういった形



でいただいた分で、これについては被災者のほうに直接配布されるというこ

とで、この件につきましては、住民税務課長のほうから説明ということにな

ります。寄附金の説明については、私のほうからさせていただきました。 

 議  長  住民税務課長 

住民税務課

長 

 先ほど総務課長が申し上げましたとおり、義援金につきましては、その趣

旨からですね、被災された方へ速やかにお届けするということで、発災直後

から東峰村災害義援金配分委員会を設けましてですね、これまで６回の委員

会を開催いたしております。 

 現在、第４次配分まで終了しておりますが、議会のほうからもですね、こ

の配分委員会に出席いただいておりますので、たぶんご存じな部分があろう

かと思いますが、詳細にお伝えしたほうがよろしいですかね。 

 （６番「いいです。」の声あり） 

 よろしいですか、はい。 

 今現在、義援金につきましては、そういう形で配分を随時させていただい

ておるところです。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  もう２番のほうに入ります。 

 昨年の豪雨災害では、大なり小なりほとんどの村民の方が被害を受けたと

考えております。直接本当に大きな被害を受けた方もおられますけれども、

停電とか水道が出ない、これも被災の内だと私は考えております。 

 村民一人ひとりの心の傷を癒していくべきだというふうに書いておりま

す。どのようにすべきか考えはありますかと書いておりますが、これはです

ね、村民の方から私は意見をいただいたのです。 

 こういう義援金がどういうふうに流れておるのか、ちょっと分かりません

でしたので、義援金であるか寄附金であるか、これでＣＤ作製。 

 何でかと言うと、先月、いつだったですかね、音楽堂で行われた音楽を聴

いたときに、「たからのとき」の挿入歌とか「未来号」、ああいうふうなそう

いうものをＣＤにして、希望をする村民の方に配布はできないかということ

でございました。 

 ですから、ＣＤ作製というのが、どのくらいかかるものか、ちょっと私は

分かりませんけれども、そういった方向には使えないものかと、ちょっとそ

れをお聞きしたいと思います。 

 議  長  村長 

 村  長  村民の一人ひとりの心の傷を癒していくべきだと思います。ということな

んですけれども、まさしくそのとおりでありまして、村民の方一人ひとりに

寄り添った形で、村といたしましても支援をしていきたいと思っております

し、また、心の傷が癒えるような形につきましても、職員それから北筑後保



険事務所のほうとも連携を取ってやっているような状況であります。 

 今、議員ご提案のＣＤ等につきましても、たぶん東峰村復興応援歌辺りの

話じゃないかと思っておりますが、予算を立てればですね、寄附金の中から

でもできるんじゃないかと思っておりますので、また、議員の皆さん方にご

相談を申し上げ、そしてＣＤ等は、作ればまた全戸なり配布をさせていただ

きたいと思っております。 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  そういった「たからのとき」の挿入歌は、そういうことで応援歌でござい

ます。 

 それでですね、その方が言われるには、本当にその歌を聞くと涙が出ると、

いうふうなこともおっしゃられておりました。 

 それで、はっきり言って、ＣＤを、今、村長は全戸配布というようなこと

で言いましたけれども、それをしてもＣＤを持たない人、使えない人がおら

れると思いますので、これは、将来的にどういうに考えるか分かりませんけ

ど、あくまで希望者だけでも私はいいと思いますけれども、そういう考えで

ですね、やっぱり前向きに村民の方の癒しになれるようなことをこれからも

考えていただきたいと思います。 

 以上で、私の質問は終わります。 

 議  長  高倉議員、答弁はいいですか。 

 ６  番  はい。 

 散  会  

 議  長  以上で、一般質問を終わります。 これをもちまして、本日の会議を終了

いたします。 明日１３日は、午前９時３０分から開会いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。          （１０時５０分） 
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 開  議  

 議  長  おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は、１０名です。 

 定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

 議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

（９時３０分） 

 議  長  これより、各議案の質疑、討論、採決を行います。 

 日程第１   

 議  長  日程第１ 議案第４３号「東峰村残土処理場の設置及び管理に関する条例

の制定について」を、議題といたします。 

 説明は終わっておりますので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  お伺いいたします。 

 ４ページのところなんですけど、２条の（２）のところで、処理場、東峰

村が管理運営し、ということになっておりますが、これは運営管理者を置く

のか、またこれとはちょっと違うんですけど、よく都会で見るような大きな

フェンスとか、そういったものを付けるのかどうかをお伺いしたいと思いま

す。 

 議  長  建設水道課長 

建設水道課

長 

 １点目の管理運営につきましては、今後運用していく中でですね、県さん、

福岡県さんから出てくる土砂とうちから土砂が出てくるんですけども、今の

ところ当面県さんのボリュームが多いものですから、県さんのほうの対応で

ですね、そこに常駐いたします。委託常駐するということになってございま

す。 

 あと２点目のフェンス等につきましては、下流のほうからは入って来れま

せんので、上流、上流と言いますか、山手のほうにはですね、フェンスを既

に設けておりますので、その門扉の開閉によってですね、管理していく形に

なります。以上でございます。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  将来的に満杯になるわけですよね。この集まった土砂を、どこかに要望が

あれば出すという可能性もあるんですか。結局埋め立てに必要な、土砂が必

要ということであればですね。そういうことであれば、どういうふうになる

のかお伺いします。 

 議  長  建設水道課長 



建設水道課

長 

 もちろん今回の処理場に持ってくる土砂はですね、土については土砂等と

明記しておりますので、それで今ご指摘の、例えば埋め立てに使いたいとか

いうことで、それが適した土砂であればですね、それは、そのときによって

対応叶うかなと思っております。以上です。 

 議  長  他に質疑はありませんか。 

 ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第４３号「東峰村残土処理場の設置及び管理に関する条例の制定につ

いて」を、お諮りいたします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  全員賛成と認めます。 

 よって、本案は、原案どおり可決されました。 

 日程第２  

 議  長  日程第２ 議案第４４号「東峰村ケーブルテレビ施設条例の一部を改正す

る条例の制定について」を、議題といたします。 

 説明は終わっておりますので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 （反対討論なし） 

 議  長  賛成討論はありませんか。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第４４号「東峰村ケーブルテレビ施設条例の一部を改正する条例の制

定について」を、お諮りいたします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  全員賛成と認めます。 

 よって、本案は、原案どおり可決されました。 



 日程第３  

 議  長  日程第３ 議案第４５号「東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び東

峰村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」を、議題といたします。 

 説明は終わっておりますので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 （反対討論なし） 

 議  長  賛成討論もありませんか。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第４５号「東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び東峰村一般職

の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」

を、お諮りいたします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  全員賛成と認めます。 

 よって、本案は、原案どおり可決されました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 議案第４６号「平成３０年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算

（第５号）について」を、議題といたします。 

 説明は終わっておりますので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

８番 大蔵久徳議員 

 ８  番  ３５ページですね、３款３項９目、１９節の負担金補助金。 

 宝珠の郷の空調のことなんですが、説明では折半するということでござい

ました。 

 宝珠の郷においては数年前も空調の更新があっておりました。そのときは

何か全額宝珠の郷が出したと。 

 大体宝珠の郷自体は、村の持ち物であるので、１０万を超えるときは村が

大体工事をするという話を聞いておりましたけれども、今回折半ということ

でございますが、どういった経緯でこういうふうになったのか、お聞きしま

す。 



 議  長  保健福祉課長 

保健福祉課

長 

 経緯としましては、最初にですね、宝珠の郷のほうからですね、空調のほ

うが壊れたということで報告がありまして、個別のですね、空調というか、

一部屋、一部屋の分の個別の空調でということでですね、提案があっており

ました。 

 そこで協議をしましてですね、今の室内機及び配管を使ってですね、短時

間で終わる方法を、工期的にも短時間で行われる方法はないかということで

協議をしましてですね、室外機のほうをですね、空冷チラーのほうに変更と

いうことで協議をさせていただいたときにですね、そこで予算関係もです

ね、協議をいたしまして、今村のほうでもですね、災害復旧のほうで予算を

支出していて、財政も不足しているということで、協議をした結果ですね、

折半で行おうという協議になりまして、今回の工事としまして、村と宝珠の

郷の折半という協議になっております。以上です。 

 議  長  ８番 大蔵久徳議員 

 ８  番  数年前の空調をやり直したときも全額宝珠の郷が払ったということで、そ

のときは村が、金がないという、なんか担当の話があったという話も聞いて

おります。 

 今後こういったときがあったときは、金があるときは払うのか。それとも

最初のあれに則って１０万以上は村がするのか、その辺りはその都度、その

都度変わるのか、また最初言ったように１０万に則ってするのか、その辺り

をお聞きします。 

 議  長  村長 

 村  長  宝珠の郷は公設民営の運営でございます。 

 そういった中で、いろんな取り決め等もさせていただいておるわけでござ

いますけれども、この公的部門に係るですね、補修・改修につきましては、

村のほうが１０万以上というようなことであったんですけれども。 

 以前ですね、宝珠の郷のほうから寄附金みたいな形で１３０万貰っており

ました。それが税法上ですね、問題があるということで、そうであれば１３

０万の補修費についてはてすね、宝珠の郷のほうで持っていただくようにと

いうことで、話がついていたわけでございます。 

 今回、保健福祉課長が申しましたように、宝珠の郷の提案ですと４千何百

万かかるんですね。それで、私もちょっとその辺りは建築をやっていました

ので、既存の配管、それから吹き出し口等を使ったセントラル方式であれば

ですね、もっと安くできるんじゃないかと。しかも内部のほうの費用がです

ね、ほとんどかからないということで、そういう提案をし、検討した結果、

２千万弱になったということで、それで９００万ぐらいのですね、村のほう

の負担となると。 



 そういった中で、今回に限りましては、村のほうも災害復興工事等で非常

に予算的にも厳しいんで、なんとかならないかというお願いを、折半でなん

とかならないかというお願いを、協議をさせていただきましたところ、向こ

うのほうも受けていただきましたので、今回そのような折半という形になっ

ております。 

 ただ、今後の対応としてどうするのかということでございますけれども、

本来の数字から言いますと、先ほど言いました公設民営ですので、村のほう

が負担をしなければならないということはあるんですが、その辺り、私の個

人的な考え方としましては、宝珠の郷のほうも余剰金と言いますかね、それ

も結構お持ちでございますので、できればできるだけ宝珠の郷のほうにも協

力をしていただいてですね、やっていければと思っております。 

 いずれにいたしましても、この件については、以後どうするのかというの

は、建物の年数も年々と経過しておりますので、また話し合い等をですね、

させていただきたいと思っております。 

 議  長  他に。 

６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  ３４ページ、税務総務費の中で、ふるさと納税のことでちょっとお聞きし

ます。 

 これは、今現在、返礼品というんですかね、それは何種類あるのかを教え

ていただきたいと思います。 

 議  長  住民税務課長 

住民税務課

長 

 昨日の一般質問の中で若干説明させていただきましたが、８事業者の方

で、１１月末時点で２８品目の返礼品のご協力をいただいているところで

す。 

 議  長  他に、質問。 

５番 高橋弘展議員 

 ５  番  ３６ページをお願いいたします。 

 ７款１項１目商工振興費の中の、復興支援プレミアム付き地域商品券につ

いてお尋ねいたします。 

 額の説明はあったんですけれども、発行時期、あと１人当たりの限度額等

をですね、ちょっと詳細な部分をお教えいただけますでしょうか。 

 議  長  農林観光課長 

農林観光課

長 

 今回の復興支援プレミアム付き地域商品券でございますが、昨年の運用と

全く一緒でございます。 

 １月１日から受け付けを行いまして、２月の１１日だったと思います。そ

れぐらいからですね、引き換えを行います。そして６月いっぱいですね、６

月いっぱいまで使用することができます。以上です。 



 議  長  農林観光課長 

農林観光課

長 

 失礼しました。 

 個人当たりのですね、購入限度額は昨年同様５万円でございます。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  説明の中で、引き換え期間ということもあったので、去年と同様に申し込

みというか行って、もし多い場合は抽選となるか、先着順となるのか。その

点と、あと村内者向けだけなのか村外の方も可能なのか、その辺も含めてお

願いいたします。 

 議  長  農林観光課長 

農林観光課

長 

 昨年の例を申し上げますと、実質ですね、抽選という形にはならずに、応

募すれば皆さん購入できるような状況でございました。 

 また、５月の民陶むら祭以降だったと思いますが、道の駅のほうでですね、

直接予約なしに販売も行っております。 

 そういった販売方法を取って完売したわけでございますが、今年もそのよ

うな事象強になるのではないかなと、想定はしておるところでございます。 

 昨年が６千万、発行総額が６千万でしたけど、今回が３，６００万と、若

干金額が減っておりますので、昨年と全く同じ形態を辿るかどうかというの

は分かりませんが、村のほうで予想しているところでは、そのようなことを

思っております。 

 また、対象者については、県内、県外問わず、村民に限定する、そういっ

たことではございません。どなたでも購入することができます。以上です。 

 議  長  ９番 伊藤均議員 

 ９  番  まず、この学校教育の関係について、お尋ねをしたいんですが。 

 まず、２９ページのですね、学校教育施設整備事業債、これについて、昨

日の説明の中では６割の交付税があるというようなことで、説明を受けてお

るわけなんですが、これに関する償還についてのですね、どういう形で償還

をされるのかと。 

据え置き並びにですね、償還年数等を教えていただきたいということと、

同じようにですね、３６ページの１０款２項ですね、１目のところの、この

施設工事について、一昨日には１８教室ということで説明を受けておりまし

たが、これは、この１８教室をすれば全部が終わるのかと。 

 先行して２カ所でしたかね、エアコンを取り付けてあるかと思います。体

育館とか、そういう武道館とか、そういものに関しては、そういうものはな

いことは承知しておるんですが、これで全部が網羅できるのかということに

ついて、お尋ねをしたいと思います。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  学校教育施設等整備事業債の償還については、通常学校教育等の施設につ



いては、２０年から２５年の償還期限を設定するんですが、今回がエアコン

ですね、空調機ということで、耐用年数が非常に短いという事情があります

ので、今のところはですね、確か１０年償還だったと。１０年程度の償還で、

２年の据え置きですね、そういう形での借り入れを、一応県のほうに一時要

望という形で出しているということで、ご理解いただきたいと思います。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  先ほどの質問ですが、全教室を網羅するのかということでございますが、

一応この１８教室ですべて教室は付く予定でございます。 

 議  長  ３番 黒川隆康議員 

 ３  番  関連ですが、この工事についてですね、どういった計画で進めていくのか、

ちょっとお尋ねしたいと思います。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  概略でございますが、今、内示が来ております。 

 １月中旬過ぎに交付申請をした後に、交付決定がある予定でございます。 

 それと同時にですね、これにつきましては、１３節で設計委託を組んでお

るとおり、準備を進めてですね、その辺りで設計を始めてですね、３月には

着手にかかれるように準備したいと考えております。 

 できればですね、学校が授業等ありまして、長期休業等に重なればですね、

工事の進捗が早いと思いますけれども、春休み等でそこまでいっているかと

いうのが、ちょっと今疑問のところがございますけど、その辺りにつきまし

てもですね、設計を組んだ後にですね、学校側との協議も含めながらですね、

夏、要は、エアコンシーズンになるまでにはですね、工事を完了したいと考

えております。以上でございます。 

 議  長  他に質疑はありませんか。 

 ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 （反対討論なし） 

 議  長  賛成討論はありませんか。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第４６号「平成３０年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第５号）

について」を、お諮りいたします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 



 議  長  全員賛成と認めます。 

 よって、本案は、原案どおり可決されました。 

 日程第５  

 議  長  日程第５ 議案第４７号「平成３０年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入

歳出補正予算（第２号）について」を、議題といたします。 

 説明は終わっておりますので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

９番 伊藤均議員 

 ９  番  ４３ページ、歳出のほうでですね、ここに４目、７目、８目という形で、

漏水等修理ということだけの記載があっておりますが、このものについて

は、抜本的なものが直っていくのか、また、この後にですね、次年度にまた

こういう形のものが発生する可能性があるものも含んでですね、今回の漏水

修理なのか、今あっているものについて対応するための、この歳出なのかと

いうところを詳しく教えていただきたいんですが。 

 議  長  建設水道課長 

建設水道課

長 

 計上している額につきましては、計画的補修に使うものではなくてです

ね、やはり判明したと言いますか、そういったところの修繕に使うものでご

ざいます。 

 計画的補修については、将来、老朽化も目立っておりますのでですね、そ

の点の予算の確保等も含めてですね、考えていかないといけないと思ってお

りますけども、今の時点では漏水が見つかったところを直す、補修する。そ

れで各家庭に水を供給するということで、今回予算を計上させていただいて

おります。 

 ご指摘の計画的補修については、同じような、老朽している管がまた当面、

将来にわたっても出てくることも想定されますけども、今回の補正予算の計

上については、その点で計上させていただいております。以上です。 

 議  長  他に質疑はありませんか。 

 ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 （反対討論なし） 

 議  長  賛成討論はありませんか。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第４７号「平成３０年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予

算（第２号）について」を、お諮りいたします。 



 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  全員賛成と認めます。 

 よって、本案は、原案どおり可決されました。 

 日程第６   

 議  長  日程第６ 議案第４８号「平成３０年度東峰村国民健康保険事業特別会計

歳入歳出補正予算（第２号）について」を、議題といたします。 

 説明は終わっておりますので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 （反対討論なし） 

 議  長  賛成討論はありませんか。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第４８号「平成３０年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補

正予算（第２号）について」を、お諮りいたします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  全員賛成と認めます。 

 よって、本案は、原案どおり可決されました。 

 日程第７  

 議  長  日程第７ 意見書第１号「国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚

起を求める意見書の提出について」を、議題といたします。 

 補足説明を提出者、黒川隆康議員に求めます。 

３番 黒川隆康議員 

 ３  番  ５２ページをお願いいたします。 

 意見書第１号、東峰村議長 佐々木紀嘉殿。 

「国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意見書の提

出について」 

 上記の意見書案を別紙のとおり提出する。 

 平成３０年１２月１１日、提出者 黒川隆康、賛成者 伊藤均議員です。 

 提出の理由、現行憲法の議論を深めることを目的に、国会における憲法論



議の推進と国民的議論の喚起を求めるために、関係機関への意見書を提出す

る。 

 次のページをお願いいたします。 

 国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意見書 

 日本国憲法は、昭和２２年５月３日の施行以来、国民主権、平和主義、基

本的人権の尊重の三原則の下、わが国の発展に重要な役割を果たしてきた。

このことは、われわれ国民の誇りとするところでもあり、この三原則こそ現

憲法の根幹を成すものであり、今後も堅持されなければならない。 

 一方、現憲法は、今日に至るまでの７０年余一度の改正も行われておらず、

この間、わが国をめぐる内外の諸情勢に大きな変化が生じている。こうした

ことに鑑みれば、憲法についても直面する諸課題から国家と国民の安全・安

心を確保し、環境、福祉の向上を図る内容であることが強く求められる。 

 このような状況の中、国会でも平成１９年の国民投票法の成立に伴い、憲

法審査会が設置され、憲法論議が始められている。憲法は国家の基本規定で

あり、その内容については、国会はもちろんのこと、主権者である国民が幅

広く議論し、その結果が反映されるべきである。 

 よって、国におかれては、日本国憲法について国会において活発かつ広範

な議論を推進するとともに、国民的議論を喚起することを強く求める。 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出するものであり

ます。 

 提出先は、大島衆議院議長、伊達参議院議長、安倍内閣総理大臣、石田総

務大臣、山下法務大臣、菅内閣官房長官、以上に提出いたします。 

 東峰村議会議長名であります。以上であります。 

 議  長  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  ないようですから、質疑を終結いたします。  

 これより討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 （反対討論なし） 

 議  長  賛成討論はありませんか。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 意見書第１号「国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める

意見書の提出について」を、お諮りいたします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 



 （賛成者挙手） 

 議  長  賛成多数。 

 よって、本案は、原案どおり可決されました。 

 この意見書につきましては、後日関係省庁に提出をいたします。 

 日程第８  

 議  長  日程第８ 発議第４号「ＪＲ日田彦山線の早期全面復旧と長期的な運行の

確保を求める決議について」を、議題といたします。 

 説明を、伊藤均議員に求めます。 

９番 伊藤均議員 

 ９  番  発議第４号、東峰村議会議長 佐々木紀嘉殿。 

 「ＪＲ日田彦山線の早期全面復旧と長期的な運行の確保を求める決議につ

いて」 

 上記議案を、別紙のとおり東峰村議会会議規則第１４条第１項並びに第２

項の規定により提出します。 

 平成３０年１２月１１日、提出者 東峰村議会議員 伊藤均、賛成者 東

峰村議会議員 大蔵久徳、髙倉寛視、泉守、梶原光春、長澤貞義、高橋弘展 

黒川隆康、梶原伯夫。 

 次のページをお願いします。 

 ＪＲ日田彦山線の早期全面復旧と長期的な運行の確保を求める決議 

 平成２９年７月の九州豪雨災害から１年余りが経過しているが、ＪＲ日田

彦山線については、今もなお復旧の時期が見通せない状況である。現在、不

通となっている添田駅から夜明駅の区間は代行バスを運行しているものの、

これまで鉄道を利用していた地域住民は多くの不便と不安を強いられてい

る。 

 これまで、日田彦山線復旧会議においては、ＪＲ九州と沿線自治体とが復

旧方法について論議を重ねてきたが、長期的な運行を確保するための方法に

ついて、ＪＲ九州と沿線自治体との考えに大きな隔たりがあり、有効な対策

や具体的な復旧時期は示されないままである。 

 ＪＲ九州には旧国鉄時代から線路の整備、鉄道の運営に多額の税金が投入

されており、民営化に当たってはそれまでの債務の承継が免除され、経営安

定基金が投入されるとともに、固定資産税の減免もなされている。経営安定

基金の運用に関しては、平成２７年の「旅客鉄道株式会社及び日本貨物鉄道

株式会社に関する法律の一部を改正する法律案に対する付帯決議」の中でＪ

Ｒ九州に地方鉄道路線維持に努めるよう記載されていることから、広域的な

鉄道ネットワークを維持していく責務があることは明白である。 

 よって、地元住民が安心して利用できるようＪＲ日田彦山線の早期全面復

旧とともに、ＪＲ九州の責任において長期的な運行の確保を行うよう強く要



望するものである。 

 以上、決議する。 

 東峰村議会。以上です。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これから討論を行いますが、全員賛成ですので、賛成討論のある方はお願

いいたします。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 発議第４号「ＪＲ日田彦山線の早期全面復旧と長期的な運行の確保を求め

る決議について」を、お諮りいたします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  全員賛成と認めます。 

 よって、本案は、原案どおり可決されました。 

 なお、この決議書につきましては、１２月２６日にＪＲ九州本社に、私と

日田市議会議長、添田町議長と合同で提出をいたします。 

 日程第９  

 議  長  日程第９ 発議第５号「地方創生検証特別委員会の設置に関する決議案の

提出について」を、議題といたします。 

 補足説明を、提出者伊藤均議員に求めます。 

９番 伊藤均議員 

 ９  番  発議第５号、東峰村議会議長 佐々木紀嘉殿。 

 「地方創生検証特別委員会の設置に関する決議案の提出について」 

 上記議案を別紙のとおり東峰村議会会議規則第１４条の規定により提出

する。 

 平成３０年１２月１１日提出です。 

 提案者 東峰村議会議員 伊藤均、賛成者 東峰村議会議員 黒川隆康で

す。 

 提案理由、平成２８年１月第１回臨時会において、東峰村まち・ひと・し

ごと創生総合戦略を議決し、平成２８年度予算より総合戦略に関する事業が

本格的に開催されました。総合戦略で定められているとおり、毎年度政策の

効果検証を行うことが定められており、また、東峰村議会基本条例第８条２



項では、政策の評価に資する審議と具体的な改善点の指摘につとめるものと

することから、議会独自の総合戦略における施策等の検証を行うため地方創

生検証特別委員会を設置するものであります。 

 次のページをお願いします。 

 地方創生検証特別委員会の設置について 

 １、名称 地方創生検証特別委員会 

 ２、設置の根拠 地方自治法第１１０条及び東峰村議会委員会条例第６条 

 目的 東峰村まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する施策等の検証 

 定員 １０名 

 任期 平成３４年４月３０日 

 地方創生検証特別委員の選任について 

 東峰村議会委員会条例第８条の規定により、地方創生検証特別委員会の委

員を次のとおり指名する。 

 平成３０年１２月１１日提出、東峰村議会議長 佐々木紀嘉殿。 

 地方創生検証特別委員会は、以下のとおり１０名という形で提出をさせて

いただきます。 

 議  長  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 （反対討論なし） 

 議  長  賛成討論はありませんか。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 発議第５号「地方創生検証特別委員会の設置に関する決議案の提出につい

て」を、お諮りいたします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  全員賛成と認めます。 

 よって、本案は、原案どおり可決されました。 

 地方創生検証特別委員会の委員の選任を行います。 

 選任については、委員会条例第８条第４項の規定により、お手元の名簿の

とおり指名したいと思います。 

 ご異議ありませんか。  



 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、地方創生検証特別委員会の委員は、名簿のとおり選任するこ

とに決定しました。 

 休  憩  

 議  長  １０時２５分まで休憩いたします。 

（１０時０７分） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、再開します。 

（１０時２５分） 

 議  長  地方創生検証特別委員会の委員長及び副委員長の互選については、委員会

条例第９条第２項の規定により、委員長及び副委員長が互選されております

ので、その結果を報告します。 

 委員長に伊藤均議員、副委員長に黒川隆康議員、同、梶原光春議員です。 

 以上のとおり互選されましたので、報告します。 

日程第１０   

 議  長  日程第１０ 「閉会中の継続調査申出書」を、議題といたします。 

 本件につきましては、議会運営委員会、各常任委員会、議会広報特別委員

会、地方創生検証特別委員会から閉会中の継続調査申し出がなされておりま

す。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議あり

ませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に決定しました。 

 議  長  泉守議員より、発議第６号「髙倉寛視議員に対する議員辞職勧告決議につ

いて」が提出されております。 

 これを日程に追加し、追加日程第１として議題にしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 発議第６号「髙倉寛視議員に対する議員辞職勧告決議について」を日程に

追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

 議案書の配布を。 



 （議案書配布） 

 議  長  本件については、地方自治法第１１７条の規定により、除斥の必要があり

ますので、髙倉寛視議員の退場を求めます。 

 （髙倉寛視議員 退場） 

追加日程第

１ 

  

 議  長  追加日程第１ 発議第６号「髙倉寛視議員に対する議員辞職勧告決議につ

いて」を、議題といたします。 

 提出者の泉守議員に説明を求めます。 

４番 泉 守議員 

 ４  番  髙倉寛視議員に対する議員辞職勧告決議案 

 １２月３日、髙倉議員より提出があった議会の申し出書については、自分

自身の都合のよい解釈であり議会への批判は、良識ある議員の行動とは到底

判断できるものではない。 

 近年、髙倉議員は議場内における発言で数回の陳謝があった。又、議会外

においても言動に不適切な発言がある。本議会の名誉と権威を著しくおとし

めるもので、その言動は議員としての資質を疑うものである。 

 その中で、今回提出された申し出書は自分自身の取り扱いの異議と、議長

への不信等の申し立てであると窺うが、議員自身が書いた文章で「もし、今

回も無視なさるのであれば、東峰村議会の恥を世間に公表することになるこ

とをご承知おきください。」とある。 

 高倉議員が議会を脅しともとれる文面であり、民主主義の議会において、

理不尽なこの文面については到底、看過できない前代未聞の文章であり、議

員としての品質、議会の権威を著しくおとしめるものであります。 

 よって、ここに髙倉議員の議員辞職勧告を決議するものであります。 

 平成３０年１２月１３日、泉守でございます。 

 議  長  以上で、説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （「休憩動議。」の声あり） 

５番 高橋弘展議員 

 ５  番  休憩動議を提出いたします。 

 議  長  はい。 

 ７  番  ５番の動議に賛成いたします。 

 休  憩   

 議  長  １０時４０分まで休憩をいたします。 



（１０時３２分） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

（１０時４０分） 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  休憩動議を提出いたします。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  今の動議に賛成いたします。 

 議  長  動議者が１名おりますので、動議は設立をいたしました。  

 休  憩  

 議  長  １０時４５分まで休憩いたします。 

（１０時４１分） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

（１０時４５分） 

 議  長  説明は終わっておりますので、これより質疑を行います。  

 質疑のある方、どうぞ。 

５番 高橋弘展議員 

 ５  番  数点、聞かせていただきたいと思います。 

 この辞職勧告決議案自体を、今見たばかりなので、時間が全然足りていな

い状況であることは、ぜひともご承知おきしていただきたいなと思います。 

 その上で質問させていただきますが、決議文の４行目からになります。 

 近年、高倉議員は議場内における発言で数回の陳謝があった。 

 まず、この近年というのは、いつぐらいのことから指すのか、どういった

ことを指すのか、そして、議場外においても言動に不適切な発言がある。 

 この不適切な発言というのは、どういったことがあったのか、お尋ねいた

します。 

 議  長  ４番 泉 守議員 

 ４  番  ただ今、質問がありましたけど、場外の発言につきましてはですね、どう

しても聞きたいということであれば申し上げますけども。 

 この人事案の問題については、できるだけそういうふうなのは避けたいと

いうふうに考えておりまして、辞職勧告決議案の内容につきましては、高倉

議員自身の書いた文書による決議案で十分であるというふうに私は思って

おりますので、皆さんのご理解をそのようにいただきたいと思っておりま

す。 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 



 ５  番  少し回答としては、よく理解できないというか、もう少し詳細が分かれば

と思うところがあるんですけれども。 

 あと、もう１点、「もし、今回も無視なさるのであれば」という文章に対

して、最後から４行目ですね、髙倉議員が議会を脅しともとれる文面であり

ということで、この文面に対して、何か髙倉議員自信にお尋ねになったこと

はあられるんでしょうか。 

 議  長  高橋議員、声が聞こえなかったそうです。 

 高橋議員、もう一度。 

 ５  番  この髙倉議員が書かれたという「もし、今回無視されるのであれば」とい

う文面に対して、この決議文の中では、「髙倉議員が議会を脅しともとれる

文面であり」というふうに書かれておりますが、提案者の方としては、髙倉

議員に、この文面はどういった文面なのかという部分は、お尋ねになったの

でしょうか。 

 議  長  ４番 泉 守議員 

 ４  番  別に髙倉議員と話したわけではないけれども、この文章はですね、議会に

出されておりまして、議員、各、十分な議論をいたしております。 

 こういう中で、それぞれこの審議をいたした結果ですね、これは皆さん方

も理解しておるように、十分な、私はそれでもうこれは辞職勧告決議案に対

する例があるということで、協議会の中でも、全協の中でもお話したとおり

でございますので、そのように理解をしていただきたいと思っております。 

 議  長  高橋議員、３回になります。 

５番 高橋弘展議員 

 ５  番  最後の質問とさせていただきたいと思います。 

 昨日、一昨日と全協が行われております。 

 この文章に関しましては、議運の中、全協の中でもこの文章の取り扱いに

ついては議長から諮られたものであり、協議と言いますか、取り扱いについ

て、議運の委員のメンバーあるいは全員協議会において、髙倉議員を除く全

議員で協議がなされております。 

 その中で、全協の結論として、私が感じている部分としては、各議員、こ

の文面に関しては少し問題があるというか、個々に問題の異議は違うにしろ

問題があるという部分に関しては一致していたかと思いますが、議長として

は、そこに対しては各個人の判断ということで、議会を代表する長としては、

この案件については扱わないと言いますか、何らかの措置をするということ

はしない判断になっているかと思います。 

 そこで、敢えてこの決議案を出されたという部分に関してお聞きしたいと

思います。 

 議  長  ４番 泉 守議員 



 ４  番  今、ご質問の内容でございますが、この処分を出さないとかいうような結

果のお話はなかったと思います。 

 それはね、これはいろいろそれぞれ考え方も違うしね、各々の考え方があ

ると思います。私はこのような決断をするということで、決議案を提出させ

ていただいておりますので、どうかご理解のほどを賜りたいと思っておりま

す。 

 議  長  ８番 大蔵久徳議員 

 ８  番  全協が行われました。そして、その中で髙倉議員から提出された文章の中

で、最後の２行ぐらいですか、ここに載っております。「今回無視されるの

であれば、世間に公表することになる」こういうふうな内容。これは、ここ

に書いてあるように、脅しともとれる。はっきり脅しじゃないわけですね、

脅しともとれる。そういった文の中で、敢えて、これは議会に、私はあのと

きは、議会全体をおとしめるとは、私は捉えませんでした。これは、敢えて

議会がおとしめられると言われる根拠をお願いします。 

 議  長  ４番 泉 守議員 

 ４  番  ご質問にお答えします。 

 今、申し上げましたようにですね、それぞれ考え方が違うんです。 

 私はこの文章を見て、髙倉議員の出した文章を読んでね、自分で判断する

限り、このような文章に、脅しともとれる文書ではないかというふうに、私

は理解しております。 

 議  長  ８番 大蔵久徳議員 

 ８  番  だから、脅しともとれる文章なら、本人に聞いて、この辺りはどうですか

と確認を取って、それでもこれは、私は、そういった脅しのつもりだとか言

えばですね、こういった辞職勧告の案件に上がってくるかもしれません。 

 しかし、何もないままで、これ出すと。だから、今言ったように、これ自

体が脅しともとれる内容です。だから、その強い脅しととれるように思った、

その根拠、そこがあれば伝えてください。 

 議  長  ４番 泉 守議員 

 ４  番  それは今、先ほど何度も申し上げたように、それぞれのこの文章、髙倉議

員が出した文章を見てね、思わない人もあるわけ。思う人は、それはね、考

えることによってね、髙倉議員に文書をですね、出した文書をね、本人に「あ

なたどうですか」という確認をする必要はないと、私はそのように思ってお

ります。 

 議  長  ８番 大蔵議員、３回になります。 

 ８  番  この文章も含めて、議員勧告の決議が出ると。 

 その前に、そもそも以前から陳謝があったりとか、外でも不適切な発言が



ある。 

 これ、そもそも列挙して、そして、その時点で出してですね、これはまだ

未解決済みとか、そういったなら分かりますよ。これ、ただ書いとるだけで

すね。外で何があったかもはっきり分からない。 

 そういった中で、ここの決議に持ってくるということがですね、果たして

いいものかと私は考えます。 

 そういった中で、敢えて近年、これは、議員辞職に勧告するようなことが

あったならば、それを教えてください。 

 議  長  ４番 泉 守議員 

 ４  番  この議会の中でも陳謝を、近年中に何回かされております。 

 これは、私が言うよりもね、質問者の大蔵議員は議長でもあった。自ら自

分が知っとることじゃないですか。このことについて、何月何日こういうこ

とで陳謝しとりますよとかね、個人的なね、ことについて、私は個人的に議

場外での問題についてはね、先ほどから言っているね、重大な問題もあるわ

けです。 

 しかし、この場でね、皆さんに言うことについては人権の問題もあるし、

言うべきでないか、言うべきか。どうしても皆さん方が言ってほしいといえ

ば、そのことについて申し上げたい。 

 だから、私個人としてはね、今先ほど言った最初からの答弁と間違いござ

いません。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  私も以前、辞職勧告の決議の発議をしたことがございます。 

 そのときはですね、消防委員の方たちから村に、議員の方が飲酒運転をし

ていたという申し立てが出たわけですね。そして、消防委員の方たちと一緒

に、その議員の方が飲酒をされてたその直後に。 

 議  長  長澤議員、発言にちょっと注意してください。終わったことでいろいろ言

うと、人権のほうに今度は引っかかります。 

 ７  番  はい。 

 消防委員の方から、村を代表する消防委員の方からそういう申し立てを村

に出されましたもので、私がたまたま会派の議員でございまして、私が会派

の長という届け出を県にしていた関係上、私自身が、これはもう辞職勧告を

するしかないと思い、そういう決意であのときは出しました。 

 今回のこれはですね、議員の間で、十分にもうちょっと話をしてですね、

辞職勧告まで至らない問題じゃないかと、私は、これは思うんですけれど、

ここまで至ったということは非常に残念でございます。 

 ４番、泉議員が今日、もう出しておりますのでですね、もうちょっとみん

なで議論ができなかったのかということを問いたいです。 



 議  長  ４番 泉 守議員 

 ４  番  私はですね、長澤議員から前回のことも申し上げましたけど、私は、今回

初めて４月以降議員になったわけでございます。以前のことについては、議

事録等を見て、調べたとおりでございます。 

 そして、今もっと審議できなかったのかと。これは、全協におきましても

ね、相当審議をですね、それぞれの意見を述べて審議をしたところです。 

 だから、最終的にはね、それぞれ私は信念をもって、私はこう思いますと

いうことで、全協の中でも説明している。 

 それ、いや、皆さんがね、待ってくれと。もっと話をしようじゃないかと

いうような話はなかったと。だから、各々の考え方が違うんですよ。 

 皆さん、この文章を見られたと思うけど、このようなですね、議員として

ね、やるべきもの、ちょっと考えられません、私は。 

 そういうことで、私は決議案を提出しておりますのでね、その辺りについ

ては、各々違うということを、ご理解を賜りたいと思っております。 

 議  長  他に質疑はありませんか。 

 ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 まず、反対討論はありませんか。 

８番 大蔵久徳議員 

 ８  番  質問の中でも言いましたけれども、この「脅しともとれる」、とり方によ

っては違う場合もあるわけです。 

 ここ辺をとりあえず髙倉議員に、これはちょっとおかしなことを書いてま

すねと。そして、それに対して、私は、これは知らんと、本当の脅しのつも

りだというつもりで、謝りもしないでですね、そうだったならいいかもしれ

ませんけれども、そういった機会も与えないまま、こういった辞職勧告を出

すことには反対です。 

 議  長  賛成討論はありませんか。 

１番 梶原伯夫議員 

 １  番  私は、泉さんが出したこの説明文で十分だと思いますので、賛成します。 

 議  長  反対討論はありませんか。 

５番 高橋弘展議員 

 ５  番  反対討論の立場で討論させていただきます。 

 まずもって、今、昨年起きた災害にあたって復旧復興が行われる、本当に

これからというときに、議会内、議場内、そういった部分の中で、こういっ

た決議案が唐突に出てくること自体、やはり住民目線から考えると、議会何

やってるんだと。そういったことは、議会内、議場内でやはり解決していく

べき問題で、この議場で何か行われることではないじゃないかと、本当に問



われるべき内容ではないかなと感じております。 

 ここに出てきた時点で受け止めなければならないので、それについては反

対の討論をさせていただきますが、先ほど同僚議員が討論した内容とも同じ

くしますが、やはり髙倉議員が議会を「脅しともとれる」というところで、

本人にも確認をすることもなく、一方的な受け止め方によってこういった決

議案が出ていることに対し、とても残念に思うとともに、全員協議会の中で

も、議長がこの案件に対して、議長の判断で何か行われるということがなか

ったのにもかかわらず、相当なその後の議論がない中で出てきたことに対し

て残念に思い、この決議には反対をさせていただきます。 

 議  長  賛成討論はありませんか。 

３番 黒川隆康議員 

 ３  番  私は、議員として１期４年を過ぎ、そして２期目に入っております。この

間、髙倉議員とは同僚議員として議員活動を行ってまいりました。 

 この間の髙倉議員の言動を顧みまして、総合的に考慮し、是々非々で判断

をした結果ですね、私は、泉議員の発議に賛成をいたします。 

 議  長  反対討論はありませんか。 

７番 長澤貞義議員 

 ７  番  私は、反対の立場で申し上げます。 

 この問題ですね、本当に辞職勧告まで至らなくてもいい問題だと、私は思

います。 

 したがって、反対の立場を表明いたします。 

 議  長  賛成討論はありませんか。 

 再度、反対討論はありませんか。 

 ないようですから、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 発議第６号「髙倉寛視議員に対する議員辞職勧告決議について」を、お諮

りいたします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  賛成多数。 

 よって、本案は、採択することに決定をいたしました。 

 ここで、髙倉議員の入場を求めます。 

 （高倉議員、入場） 

 議  長  ただ今の議決に基づき、髙倉議員に辞職勧告を行います。 

 貴殿に対する議員辞職勧告決議が議決されました。 

 ここに、貴殿に対し議員辞職を勧告いたします。 

 以上をもちまして、本定例 



 （「ちょっと待った。議長、休憩動議です。」の声あり） 

 議  長  ５番 高橋弘展議員 

 ５  番  休憩動議を提出します。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  ５番の動議に賛成します。 

 休  憩  

 議  長  １１時１０分まで休憩します。 

 １０分まで休憩して、もしあればまた再開です。 

（１１時 ７分） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 （１１時１０分） 

 議  長  ６番 髙倉寛視議員 

 ６  番  １１時４０分までの休憩動議を提出いたします。 

 議  長  ７番 長澤貞義議員 

 ７  番  ６番議員の動議に賛成いたします。 

 休  憩  

 議  長  暫時休憩をします。 

（１１時１１分） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

（１１時４５分） 

 休  憩  

 議  長  ただ今、議長宛に問責決議案が出ておりますので、１２時まで休憩をいた

します。 

（１１時４５分） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、会議を再開します。 

（１２時００分） 

 議  長  大蔵議員より、発議第７号「議長に対する問責決議案」が提出されており

ます。 

 これを日程に追加し、追加日程第２として議題にしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 発議第７号「佐々木紀嘉議長に対する問責決議案について」を、日程に追



加し、追加日程２として議題とすることに決定をいたしました。 

 本件については、地方自治法第１１７条の規定により、除斥の必要があり

ますので、私は退室をいたします。 

 日程表の配布を行います。 

 （佐々木議長、退場） 

 （日程表の配布） 

 （議長 伊藤均副議長に交代） 

追加日程第

２ 

  

 議  長  会議を再開します。 

 追加日程第２ 発議第７号「議長に対する問責決議案」を、議題といたし

ます。 

 提出者、８番 大蔵久徳議員の説明を求めます。 

８番 大蔵久徳議員 

 ８  番  発議７号、東峰村議会議長 １佐々木紀嘉殿。 

 「佐々木紀嘉議長の問責決議案について」 

 上記の議案を、別紙のとおり東峰村議会会議規則第１４条第１項及び第２

項の規定により提出します。 

 平成３０年１２月１３日提出、提案者、東峰村議会議員 大蔵久徳、賛成

者、東峰村議会議員 長澤貞義。 

 提案理由、東峰村議会基本条例第１２条第１項及び第３項に対し、佐々木

紀嘉議長は、公平かつ公正な議会運営及び中立公正であるべき職務遂行をさ

れないことに対し提出するものです。 

 裏面をご覧ください。 

 佐々木紀嘉議長の問責決議 

 本議会は、公平かつ公正な議会運営及び中立公正な職務遂行をされない責

任を佐々木紀嘉議長に問う。 

 以上、決議します。 

 東峰村議会でございます。 

 議  長  以上、説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  ないようですから、質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 （反対討論なし） 



 議  長  賛成討論はありませんか。 

 （賛成討論なし） 

 議  長  ないようですから、討論を終結します。 

 採決します。 

 発議第７号「佐々木紀嘉議長に対する問責決議案について」を、お諮りい

たします。 

 本案に賛成の方、挙手でお願いします。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  採決の結果、賛成、反対が同数です。 

 したがって、地方自治法第１０６条第１項の規定により、議長が本案につ

いて、採決をいたします。 

 佐々木紀嘉議長に対する問責決議案は、議長は、否決と採決いたします。 

 よって、本案の採決は、否決といたします。 

 議長の入場を求めます。 

 （佐々木議長 入場） 

 議  長  ただ今の議決に基づき、議長の問責決議案の報告を行います。 

 貴殿に対する問責決議案は、否決されました。 

 休  憩  

 議  長  暫時休憩します。 

 （議長交代） 

 （１２時１０分） 

 再  開  

 議  長  会議を再開いたします。 

（１２時１１分） 

 閉  会  

 議  長  以上をもちまして、本定例会に付議されました案件の審議は、すべて終了

いたしました。 

 村長より、あいさつの申し出があっております。これを許可します。 

村長 

 村  長  閉会にあたりまして、一言お礼を申し上げます。 

 １２月１１日より本日まで、平成３０年第１１回東峰村議会定例会を開催

し、慎重なるご審議を賜り、提案をいたしました案件すべてをご可決いただ

きましたことに厚く御礼を申し上げます。ありがとうございます。 

 また、一般質問でいただきました村政への各分野につきまして、多数のご

質問をいただきましたが、いずれも厳正に受け止め、現状並びに課題の所在

を十分に認識し、村政発展のため努めてまいる所存でございます。 



 さて、年が明けますと、１月４日、金曜日、午前１０時からいずみ館にお

きまして、新成人３２名を対象に成人式を開催いたします。将来の東峰村を

担う新成人の門出となる場所でございますので、議員の皆様のご臨席を賜り

ますようお願いを申し上げます。 

 また、１月６日、日曜日、午前１０時からは、東峰村消防団出初式を宝珠

山グラウンドで開催いたします。本式典におきましても、消防団に対する激

励に議員の皆様のご臨席を賜りますようお願いを申し上げます。 

 最後に、これから年末年始に向かうおり、寒さも一層増してまいります。

議員の皆様におかれましては健康に十分留意され、ますますのご活躍をいた

だきますとともに、良い年を迎えていただきますようお願いをいたします。 

 以上をもちまして、私のあいさつとさせていただきます。ありがとうござ

いました。 

 議  長  これをもちまして、平成３０年第１１回東峰村議会定例会の全日程を終了

いたします。 

（１２時１４分） 

         上記会議の経過を記載し、その相違ないことを 

証するために署名する。 
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